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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　小さな街の小さな公園の片かた隅すみにある、小さなジャングルジム。その鉄パイプの枠わく組ぐみにビニールシートを引っかけて作った小さな「家」に、二人の人間が住んでいた。

　一人は一見してホームレス風の中年男。しかし男の本職は神官だった。日本から遠く離はなれた国でミソタラシ神という神を崇あがめているが、秋と冬だけは季節を楽しみに日本へ戻もどってくる。もう一人の住人は青年。これといった特とく徴ちようのない青年。隣となりにいる神官と数か月前に出会い、青年はミソタラシ教を知った。来年の春には、神官と一いつ緒しよに日本を離れる予定でいた。

　ジャングルジムを囲うシートの外では、木こ枯がらしが寂さびしげな音を奏かなでていた。日暮れが近いせいか、晩秋という季節のせいか、あるいはこの「家」の存在が問題なのか、公園内で遊ぶ子供の姿は皆かい無むだ。捨てられた新聞紙とビニール袋ぶくろが仲よく風に舞まい、古びた水銀灯をかすめて飛んでゆく。

「家」の中で、二人は地面に敷しいたござの上に座っていた。どちらも、どこかから拾ってきたような薄うす汚よごれた長いマフラーを、鼻の下から肩かたにかけて幾いく重えにも巻きつけていた。二人は風の音に耳をすませながら、淡あわい湯気を漂ただよわせる缶かん飲いん料りようを握にぎっていた。缶に口をつける時だけ、マフラーを顎あごの位置まで下げる。缶の中身は、つぶ入りのおしるこだった。

「日本では冬場によく、おしるこを食べるが……」

　神官が言った。マフラーの下から、くぐもった声とともに、白い息が漏もれ出た。

「ミソタラシ教の教えでは、一年中感謝して食するとよいとされているよ。飢き饉きんの時、ミソタラシ神が民たみにおしるこをふるまって救ったことがあるからさ」

「ええと……おしるこ、ですね。ちょっと待って下さいね」

　青年は缶を置き、服のポケットからメモ帳とボールペンを取り出して、神官が言ったことを急いで書き留めた。

　メモ帳を見直して満足げに頷うなずくと、青年は神官に向かってそっと右手を挙げた。

「あの、質問をしてもいいでしょうか」

「いいよ」

「つぶあんとこしあんがあったら、どちらが好ましいのでしょうか」

　青年の声も、神官同様、深くくぐもっていた。いつの日かミソタラシ教の神職に就つくことを望んでいる青年は、とても勉強熱心だった。

「どちらでもいいよ」

　神官が白い息を吐はいて、静かに答えた。

「小豆あずきが原料なら、何でもいいんだよ」

「はい。何でもいい……と」

「餅もちが七つ入っていると、もっといいよ」

「もっといい……と」

　青年は七回ほど頷いて、更さらにメモ帳へペンを走らせた。一いつ瞬しゆん強さを増した風が、外がい壁へきであるシートを揺ゆらし、内部に舞いこんできた落ち葉が二人の間を通り抜ぬける。神官は缶をあおり、音を立てて中身を啜すすった。青年はメモ帳を捲めくり、これまで書き留めた言葉を小さく復唱していた。

「質問をしてもいいかい」

　今度は神官の方から尋たずねた。青年は慌あわてた様子で背筋を伸のばした。これまで学んだことを試ためされるのかと思ったのだろう、マフラーの縁へりから覗のぞく青年の両目は、不安そうに揺れていた。

「は、はい。ど、どうぞ」

「ここへ来る前まで、何をしていたんだい」

「は……？」

「君について、名前以外に何も聞いていなかったことを、ふと思い出したのさ。今更だとは思うけれど、履り歴れき書しよ代わりに聞いてみたくなった。でも、話したくなければ別にいいさ」

「はあ……」

　青年はしばらくの間、目をしばたたかせていたが、やがてゆっくりと口を開いた。

「ええと……話したくないようなことは、特にありません。人に話して興味を持たれるようなことも、特にないと思います。それでもいいんでしょうか」

「いいよ」と言うように、神官が浅く頷いた。ジャングルジムの裏手にあるブランコが、風で軋きしむ音が聞こえていた。

　青年はおしるこの缶を取り上げ、両手で包み、缶に向かって視線を落とした。

「今年の春まで、ある組織のある部署にいました。上の人の指示や、周囲の意見に踊おどらされているばかりの毎日でした。ある時、ひとつの仕事を任されました。人を傷つけてその結果を上の人に報告しないといけない、そういう内容の仕事でした。そんな仕事、本当はしたくなかったけれど、やることにしました。ここを辞やめたら何もできない、自分には何もないからと、ずっと思っていました」

「うん」

　神官がまた、缶をあおった。公園のどこかから、犬の鳴き声が短く響ひびいた。

「でも、結局その仕事は果たせなくて、組織には休職届を出しました」

　シートの向こう側に視線をやり、青年は小さく息を吐いた。

「何でもいいから、他ほかにできることを探してみようと考えたんです。退職ではなくて休職というのが、いかにも自分らしくて煮にえきらないなとも思ったんですけれど、その決断だけで精せい一いつ杯ぱいでした。それからずっと、夏の終わりまであてのない日々を送っていましたが、秋になって勝かつ田たさんと出会いました。それが全すべてです」

　言葉を切り、青年は目め尻じりに照れ笑いに似た皺しわを刻んだ。

　もう一度「うん」と言った神官が、手のひらの中で缶を転がした。

「自分には何もないと、ずっと思っていたんだね」

「はい」

「ミソタラシ神は、全ての人間にはそれぞれ役割があると定めているよ」

「はい」

　メモ帳は開かず、青年が頷く。神官と出会ってから間もない頃ころに、すでに教わった言葉だった。

「君は何かを通して、それを悟さとったんだな」

「悟ったというか……前の仕事をしている時に知りあった人から、言われたんです」

　鼻をマフラーの中に埋うずめ、青年が言った。

「高校生でした。ものすごく醒さめた男の子でした。何だったかな、自分は世の中と正常な係かかわりを築けない人間だとか、そんなことを本気で言っていました。だから、躓つまずいて落ちこんでいる他人を見ても、勇気づけたり励はげましたりすることはできないって。あんなに冷たくて、無神経で、正直な人間、初めて見ました」

　青年が思い出し笑いをし、肩かたを揺らした。神官も静かに笑った。

「その子が最後に言いました」

　笑いを止め、青年がジャングルジムの上を見上げた。シート越ごしに、枝を長く伸ばした枯かれ木の影かげが揺れていた。

「自分には何もないなんて、生きているうちに言う言葉じゃないって」

「悪くない言葉だね」

「でも、やっぱりすごく醒めた言い方で、声も小さくて、ひとり言みたいでした」

「ミソタラシ神の声はおよそ二百八十ホンだから、結構大きいよ」

　缶かんに口をつけ、神官が言った。枯れ木の影を見つめたまま、青年は手て探さぐりでメモ帳を開いた。履歴書代わりの身の上話は、そこで終わりのようだった。

　缶の飲み口を片目で覗き、神官が言った。

「その高校生は、君が旅立つことを知っているのかい」

「いいえ。あれ以来、一度も会っていませんから」

　メモ帳に視線を戻もどし、青年が答えた。

「向こうの国に着いたら、葉書でも出そうかと思っています。もし道が見つからなかったら弟で子しにしてくれって、冗じよう談だん半分で頼たのんだことがあるので、もう大だい丈じよう夫ぶだと一応伝えておきたいんです」

「道は探せば、きちんと見つかるものさ」

　缶の内部を見つめたまま、神官が言った。

「探す場所を間ま違ちがっているか、自分で自分に目め隠かくしをしてしまっているだけか、そのどちらかさ」

「はい」

「葉書か」

「ええ」

「神官修しゆ行ぎようの最初の段階には、郵便配達もあるよ」

「楽しみです」

「国際便もやる」

「奥が深いですね」

「ところで、毎年この時季に日本に来るといつも思うことだが……」

　缶を逆さまにし、神官が目を細めた。すでに中身を飲み干してしまったらしく、缶からは汁しるや湯気は出てこなかった。それでも神官は缶を振ふり、ため息混じりに言った。

「缶のおしるこというのは、最後に底に残ったつぶが飲みにくいものだ」

　はあ、と相あい槌づちを打ち、青年が尋たずねた。

「ミソタラシ神だったら、そんな時どう言うんでしょうか」

　神官は木こ枯がらしの音を五秒ほど聞き届けた後、答えた。

「最後まで頑がん張ばれ、だろうなあ」






















　すり切れた畳たたみ。湿しつ気けにやられて歪ゆがんだ、押し入れの襖ふすま戸ど。真しん剣けんに蹴け飛とばしたら、すぐに穴が空いてしまいそうな薄うすい灰色の壁かべ。雨あま漏もりの痕あとらしき染しみが、幾き何か学がく的な模様を描えがく天てん井じよう。六畳じよう一間の住居を目の前にし、一いち条じよう京きよう介すけは呼吸をすることを忘れていた。

　息を吸いこまなくても、体内へ勝手に侵しん入にゆうしてくる黴かびた空気。針のように鋭するどいすきま風が、首筋を凍こごえさせる。こんなにさびれた冷たい部屋の中で、彼女は先日まで一人きりで暮らしていたという。

「四、五日前だったかねえ。代理だって名乗る人から、不動産屋の方に電話があってね」

　京介の前方で、磨すりガラスの窓によりかかっている老人が口を開いた。賃ちん貸たい住宅「にじはら荘そう」の大家を務める老人だ。にじはら荘は築年数三十有余年を誇ほこる、立派なまでの老ろう朽きゆうアパート。この部屋は、二階の奥にある三号室だった。

「部屋をすぐに解約したいって言ってきてね。契けい約やくしてからまだ半月も経たっていないけれど、まあ、そういうこともよくあるからさ」

　面めん倒どうくさそうに大家が言い、長い間取り替かえていないと思われる畳を、つま先で軽く蹴る。

「それで、解約に必要な書類や料金なんかは、その代理の人がきちんと送ってくれたんだけど、それが済んだらもうそれっきりだよ。次の住所を知らせてくるわけでもないし、本人が挨あい拶さつに来ることもないし……全く、最近の若い人は何を考えているんだか……」

　愚ぐ痴ちっぽい大家の声をかき消すように、窓の向こうから電車の音が大きく響ひびいてきた。このアパートは虹にじ原はら駅のすぐ近くに建っている。窓を開ければ、恐おそらく景色の中には線路の影かげがしっかりと見えるはずだ。

　電車が遠ざかり、狭せまい部屋の中に、大家の少し苛いら立だたしげな呼吸音がひっそりと戻ってきた。京介の耳に届く音は、他ほかに何もなかった。部屋の防音性が優すぐれているのではなく、周辺の部屋に誰だれも住人がいないせいだろう。

　意識的にゆっくりと息を吐はき出し、京介はもう一度部屋の中を見回した。見回すと言っても、大した時間はかからない。和室の部屋、窮きゆう屈くつそうなトイレと浴室、錆さびだらけの流し台、不燃ごみに間ま違ちがわれそうなガスコンロ。部屋の隅すみにポータブルテレビが放置されているが、住人の私物とも、にじはら荘の備品とも、どちらにも取れない中ちゆう途と半はん端ぱな古さと形の代しろ物ものだった。

　室内にある物はそれだけで、その中に前の住人の面おも影かげは何ひとつ残っていない。構成員専用の裾すその長いコートも、鉄パイプ状の凶きよう器きも、どこにもなかった。短期間であれども、ここが礼れい子この部屋だったことを、京介の理性はなぜか受け入れようとしない。どうして礼子が、こんなに冷えた部屋に住まなくてはならないのだろう。

「荷物は……」

　京介が言うと、言い終わらないうちに大家が口早に答えた。

「荷物はもとからほとんどなかったみたいだね。本当だよ、解約の連れん絡らくを受けて部屋を開けさせてもらったら、もうこの状態になっていたんだから。それより前に、誰かが部屋の中を片づけに来たこともなかったね。そういえば砂すな島じまさんがここに入った時も、引っ越こしのトラックなんかは来なかったっけ。あの時から少し気にはなっていたけれど、まあ、借り主さんの持ち物の少なさに文句をつけるわけにはいかないからね」

　大家の声を静かに聞き流し、京介は目を閉じてみた。砂島礼子の持ち物、砂島礼子の部屋。頭の中の埋うもれた記き憶おくを、そっと探さぐってみる。今から二年前、礼子がまだ普ふ通つうの女子中学生だった頃ころ。久く画かく均きん精せいと呼ばれる団体組織に拾われて「殺し屋」になる前。礼子の部屋は、家族とともに住む一いつ軒けん家やの二階にあった。窓際ぎわに並んだぬいぐるみとなぜかいつも目があうこと、床ゆかに敷しかれた白いカーペットが妙みように柔やわらかいことを、京介の脳はきちんと覚えていた。壁かべ紙がみとカーテンの柄がらは、季節ごとに変わっていた。母親が勝手に模様替えしてしまうんだと、礼子は苦く笑しようしながら教えてくれた。

「それにしてもあのお嬢じようさん、ちょっと変わった人だったね」

　大家の声が、京介の意識を現実に戻もどした。目を開けると、大家はカーテンのない窓を見上げ、傾かたむいたカーテンレールに向かって話しかけていた。

「毎日何をして生活しているのか、全く見当もつかなかったね。学校に行っている様子もなければ、働いている感じもしなかったし。あの子、あんたと同じくらいの年だよね」

　大家の視線が京介の顔へ移される。大家の目には、単純そうな好こう奇きの色が浮うかんでいた。

「砂島さんの住んでいた部屋を見せてくれだなんてさ、あんたどういう関係なの？　やっぱり捨てられたとか、騙だまされたとか、そういうこと？」

　京介は目を伏ふせて、黙だまって首を横に振ふった。適当に答えることすら、今は面倒だった。

　大家は何度かわざとらしいため息を繰くり返していたが、窓まど枠わくから背を離はなすと言った。

「何だか知らないけれど、あんたも色々大変そうだ。こんな部屋でよければ、好きなだけ見ていっていいよ。気が向いたら、住んでもらってもいいし」

　短く笑い、大家は部屋を出て行った。大家の目に京介は、「突とつ然ぜん失しつ踪そうしてしまった恋こい人びとを捜さがして途と方ほうに暮れている、間ま抜ぬけな少年」とでも見えたのだろう。一週間近く前、京介が別の用事でにじはら荘を訪おとずれ、大家とも会っていることは、最後まで思い出さなかったようだった。あの時京介は、一号室に住む人間を追っていた。あの時は、そのふた部屋隣となりに礼子の部屋があることなど知らなかった。あの時はまだ礼子が生きているなんて、礼子に命を狙ねらわれることになるなんて、夢にも思っていなかった。

　京介は壁かべに背を預けた。一人残されたせいか、静せい寂じやくさを増した空気が耳に痛い。痛みを味わいながら思い返した。この簡素な部屋を一時的な住居とし、砂島礼子は団体から与あたえられた任務の遂すい行こうを目指していた。任務とは、古代術の使い手を消すこと。京介を殺すこと。礼子自身の不手際と別の構成員の妨ぼう害がいなどが重なり、礼子は任務を三度しくじる。時間的な問題から礼子の処分は行なわれず、礼子は仲間に連れられて京介の前から消えた。消える直前に、京介の属する組織の調査担当が、礼子の住処すみかをつきとめた。それらはまだほんの数日前のことだ。

　部屋の解約を求めてきた「礼子の代理」とは、恐らく団体の関係者だろう。その人間は、礼子がにじはら荘に住む必要はもうないと判断した。礼子が虹原市に滞たい在ざいし続けて殺害対象を追うことはなくなった、直接的な処分は免まぬかれたとはいえ、礼子は任務から外された、つまりはそういうことだろう。

　今のところまだ動きはないが、今度は礼子ではなく別の構成員が自分を殺しにやって来る。礼子と会うことはもうない──。京介は唇くちびるを嚙かんだ。胸の内に渦うず巻まいた不安定な感情に、目眩めまいがした。

　さびれた部屋をいくら眺ながめていても、礼子の行く先を教えてくれるものは何も見つからない。京介は部屋を出た。管理人室の炬こ燵たつで温まっていた大家に一言だけ挨あい拶さつをして、にじはら荘の敷しき地ちをあとにする。外に出ると、空一面は深い夕暮れの色に染め抜ぬかれていた。

　前の道路に、黒い車が一台停とまっていた。狭せまい道を占せん領りようする車に、犬を散歩させている主婦が迷めい惑わくそうな表情を浮かべている。にじはら荘の見学に来たのか、紺こん色のダッフルコートを着た少女も、入り口を塞ふさぐ車をとげのある瞳ひとみで見つめていた。車の所有者は光こう流りゆう脈みやく統とう轄かつ管理本局、通つう称しよう「本ほん家け」。運転をしているのも本家の職員。にじはら荘へ来る時、京介はこの車で送られてきた。

　車のドアが開き、体格のよい男が二人現れた。男たちは足早に京介の方へ近づいてくると、無言で京介の両腕うでを摑つかみ、後部座席へ引きずりこんだ。犬と主婦が、こちらの様子に目を剝むいていることに気づき、京介はため息をついた。外出時は常にこの車と職員がセットでつきまとい、車に乗せられる時はいつもこうされる。そして車に乗せられる前には、両手に手て錠じように似た金具をかけられて拘こう束そくされる。今日も職員は、京介の手首に容よう赦しやなく手錠を叩たたきつけた。

　事情を知らない人間が見れば、確実に誤解が生じる光景だった。逃とう走そうするつもりはないのでやめてほしいと、京介は真面目まじめに頼たのんだことがあるが、職員からは完かん璧ぺきに無視された。警護を撒まいて敵である礼子と接せつ触しよくしようとしたり、自分の術者能力を封ふう印いんしようと決めて特とく殊しゆ施し設せつに向かったりと、京介には「前科」がある。あの一件以降、本家の人間からは徹てつ底ていして行動を制限されるようになった。

　基本的に高校への登下校以外、私的な用事で出歩くことは一いつ切さい禁じられている。今日に限って放課後の外出が許可されたのは、希望した場所が敵の元住処であったからだ。礼子の部屋は本家の調査係がすでに調べ上げ、団体の所在を示すものなどは見つからなかったと、報告済みであるらしい。が、敵とかつて親しかった京介ならば何かに気づく可能性もあると、本家側は少しばかり期待したようだった。

　車のバックミラー越ごしに、運転席の職員が京介を見ていた。冷たくも温かくもない、ただ事務的な視線だった。視線に促うながされ、京介は「何もなかった」とだけ答えた。職員は口を開かず、力強く車を発車させた。窓の向こう、猛もうスピードで走り出す車を、犬と主婦が茫ぼう然ぜんと見送っていた。京介はもう一度だけにじはら荘を見ようとしたが、古い木造アパートは、すでに車窓の彼方かなたへ流された後だった。ダッフルコートの少女が崩くずれかけた壁の前で啞あ然ぜんとしている。ポニーテールにまとめた髪かみが、排はい気きガスで揺ゆれていた。

　座席に後頭部を押しつけて、京介は目を閉じた。職員には言えないが、にじはら荘に足を運んだのは、礼子の消息を摑みたかったからではなかった。ただ礼子の住んでいた場所を見ておきたかったのだ。「殺し屋」としての住処を目にすれば、「殺し屋」としての礼子の生活を認めることができれば、少しでも気持ちに区切りがつくのではないかと思った。だが、効果は全くなかった。
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　揺れる車内で、手首の金具が沈ちん鬱うつな音を立てていた。まるで自分の気持ちを表してくれているような音だと思った。

　目を閉じたまま、目ま蓋ぶたの裏の暗がりに、京介は期待もせずに問いかける。彼女は今、どこで何を考えているのだろう。




　彼女は今、暗い部屋の中で、意識を失っている。




　にじはら荘から京介の現在の住居であるマンションまでは、車で五分とかからない距きよ離りだった。実際に距離が近いこともあるが、職員の乱暴な運転が走行時間を縮めたこともまた、事実であった。

　職員はマンションの正面に車を停めると、また二人がかりで京介を車から降ろし、玄げん関かんを足早に抜けてエレベーターの中へ京介を放ほうりこんだ。そこでようやく、手錠を外してくれた。扉とびらが閉まり、職員の姿が視界から消えて京介がため息をついていると、エレベーターに乗りあわせた老ろう婆ばが「大変ねえ」と話しかけてきた。外観的にはごく普ふ通つうのマンションと変わらないが、ここは術者専用の集合住宅で、本家の施し設せつでもある。常時強度結界が施ほどこされ、術者以外は立ち入ることができないゆえ、住人は全すべて本家の関係者だ。住人みな、現在生じている久画均精と呼ばれる団体組織の事件について、そしてその事件に巻きこまれているのが、一条京介というしがない術者であることを知っている。

　エレベーターを十階で降り、京介は角部屋の扉を開けた。ひどく疲つかれていたので、今日はもう寝ねてしまおうと思った。項垂うなだれたついでに玄関の沓くつ脱ぬぎへ視線を落とし、京介は動きを止めた。双ふた子ごの妹の靴の隣となりに、男物の革かわ靴ぐつが並んでいた。

　京介は靴を脱ぬぎ、人の話し声が聞こえるリビングへ向かった。リビングでは、妹の豊花ゆたかとスーツを着た若い男が、テレビを観みていた。玄関の靴に見覚えはなかったが、男の顔を京介はよく知っていた。本家の最高責任者である「家か長ちよう」の座に就ついている男だった。

「このドラマ、僕が中学生くらいの頃ころに放送してたんだよ。あー、懐なつかしいなー」

　胡座あぐらをかいた遠とお峰みね秋しゆう一いちは、テーブルの上に頰ほお杖づえをついてテレビを眺ながめていた。画面には古そうなドラマが映され、古そうなファッションの男女が、やたらと深刻な顔つきで見つめあっていた。

「昔はこのドラマを観て、大人って大変だなって思ったけど、今は若者は大変だなって感じちゃうなあ。この二人、最後は結局別れちゃうんだよね」

　深刻とはほど遠い表情で、遠峰が欠伸あくびをした。画面の中では男女が抱だきあい、大げさなＢＧＭが流れていた。

　遠峰の向かい側に、豊花は座っていた。豊花はドラマの展開にも遠峰の解説にも全く興味がないらしく、不ふ機き嫌げんそうな顔でシフォンケーキをつついていた。皿の横には、洋よう菓が子し店の名前が入った箱やリボンが散らかっているから、ケーキは客の手て土産みやげだろう。好物を前にして豊花の眉まゆがつり上がっているのは、甘みが足りないからか、それとも持ってきた客の方が気に食わないからか。京介はひとつだけため息をつき、「ただいま」と声をかけた。豊花が弾はじかれたように顔を上げたが、返事をしてきたのは遠峰の方が先だった。

「やあ、お帰り京介君。お邪じや魔ましているよ」

　遠峰と会うのは、数日ぶりだった。礼子に斬きられた豊花が運ばれた病院で、顔をあわせて以来になる。あの時命じられたことを、京介はぼんやりと思い出す。躊ちゆう躇ちよしないで構成員を殺せ。

　遠峰には答えず、京介は豊花へ視線を移した。フォークをくわえた豊花は、鼻の頭に皺しわを寄せて京介を睨ねめ上げていた。その視線だけで、大体わかった。家長が突とつ然ぜんやって来たので、あたしは今とても不ふ愉ゆ快かいな気分だ。豊花はきっとそう言いたいのだろう。本家の責任者が下っぱの術者のもとへ遊びに来ることはなく、遠峰がここにいるというのは、何か話があるからに決まっている。本家上層部が下す決定事じ項こうや命令が神経に障さわるのは、京介も豊花と同じだった。

「何か用か」

　豊花の隣に腰こしを下ろし、京介は遠峰へ尋たずねた。遠峰は「ちょっと話があってね」と予想通りの返答をし、テーブルの上にあるリモコンを取って、テレビの音量を小さくした。客であるにもかかわらず、自分の家にいるかのような妙みように手慣れた動きだった。

　テーブルの下、膝ひざの辺りに当たるものを感じ、京介は目をやった。床ゆかの上に開かれた状態のノートがあった。薄うすいピンク色の罫けい線せんが引かれた紙面には、豊花の下手くそな筆ひつ跡せきが残っていた。遠峰が来る前まで、リビングで勉強でもしていたのだろうか。豊花らしくないなと、京介は率そつ直ちよくに思った。

「怪け我がの方は、もう平気なのかな」

　リモコンを元の位置に戻もどし、遠峰が尋ねてきた。京介は黙だまって適当に頷うなずいた。先日負った腹部の裂れつ傷しようは、もうほとんど痛まなくなった。傷が完治したのではなくて、痛みに慣れて気にならなくなっただけのことだ。

「安全対策で外出時には職員をつき添そわせているけれど、怪我には注意するんだよ。不良と喧けん嘩かとかもしない方がいいな……それから食生活も……」

　テーブルの横にあるファイルを取り上げながら、遠峰が何やら言い続けている。京介はため息をついた。そんなことをわざわざ言いに来たのだろうかと、疲ひ労ろう感が募つのってくる。

　体の痛みを無視できるように、心の苦痛も気にならなくなればいいのに。そう思った。感情が麻ま痺ひして、何に対しても無感動になる。少し前までの自分に、いつ死んでも構わないと思っていた頃の自分に戻ることができれば、今より楽にはなれるはずだ。けれど、それでは生きているとは言えない。

「ところで、放課後の寄り道は楽しかったかな」

　ファイルを開き、遠峰が唐とう突とつに話題を変えた。京介がにじはら荘に何分間滞たい在ざいして、何の発見もできなかったことは、どうせ今いま頃ごろ職員が家長への報告書を作成しているはずだ。京介は「別に」と答えた。遠峰も特に気にはかけていない様子で、「たまには気晴らしも大事だよね」と言って、ファイルから顔を上げた。

「さてと、じゃあ本題。本当は石いし田だがここに来る予定だったんだけれど、あのおじさん、過労気味ですごい形相しているから今日は帰したんだ。五日間寝ねていなくて服もそのままで、本人が全然平気だって言っても、周りが平気じゃないからね。道ですれ違ちがったおじいさんに、落ち武者と勘かん違ちがいされたらしいから」

「ふうん」

　適当に相あい槌づちを打ち、京介は豊花のノートの方へ視線を戻す。それはどうやら、事件に対して豊花が立てた計画をまとめたもののようだった。「どうして礼子が構成員の仕事を続けるのか、自分で調べる」──以前京介にも宣言した言葉の下、様々な作戦が走っていたが、そのほとんどがバツ印で消されていた。ノートに記された最後の文字は「礼子がどこにいるか、団体がどこにあるのかがわからない。これが問題」という歯がゆそうな形をしていた。

「で、石田が五日間寝ないで調査担当者に鞭むちを打った結果、団体の所在地が判明したんだ」

　遠峰が言い、また同じ相槌を返そうとした京介は、相槌ごと息を喉のどの手前で止めた。

「判明って、敵の組織がどこにあるかわかったっていうこと？」

　京介の隣となりで豊花が目を見開き、フォークを落とす。ファイルを捲めくり、遠峰が頷いた。

「そう。この間、京介君に接せつ触しよくしてきた泉見いずみっていう構成員が、資料を残していったでしょう。あの内容をね、係に解かい析せきさせたんだよ」

　遠峰はファイルの中から紙を一枚取り外し、テーブルの上に置いた。京介と豊花はほぼ同時に紙を覗のぞきこんだ。電話帳を広げたほどの大きさの用紙には、京介も見覚えがある。泉見順じゆん也やという少年が京介に取引を持ちかけるために寄こしてきたもので、米こめ粒つぶよりも小さな文字が大量に並んでいる資料だ。泉見が言うには、団体の詳しよう細さいや、団体の最高位が古代術の使い手を危険視する理由が、ここに記されているらしい。だがいくら日本語と思わしき文章でも、崩くずれた書体と小さすぎる文字のせいで、京介には全く読解できなかった。

　どこかでなくしてしまったと思っていたあの紙は、遠峰の手に渡わたっていたようだ。京介が顔を上げると、遠峰が話し始めた。

「解析させたと言っても、実際のところは、いまだ九割は解析不能の状態にあるんだ。ここに並んでいる文字は、光流脈使いの先祖である巫女みこさんの時代に、ごく限られた地域で使われていたものみたいでね。比ひ較かくできるものが少なすぎるって係も頭を抱かかえていたよ」

「古文書みたいなものってこと？」

　豊花が尋ねると、遠峰は首を横に振ふった。

「いや、文字の型は古くても、用紙や使われている筆記用具自体は最近のものだった。理由はわからないけれど、団体の中では、わざわざ大昔の文字を使って書類を作っているのかもしれないね。それでまあ、何とか読み解けた一割の中に、『久画均精』の所在地が運よく記述されていたというわけ」

「それで……団体はどこにあるの」

　眉み間けんに影かげを落として、豊花が低く問う。遠峰は声の調子を変えずに答えた。

「虹原の隣の、隣の街だよ」

「隣……？」

「隣の隣、空そら橋はし市。山とお寺が多くて、甘あま納なつ豆とうがおいしいことで、少し有名なところ。中学校の時、遠足で行かなかった？　あ、でも最近の遠足は、遊園地とかに行っちゃうって近所の奥さんが言ってたっけ。僕らの頃ころは生徒の数が多くてね、人数制限のある場所には連れて行ってもらえなかったんだ」

　豊花が不可解そうな顔で唸うなった。敵組織の本ほん拠きよ地ちと言うからには、もっと仰ぎよう々ぎようしい場所を想像して身構えていたのだろう。京介は床ゆかに落ちたフォークを取り上げ、そのついでにもう一度豊花のノートへ目をやった。問題は早くもひとつ、解決してしまった。虹原の隣の、隣の街。礼子は今、そこにいる。

「上層部の血の気の多い人たちなんかは、今すぐ団体に乗りこんで全ぜん滅めつさせろとか意気ごんでいるんだけどさ」

　ファイルをテーブルに戻もどし、遠峰が小さく背筋を伸のばした。

「構成員がこの用紙を京介君に渡したこと自体、罠わなという可能性もある。考えたらきりがないけれど、奇き襲しゆうみたいな作戦はまだ立てない方がいいと思うんだ。僕自身、相手がどんな人たちなのか、自分の目で確かく認にんもしてみたい」

「じゃあ、家長はどうするつもりでいるの」

　尋たずねた豊花に、遠峰が浅く顎あごを引いた。

「普ふ通つうに訪問して、最高位と直接話をしてみようと思う」

「普通にって？」

「そのままの意味だよ。今日、僕がこうして君たちの部屋に来ているようにね。まあ、お土産みやげは持っていかないけれど、だからといって手ぶらで行くほど相手が安全とは思っていないよ。護衛隊は連れて行くし、それから……」

　遠峰はテーブルの上に肘ひじを置き、豊花から京介へ視線を移してきた。

「空橋へは、君にも同行してもらいたい。今日はそれを伝えに来たんだ」

「どうして……？」

　京介の代わりに、豊花が不安げな顔で尋ねる。遠峰は平へい穏おんそうな表情で「どうっていうこともないんだけどね」と答えた。

「さっきも言ったけど、たまには気晴らしも大事でしょう」

　ほとんど音の聞こえないテレビを振り返り、遠峰が言う。

「虹原もあっちも、似たような田舎いなかだけどさ。いつもと違ちがう綺き麗れいな景色を見るのは、精神的にもいいことだと思うよ。自分の能力を封ふう印いんしちゃおうとか、そういう馬ば鹿かなことはもう考えなくなるかもしれないし」

　遠峰の口調にあまりにも悪意がなかったため、京介は軽く咎とがめられたのだと気づくのが遅おくれた。先に察した豊花の方が、頰ほおを膨ふくらませていた。

　だが、精神衛生上の問題だけが同行させられる理由とは、さすがに京介も信じなかった。真意を尋ねようとし、口を開く前に思い当たる。団体が古代術の使い手を敵視しているのなら、本家側にとっての最大の戦力も京介自身ということになる。遠峰は奇襲はしないと言ったが、団体と戦わないとは一言も言わなかった。京介は黙だまって責任者を見返したが、遠峰はすでにファイルを閉じて、話はここまでだという姿勢を作っていた。京介側の意見を聞くつもりはなく、これは命令だと暗に示しているようでもあった。豊花が曇くもった表情で、京介と遠峰の間に視線を漂ただよわせていた。

「このケーキ、駅前に新しくできた店で買ったんだけどさ」

　残ったケーキを遠峰が口に運び、言った。

「結構いけるね」

　箱の中身は空になり、テレビの中でもドラマはすでに終しゆう了りようしていた。




　空橋市への出発は二日後の朝と言い残し、遠峰は帰った。

　遠峰を玄げん関かんまで見送った豊花が、「あたしも連れて行ってほしい」と頼たのんでいる声がリビングまで聞こえた。その声を耳にしながら、京介は散らかったテーブルの上を見つめていた。虹原の隣となりの、隣の街。礼子は今、そこにいる。もう一度心の中で繰くり返した。

　団体の所在地に赴おもむけば、礼子にまた会えるかもしれない。だが、会えたところでどうなるというのだろう。豊花は当然、礼子本人に会って真相を突つきとめることを望んでいるはずだが、京介は自分がどうしたいのかがいまだにわからない。会えばまた、殺しあいになるだけではないのか。そのために連れて行かれるのではないか。京介はケーキの皿をどかし、手て探さぐりでテレビのリモコンを取った。囁ささやくような小さな音量が、今はひどく鬱うつ陶とうしい。力の入らない指で、電源を切った。

　乾かわいた空気、古びた畳たたみ、何もない空間。彼女の冷たい部屋を思い出す。この世にいてくれなくてもいいと言った、彼女の冷たい言葉が蘇よみがえる。

　疲つかれが限界に達して、京介は静かにテーブルへ突っ伏ぷした。リビングに戻って来た豊花が、そんなところで寝ねていると風邪かぜをひくと言ってきたが、黙って耳を塞ふさいだ。




　午後五時、虹原駅近くにある洋よう菓が子し店は混こみあっていた。

　ショーケースに群がる客の半数は、ＯＬや女子学生で占しめられているが、親子連れや会社帰りのサラリーマンの姿もある。先日オープンしたばかりのこの店は、シフォンケーキが絶品と、市民の間で人気急上じよう昇しよう中だった。ひしめきあう客の向こう側、壁かべには「クリスマスケーキ予約承うけたまわり中」の広告が華はな々ばなしく飾かざられている。その広告を指差し、順番待ちをしている男女の二人連れが、何やら楽しげに笑いあっていた。

　そんな光景を喫きつ茶さコーナーの片かた隅すみから眺ながめていた塩しお原ばら友とも子こは、クリスマス、と、口の中で呟つぶやいた。あとひと月ほどでやってくる冬のイベント。その日自分がどこで何をしているのか、塩原は確実に予想できた。県立虹原高校で風紀委員を務める塩原にとって、十二月二十五日とは、数ある取り締しまり強化日の一日に過ぎない。校内にプレゼントやパーティーグッズ等を持ちこむ愚おろかな校則違い反はん者しやを、徹てつ底てい的にあぶり出し、指導する。それが塩原のクリスマスだ。

　それではあの怠たい惰だで暗いクラスメートは、どんなクリスマスを過ごすのだろうと、塩原は考えた。怠惰な顔でツリーの飾りつけをするのか。暗い表情でプレゼントを買いにいくのか。そんなはずがない。塩原は首を振ふった。友だちのいないあの陰いん気きなクラスメートは、恋こい人びともいない。交際相手は交通事故で死んだのだから。広告を眺め、どんどんと思考が脇わき道みちへ逸それていく塩原の耳に、スプーンの金属音がやかましく響ひびいた。

「どうしたんだね、塩原君。頰を染めたり気味の悪い顔をしたりして、風邪か？」

　テーブルを挟はさんで塩原の向かいの席には、風紀委員会委員長の長谷はせ常つね彦ひこが座っていた。長谷は人差し指でぶ厚い眼鏡めがねを押し上げ、勢いのよい口調で言った。

「今年の風邪は、まず食欲をなくさせると聞いたぞ。塩原君、やつらの作戦にはまってはいかん。負けずにじゃんじゃん食べたまえ。ここの支し払はらいは全すべて、委員会の交際費として生徒会に申しん請せいできるのだから、遠えん慮りよは無用だぞ」

「風邪なんて、ひいていませんよ」

「だったらなおさら、じゃんじゃん注文したまえ。腹が減っては打ちあわせはできぬと、初代委員長も言っていたらしいぞ」

　長谷はそう言って、自分が注文したカレーライスをかきこんだ。スプーンがまた耳みみ障ざわりな音を発する。

　塩原はテーブルの上に目をやった。洋菓子店と続きになっている喫茶コーナーでは、軽食の他ほか、商品のケーキ類も注文することができる。塩原の前にある皿には、人気ナンバーワンのマーブルシフォンケーキが鎮ちん座ざしているが、塩原はまだ手をつけていない。隣のテーブルに一人でいるポニーテールの少女などは、注文したケーキを口に運んで、何やら長い間感かん嘆たんめいた唸うなり声を発していた。

「塩原さん、ひょっとして、甘いものは苦手だった？」

　塩原の隣から、男子生徒が尋たずねてきた。着ているブレザーは、同じ市内にある私立虹こう稜りよう学園の制服だ。男子生徒は虹稜学園の二年生で、名前は杉すぎ山やま充みつ則のりという。虹稜の風紀委員をしているそうで、塩原は長谷を通して今日初めて会った。

「女の子って、ケーキとか好きな人が多いだろう」

　コーヒーカップに口をつけ、杉山が言った。店内の照明を受けて、柔やわらかそうな髪かみが控ひかえめな茶色に輝かがやいている。自然な色に見せかけているが、杉山が間ま違ちがいなくカラーリングをしていることを、会った瞬しゆん間かんから塩原の目は見み抜ぬいていた。

「うちの高校の女子の間でも、ここの店、すごく人気が高いんだ。長谷委員長から、今日の打ちあわせに女子の委員を連れてくるって聞いていたから、場所をここにすれば喜んでもらえるかなって思っていたんだけど……悪かったかな」

「そんなこと、ありません」

　膝ひざの上で手を握にぎり、背筋を伸のばして塩原は言った。

「お店の様子を観察していて、食べることをつい忘れていただけです。生徒の間で話題になっている店や、生徒が放課後によく立ち寄る場所のことは、風紀委員としてきちんと把は握あくしておきたかったので、今日は機会があってよかったと思っています」

「すごいな、塩原さんは」

　カップから目を上げて、杉山が端たん正せいな顔を微笑ほほえませた。

「見た目もきちんとしていて真面目まじめそうだけれど、性格も本当に真まっ直すぐで、感心してしまうな。これなら長谷委員長が卒業した後も、虹原高校は安あん泰たいだね」

　長谷が「ははは」と軽快に笑い、近くを通りかかった店員にカレーライスのお代わりを注文した。

　杉山がいつまでも視線を向けてくることに軽く苛いら立だちながら、塩原は思いきってケーキにフォークを突つき立てた。塩原は数日前からダイエットを始めていたが、効果が表れないので、もうやめようと決めた。ケーキを半分ほど一気に口の中へ放ほうりこみ、塩原はふんと鼻を鳴らす。瘦やせたところで怠惰なクラスメートが関心を持ってくれるはずもない、そう思ったらフォークが止まらなくなった。大口を開けると、杉山とまた目があった。どうしてこの人は私のことをじろじろ見るのだろうと、塩原は次し第だいに不ふ審しんなものを感じ始めていた。

　外見同様、杉山は動作や言動のひとつひとつが大人びていて、長谷と比べると、これが同じ委員長かと思うほど落ち着いている。話し方も静かな方ではあるが、委員長らしく、自分の意見はしっかりと述べてくる。顔立ちも整っていて、通っている学校は県内で一、二の進学率を誇ほこる虹稜学園。この人は絶対もてるのだろう。きっと今からクリスマスのデートの予約が殺さつ到とうしているんだろうと、塩原はケーキの残りをのみこむ。

　でも私はもっと無口な男子の方がいいと、味のよくわからないケーキを咀そ嚼しやくしながら塩原は考えた。もっと果てしなく無口で、全然笑わない方がいい。もっと人生全体に覇は気きがなくて、何だかすごく暗い人がいい。毎日遅ち刻こくか欠席ばかりで、授業をサボって屋上で寝ねているような人で、校則違反をして妙みような杖つえを持ち歩いていて、双ふた子ごの妹がいて、それで、と、次第に具体的な個人名が出てきそうになり、塩原はケーキを喉のどに詰つまらせた。

　まただ。塩原はむせながら、己おのれの脳のう味み噌そに辟へき易えきした。怠惰なクラスメートに対する恋れん愛あい感情は、いつも塩原を悩なやませていた。先日、校内で悩みを消してくれるという謎なぞの部外者に会い、塩原の苦く悩のうは消しよう滅めつしたかに見えた。しかしそれは一時的なことで、数日経たつと自己管理不可能な感情はあっさり戻もどってしまった。あの部外者が詐さ欺ぎ師しだったのか、塩原自身の執しゆう着ちやく心しんが強すぎるのかはわからない。胃い袋ぶくろへ落ちる糖分が腹立ちを助長し、塩原は心の中で罵ののしった。馬ば鹿か、あの部外者の馬鹿、そして私の馬鹿。テーブルを叩たたいて悶もん絶ぜつする塩原に、杉山が「大だい丈じよう夫ぶ？」と水の入ったコップを差し出してきた。長谷は「ははは」と快活に笑い飛ばしていた。

　塩原が水を三杯ばいお代わりし、長谷がカレーライスを食べ終えた頃ころ、杉山が椅い子すの上で脚あしを組み替かえて言った。

「それじゃあ、そろそろ打ちあわせを始めようか」

　塩原は深呼吸をし、学生鞄かばんから打ちあわせ用の資料を取り出した。資料の表紙には、「第七回、虹原市内高等学校風紀委員会連盟・冬期合宿」と記されている。虹にじ風ふう連れんでは、一年を通して何度か合同合宿を開かい催さいしているという。毎年この時期にも合宿は開かれ、そこでは冬休み中の指導法を中心とした会議等を行なうらしい。連盟の代表を務める長谷に指示され、塩原も今回から虹風連に参加することとなった。虹稜学園の杉山も代表メンバーの一人で、合宿を明後日あさつてに控え、今日は長谷と最終的な打ちあわせをするそうだ。塩原は初参加の挨あい拶さつも含ふくめて、この打ちあわせに同席した。

　資料を握る指に、塩原は力をこめた。表情も引き締しまった。そう──先ほど杉山も言った通り、長谷が卒業した後の虹原高校風紀委員会は、塩原の肩かたにかかっている。更さらなる指導力と責任感を養うために、今回の合宿にも呼ばれたのだ。しっかりしないと、と塩原は深く頷うなずいた。特定の男子生徒のことを考えたり、むせたりしている余よ裕ゆうはないのだから。

　だが資料に記された集合時間、持ち物、その他ほか注意事じ項こうを順に確かく認にんしつつも、塩原の意識は拡散し、知らず知らずのうちにため息をついていた。合宿期間中、高校は休むことになる。そうなると、当たり前ではあるが、その間は怠たい惰だなクラスメートに会えなくなってしまう。宿しゆく泊はく先の文字を指先で撫なで、塩原は項垂うなだれて、お下げ髪がみを揺ゆらす。そこは虹原市から電車で七駅離はなれた街だった。

　七駅は遠いと、塩原は呟つぶやいた。店内の賑にぎやかさにかき消され、長谷の耳には届かなかったようだった。杉山だけは「塩原さん、何か言った？」と親切そうに首を傾かしげてきた。

　離れた街の名産である甘あま納なつ豆とうについて、長谷が何か知識をひけらかし始めたが、塩原は全く耳を傾かたむけなかった。




　翌朝目が覚めると、京介の頭と喉と肺と全身の関節は、鈍どん痛つうの大合唱を響ひびかせていた。体中が熱くてだるく、どう控ひかえめに判断しても、風邪かぜをひいてしまったようだった。

「昨日あれほどあたしが注意したのに、聞かなかったからよ」

　京介の部屋に入ってきた豊花が、眉まゆを下げてため息をついた。すでに制服に着き替がえている豊花は、部屋の隅すみに転がっている薬箱を乱暴にひっくり返した。

「全く、風邪なんかひいてる場合じゃないのに……風邪薬は一応あるけれど、これって初期症しよう状じようにしか効かないやつよね」

　薬箱を放ほうり投げ、豊花が深く首を捻ひねった。

「風邪に効くのって、卵酒だっけ。でも作り方がわからないわね。あとは……生姜しようが湯ゆ？　生姜って、お寿す司しについてくるぴらぴらしているやつよね。あれをお湯にとかせばいいのかしら」

　京介は「何も飲みたくない」と答えようとしたが、言葉は出ずに咳せきが出た。豊花は下げていた眉をつり上げ、京介の腕うでを摑つかんでベッドから引っぱり起こした。

「病院に行った方がいいわね。どうせ外にはいつもの車が待っているんだから、タクシー代わりに使ってやればいいわ」

　京介は「面めん倒どうくさい」と答えようとしたが、やはり言葉は出ずに咳が出た。豊花の手を振ふり払はらおうにも力が入らず、ぼんやりしているうちに着替えさせられてしまった。

「風邪が長引けば空橋へ行かないで済むかもしれないとか、考えてるでしょう」

　耳元で豊花が低く言った。豊花の顔の輪りん郭かくがぼやけて見え、京介は痛む頭を押さえた。熱で沸ふつ騰とうしかけた脳味噌はひたすら機能が低下し、残念ながら豊花の言うようなことまで考えてくれなかった。

「あんたの気持ちもわかるし、危険な場所に京介を連れて行ってほしくないって、あたしも最初は思ったわ。風邪をひいていなくても、京介は無効治ち癒ゆ体質なんだもの。でも、家長たちだけで行かせたくないの」
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　豊花が手を伸のばし、京介の頰ほおを両手で挟はさんできた。そうされると、今まで歪ゆがんでいた豊花の顔が、少しだけ鮮せん明めいに見える気がした。熱に冒おかされた自分の体は、どうやらずいぶんふらついているようだと京介は気づいた。

「家長は団体の最高位と話しあいをするとか言っているけれど、本当は何を考えているのかわからないわ」

　眉を更につり上げて、豊花が呟くように言った。

「もしかしたら、あたしたちが礼子について何も調べられないうちに、団体を潰つぶされて全すべてが終わりになっちゃうかもしれない。それは困るでしょう。だから京介も風邪を治して、明日には一いつ緒しよに空橋へ行くの。あたしは今日学校へ行って、あたしたち兄きよう妹だいは法事でしばらく休むとか、先生に適当に伝えておくから」

　豊花の言った言葉をひとつひとつ理解しているうちに、京介は部屋から引きずり出され、マンションの外で待っていた黒い車に乗せられていた。車の外に残った豊花が、運転席の職員へ「病院まで急いでちょうだい」と力強く言った。その口調は、本当にタクシーの運転手へ行き先を述べているかのようだった。

　職員は何も言わずに、いつも通り京介に手て錠じようをかけてから、猛もうスピードで車を発進させた。手錠なんかされなくてもどうせ今は逃にげられる状態じゃないと思っているうちに、車は停とまった。数分で着いた場所は、本家の建物の前だった。

　術者専用の病院施し設せつは別の場所にあるが、本家内にもひと通りの診しん察さつと治癒を行なう医務室が併へい設せつされている。付属病院へ向かうよりも、本家内の医務室の方が近いと判断してくれたのであれば、この職員は自分が思っていた以上に親切な人なのかもしれない。軋きしむ頭で京介は思った。だが車が停まると、職員はいつものように最大級に乱暴な手つきで京介を引きずり降ろした。

　医務室の待合所は、そこそこに混雑していた。十一月も半ばを過ぎ、急激に冷えこんできたせいだろうか、順番待ちをしている術者や職員は、誰だれもが熱っぽい目つきで天てん井じようを見上げていた。待合所の隅の席に座り、京介も周りと同じように天井を見上げた。

　名前を呼ばれて医務室の中に入ると、診察用の丸まる椅い子すで待っていたのは父親の尚ひさしだった。事件以降、上層部の命令で自宅から離されている京介にとっては、久しぶりの対面だった。

　父親の職業は専門治癒術者、要するに光流脈使い専門の医師である。勤務先は本家内医務室であるから、この場所に尚がいることは当然と言えば当然である。しかし京介は、熱のせいで幻げん覚かくを見ているのだろうかと目をこすった。職場よりもパチンコ屋や雀ジヤン荘そうが大好きな父親の性格は、回転の鈍にぶった頭でも忘れることはなかった。

「ぼけっとしてないで、さっさと座れ」

　尚が無ぶ精しよう髭ひげの目立つ顎あごで、空いている椅子を示した。つま先に引っかけた健康サンダルを揺ゆらしながら、尚は注射器を手に取っていた。

「お前は流行ものには思いっきり興味がないくせに、変なところで流行はやりに乗るんだな。今日の風邪かぜの患かん者じやは、お前で十五人目だよ」

　尚は面倒くさそうに言い、注射器を睨にらんだ。

「治癒術を使うのが面倒だから、全員針を刺さしてやっている。俺の注射は下手だからな、みんな痛みに懲こりて、もう二度と風邪をひかないように注意するだろう」

　俺は名医だな、と、尚は少しだけ嬉うれしそうに笑った。

　尚につられて細長い針の先を茫ぼう然ぜんと見つめているうちに、京介はふと先日のことを思い出した。夜道で一人の女医に待ち伏ぶせをされ、妙みような薬を打たれそうになった時のことだ。女医は薬で京介を催さい眠みん状態に陥おちいらせ、構成員を倒たおさせようとした。礼子を攻こう撃げきできずにいる京介の躊躇ためらいを、女医は子供じみた執しゆう着ちやくだと言った。こうすることは家長の判断でもあると、話していた。

　不意に目眩めまいが襲おそい、京介は椅子から落ちそうになった。すぐに太めの看護師がすっ飛んできて、京介を押さえつけた。ほぼ同時に、腕うでに針の冷たい感かん触しよくが突つき刺さった。「お前は無効治癒体質で効き目が悪いから、もう一本だ」と言われ、二本連続で針を打ちこまれた。尚は注射が下手だと宣言していたが、皮ひ膚ふに走った痛みは二回とも一いつ瞬しゆんだけで、すぐに治まった。

「さっさと帰って、さっさと寝ねろ」

　すでに机に向き直った尚が、カルテに何か書きこみをしながら言った。

「今日は風呂ふろには入るなよ。それから、どうせ豊花のボケが張りきって栄養のある料理なんかを作るだろうけど、食うな。かえって病状が悪化するからな。今日一日安静にしていれば、明日の朝にはすっきり治っているはずだ」

　そこで尚は書きこみを間ま違ちがえたらしく、舌打ちをしてカルテを破り捨てた。

　注射を打たれてまだ一分も経たっていないが、体のふらつきと息苦しさが少しだけ和やわらいだ気がした。太めの看護師が京介から離はなれ、待合所の方へ次の患者を呼びにすっ飛んでいく。

　京介は椅子から立ち上がろうとして、ふと尚の横顔に向かって言った。

「名医……」

「何だよ」

「何かいいことでもあったのか」

「何でだよ」

「真面目まじめに仕事をしてるから」

　ボールペンを持つ手を止め、尚は数秒間唸うなった。ボールペンの頭を前歯でかじり、口を離し、ようやく動きを止めてから、尚はぶっきらぼうに言った。

「昨日の夜、家に電話があってよう。……その……母さんから」

　夫ふう婦ふ喧げん嘩かをして実家に帰ってしまった京介の母親は、九月の中頃ごろからずっと虹原の自宅には戻もどっていなかった。豊花などは離り婚こんの可能性を真しん剣けんに考え、悩なやんでいた。京介は相あい槌づちを打ち、言葉の続きを待った。

「それで、よう」

「うん」

「つまり、よう」

　三十秒近く間を置いてから、尚が早口に言った。

「今週末には帰ってくるってよ」

　尚の声は全体的に素っ気ないものではあったが、言葉の端はし々ばしには弾はずむような感情が滲にじんでいた。

「よかったな」

　京介が感想を述べると、尚は鼻を鳴らした。不ふ機き嫌げんそうな横顔のひきつりは、喜びを無理に抑おさえているあらわれだった。

「ちっともよくねえよ。帰ってきたらハワイに連れて行けと言いやがる。今年の冬は寒いからってな」

「行けばいいじゃないか」

「あのなあ、『キャバレー虹原カメハメハ西口店』に行くのとはわけが違うんだぞ。お前が大変な時に、遠出なんかできるかよ」

　尚がまたカルテを破った。今浮うかべた表情は、本当に機嫌の悪そうなものだった。

　大変な時に──言われた京介は、熱の滞とどこおる頭でぼんやりと考えてみた。二年前に死に別れたはずの恋こい人びとが生きていて、恋人の所属する組織から命を狙ねらわれている。確かに大変だ。大変だが、虹原から遠く離れた場所にいる母親は、事件を知らずにいたのだろうから仕方がない。それに両親が日本にいるかハワイにいるかで、自分の心の靄もやや生存率に変化が生じるわけでもない。

「おれのことは、気にしないでいい」

　京介は意識的にゆっくりと答えた。

「おれも近いうちに、出かけることになるかもしれないから」

「ああ、噂うわさで聞いた。空橋だってな」

　机の上で頰ほお杖づえをつき、尚が長い鼻息を吐はき出した。

「実はよう、俺も空橋への同行希望を出したんだ。家長が何日か外出する場合は、非常時の救急要員で医師も同行するもんだからな。だけど、もう別のやつに決まったって言われちまった」

「ふうん」

「あの街は、確か甘あま納なつ豆とうが名物だったっけな」

　尚が椅い子すの背もたれに上半身を預けた。バネが悲しげな音を立てた。

「京介、お前、土産みやげに買ってこい」

「遠足に行くんじゃないんだ」

「文句を言うな、いいから絶対買ってこい。無事に戻って来て、ちゃんと手て渡わたしをしろ。俺はその甘納豆を持ってハワイに行く」

　尚はもう一度だけ鼻を鳴らし、あとは黙だまってカルテにペンを走らせていた。京介は喉のどにこもった熱を、ため息と同時に吐いてから、医務室を出た。

　会計の順番を待っている時、廊ろう下かの先に遠峰の姿があることに気づいた。遠峰は白衣を着た中年女性と、何か立ち話をしていた。夜道で待ち伏せしていたあの女医だった。

　空橋市へ同行する医師が、あの女医だったら──。京介のいる位置からはだいぶ距きよ離りがあるため、二人の話し声は全く聞こえなかったが、ついいやな予想をしてしまった。体がまたふらついてきて、京介は天てん井じようを見上げた。

　ふと、南国の太陽の下で、和わ菓が子しを食べる父親の姿が思い浮かんだ。だがそれはきっと、自分が目にすることはない景色だ。




「砂島さん、今、どんな夢を見ているんでしょうね」

　黒いコートを着た小こ柄がらな少年が、声を忍しのばせて言った。

「脳神経八割の変へん換かんが、約四十七時間。脊せき髄ずい周辺の変質処理が、大体三十二時間。合計でおよそ三日間、寝ねたきりなんですよ。さぞかし壮そう大だいな夢が見られることでしょうね」

　少年はポケットに両手を入れ、顎あごを逸そらして前方を見み据すえていた。大人びた佇たたずまいを意識しているが、頰ほおに散ったそばかすが、子供らしさを強調してやまない。

「どうだろうね、夢なんか見ている暇ひまはないんじゃないの」

　少年の隣となりにいる髪かみの長い女が答えた。女の身長は少年よりも十五センチは高く、年ねん齢れいも幾いく分ぶん上のようであったが、身を包むものは少年と同じ型と色のコートだった。

「脳のう味み噌そや内臓をいじられている真っ最中なんだろう。私はやられたことがないからわからないけれど、体の中の騒そう音おんに苛さいなまされそうな気がするね。夢を見られたとしても、あまり楽しいものじゃなさそうだしさ」

　濃こいマスカラに縁ふち取どられた女の瞳ひとみは、少年と同じ方向を見つめていた。二人の前には太い鉄てつ格ごう子しが多数並び、その先には暗い部屋が続いている。ここは久画均精と呼ばれる団体組織の内部。地階にある一室だった。

　正方形の室内には、用よう途と不明の大型機械がぎっしりと詰つめこまれていた。機械の背せ丈たけは高く、どれもが部屋の天井まで達している。機械の側面には小さな丸いランプが連なり、黄色い光ばかりを無む秩ちつ序じよに点てん滅めつさせていた。

　端たん子しからは無数のコードが延ばされ、全すべてのコードの先は、床ゆかに横たわる一人の少女の体に繫つながっていた。少女の目ま蓋ぶたは静かに閉とざされ、表情だけで判断すれば、穏おだやかに眠ねむっているようにも見えた。しかし頭部や首、胸や腹に細長い管を巻きつけられた姿は、蜘蛛くもの糸にからめとられた弱者を連想させる。

「何だか今の砂島さんって……」

　少年がポケットから片手を出し、鉄格子を軽く摑つかんだ。少年の名前は泉見順也。久画均精に所属する構成員で、主に研究職を専門としていた。

「囚とらわれのお姫ひめ様って感じがしませんか」

「囚われてはいないけどね」

　女がつまらなそうに言い、ブーツの先で床を蹴けった。女も泉見と同じ構成員であるが、彼女の専門は殺害だ。

「囚われてもいないし、運よく処分を免まぬかれただけの構成員であってお姫様でもないし……あ、変なことを思い出しちまった」

　女が突とつ然ぜん、強く顔をしかめた。泉見は首を捻ひねり、尋たずねた。

「変なことって、何ですか」

「変なことは、変なことだよ」

「興味がありますね、桜さくらさんがそんな顔をするなんて。教えて下さいよ」

「いやだね」

「仲間じゃないですか」

「いやだって」

「教えてくれないと、先月あなたが任務でもないのに気に食わない人を斬きったこと、最高位に言っちゃいますよ」

「あんたって、本当に曲がった性格をしているね」

　桜と呼ばれた構成員は、長い髪ごと頭を搔かき、大きなため息をついた。

「わかったよ。じゃあさ、坊ぼうや。あんたはもし生きていたら、将来何になりたかった？」

　構成員の問いに、泉見は切れ長の瞳をしばたたいた。

「もし生きていたらって……それは、どういう意味でしょうか。ボクは今も生きていますよ。もちろん桜さんもそうですし、砂島さんだって」

　泉見の声が、冷たい床の上を平へい坦たんに転がってゆく。構成員は面めん倒どうくさげな表情で答えた。

「ああ、そうだったね。じゃあ質問を少し訂てい正せいするよ。もし団体の外で生きていたら、将来何になりたかったか」

「そういう意味ですか。だけど、それのどこが変なことなんですか」

「いいから答えな」

「そうですね、ボクは……」

　両手の指を鉄格子にからめ、泉見は天井を見上げた。数年前の記き憶おくを遡さかのぼる表情だった。

「何になりたいとか、将来に関して具体的に考えたことってなかったと思いますね。ここに来る前までは、ボクは大学付属の学校の初等部に通っていました。あの頃ころ六年だったから、中等部に行っても成績を維い持じしたいとか、そんなことくらいしか考えていませんでしたよ」

「子供にしては、充じゆう分ぶんきちんと考えているじゃん」

　泉見を横目で見下ろし、構成員が軽く口元を歪ゆがめる。揶や揄ゆするような笑えみだった。

「普ふ通つうに生きていれば、坊やは今いま頃ごろ中学三年の歳としだよね。学校は付属校だから、エスカレーター式で大学まですいすいと進めちゃえたわけか。楽そうな人生だったのに、残念だったね。ここではそうもいかないからね」

「そうですね。でもボクの学校の中では、中等部を卒業したら、付属の高等部よりもランクが上の学校へ移ることが、ほぼ伝統的な目標となっていました」

　泉見が鉄格子を揺ゆすった。成人の脚あしほどの太さがある鉄格子は、わずかに鈍にぶい音を上げたが、折れる気配は全くない。錆さびついた金属音に、鉄格子の向こう側にいる少女も目を覚ます様子はない。コードを巻かれた胸だけが、規則正しく上下に動いていた。

「その高校を出たら、次は付属の大学よりもランクが上の大学へ」

　無意識の動作なのか、鉄格子を揺すりながら泉見が続ける。天てん井じようを見上げる顔には、かすかではあるが、素す直なおな笑みが覗のぞいていた。

「だから、あの頃はそうして生きることが、ボクの将来の夢だったと思います」

「ふうん。それでそんな中、いじめにあって『死んじゃった』わけか」

　赤い唇くちびるの端はしをつり上げ、構成員は声に出して小さく笑った。泉見は「ええ、そうです」とあっさりと頷うなずき返したが、混じりけのない笑みの欠片かけらは、もう消えていた。

「でもまあ、ひたすら上を目指す心意気は、今も変わってないんじゃないの」

　頭の後ろで両手を組み、鉄てつ格ごう子しに寄りかかって構成員が言った。

「坊や、近々何か手て柄がらを上げようと企たくらんでるんだろう。この間の一件は、結局失敗したんだからね」

「そう言う桜さんは、将来何になりたかったんですか」

　構成員の問かけには答えず、泉見が話題を戻す。構成員は再度不ふ愉ゆ快かいそうな表情になり、舌打ち混じりに答えた。

「……童話作家」

「童話作家……」

　目を丸くした泉見を、構成員が睨にらみつけた。

「笑うんじゃないよ。自分でもちっとも似合わないって、今ではちゃんとわかってるんだからさ」

「笑っていませんし、似合わないとも言ってませんよ。ただ、あなたにしては意外だなあと驚おどろいただけです」

「どっちだって同じことだよ」

　構成員は苛いら立だたしげに言い捨て、鉄格子を後ろ足で蹴けった。大きな音が辺り一帯に響ひびき渡わたったが、少女の目ま蓋ぶたは依い然ぜんとして動かなかった。

「これでも私は、団体に入る前までは純じゆん粋すいな子供だったんだよ。ハッピーエンドな童話ばっかり読んでいてさ。まあ、周りの大人が聞かせる話がそういう内容のものばかりだったっていうのも、あるんだけど。お姫ひめ様と王子様が出てきてめでたしめでたしっていう話が、どうしてか知らないけれど、あの頃は気に入っていた。だから自分も書き手になろうって単純に思っていた。……せっかく今まで忘れていたのに、さっきのあんたの発言で思い出しちまったんだよ」

「それが変なことですか。なるほど」

　深く頷く泉見を、構成員が先ほどより強く睨む。泉見は鉄格子から手を離はなし、真面目まじめな顔つきで言った。

「いい夢じゃないですか。ちっとも変じゃないと思いますよ」

「もういいよ。もういいから忘れてくれ。他ほかのやつに言いふらしたりしたら、ただじゃおかないよ」

「言いませんよ、ボクにはそういう友だちがいないこと、桜さんならよく知っているでしょう。それよりも……」

　くせの強い髪かみを一度搔かき、泉見は構成員へいくらか神しん妙みような視線を向けた。

「せっかく具体的な目標があったのに、団体に入ってしまって、後こう悔かいしていないんですか」

「いいや、全く」

　構成員は首を横に振ふった。

「将来はこうなるのもいいなと思っただけで、夢への努力やら挫ざ折せつやら喜びやらを経験する前に、私も『死んで』しまったからね。後悔を感じたことはないよ。それに、団体での仕事は自分に向いていると思うしさ。まあここでつむげる物語は、いつだって結末が同じなんだけどね。『こうして殺害対象は殺されました、めでたしめでたし』」

　構成員がまた声を立てて笑った。泉見も小さく笑った。

　鉄格子の向こう、機械が高い電子音を立てた。無数のランプが一いつ斉せいに赤い色を放つ。数秒後、電子音はすぐに収まり、ランプは何事もなかったかのように黄色い点てん滅めつを繰くり返し始めた。

「ボクはそれほど童話には詳くわしくないんですけれど……」

　少女と鉄格子を見つめ、泉見がぽつりと言った。

「囚とらわれのお姫様を、王子様が助けに来るのは、童話の世界では常識ですよね」

「まあ、ね」

「砂島さんの王子様は、助けに来ると思いますか」

　鼻を鳴らし、構成員がきっぱりと言った。

「あんな傷だらけで陰いん気きそうなガキに、王子の役は務まらないよ」




　二本分の注射の威い力りよくが功を奏したのか、あるいは父親の指示通り、豊花の作った食事を遠えん慮りよしたのがよかったのか。翌朝になると、京介の体の中から風邪かぜの気配は拭ぬぐい去ったように消えていた。

　しかし目眩めまいや熱が完全に治まっても、頭や胸の重さが静まることはなかった。この症しよう状じようが風邪とは無関係に起きているのは、京介自身、よくわかっていた。晴れない胸を持て余し、ベッドに寝ね転ころんだ状態で窓を見上げた。高く澄すんだ綺き麗れいな青い空が、やけに遠くに見えた。

　部屋の扉とびらの向こうから、もう起きているかどうかと、豊花が尋たずねてくる声が聞こえた。空橋市への出発は今日だった。昨日は風邪のせいで一日中夢も見ずに眠ねむっていたため、考えをまとめたり覚かく悟ごを決める時間はなかった。そしてこれから決断をする時間も、用意されてはいないようだ。気が向かないままに、京介は起き上がった。しかし支し度たくをしろと言われても、何を用意したらいいのか、さっぱり見当がつかなかった。

　空橋と虹原の両市の間に、それほど距きよ離りはない。晩秋の日本とハワイほどに気候がかけ離れていることはないだろうが、山の多い空橋は、虹原よりも少しだけ北に位置する。病やみ上がりでもあるし、薄うす着ぎで行くよりは暖かい服装の方がいいとは判断できたが、自宅から持ってきた衣類の中に冬物がほとんどないことを思い出す。仕方がないので、一番厚手と思われる制服に着き替がえ、布に包んだ玲れい洗せん樹じゆの枝だけを持って、京介は部屋を出た。

　廊ろう下かでは、豊花が必要以上に眉まゆをつり上げて待っていた。瞳ひとみの色は、怒おこっているというよりも、極度の緊きん張ちようを表しているようだった。豊花は背中に赤いデイパックを背負っていたが、セーラー服に術具の装備は、京介同様やはりいつもと変わらなかった。京介は何となくため息をついた。

　マンションの外には、いつもの黒い車が停とまっていた。運転席と助手席には、あの手て荒あらい職員がいつも通り乗っていた。ひとつだけいつもと異なる点は、後部座席に副家長の石田の巨きよ体たいが収まっていることだった。一昨日おととい、遠峰は石田のことを仕事続きで疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていると告げていたが、車内で厳いかめしい表情を浮うかべている石田は、普ふ段だんと変わらず威い圧あつ的な空気を放っていた。

　石田は京介と豊花に鋭するどい視線を投げつけてから、朝の挨あい拶さつをすることもなく、一方的に話し始めた。安全性を考こう慮りよして、空橋へは車で向かうこと。家長や護衛、その他の同行者は別の車に分乗し、すでに出発していること。わかっているとは思うが、今回の外出は遊びではない、遠足気分は今すぐ捨てろ、ということ。説明は以上だった。自分と豊花がこの車に石田と同乗しなければならないことは、説明されなくても、京介は理解した。

　玲洗樹の枝をトランクに入れ、京介と豊花は後部座席に乗りこんだ。職員が京介の手に手て錠じようをかけてこなかったのは、すぐ隣となりに手錠よりも凶きよう暴ぼうで凶悪な顔をした石田がいるからだろう。そんな石田に敬意を示したのか、職員はいつもより数段丁てい寧ねいに車を発車させた。スピードも抑おさえ気味で、信号のない横断歩道でも、職員はきちんと歩行者に道を譲ゆずっていた。

　国道の下り車線は空すいていて、信号以外で停まることはほとんどなかった。車を走らせてから十分後くらいに、運転手が「この先に渋じゆう滞たいもなさそうなので、三時間後には到とう着ちやくする予定です」と石田に向かって言った。石田が短く返事をし、その後は誰だれも口を開かなかった。カーステレオからラジオや音楽が流れることもなく、車内はエンジンの低い音だけで静かに満たされていた。

　京介は、石田と豊花に挟はさまれた位置に座っていた。視界の右側は石田の巨体が完かん璧ぺきに塞ふさぎ、視界の左側では豊花が居い心地ごこち悪そうにデイパックを抱かかえていた。豊花はデイパックの中から次々と菓か子しを出し、ひっきりなしに咀そ嚼しやく音を響ひびかせていた。石田は豊花を蔑さげすむような目つきで見ていたが、菓子を一心にかじる豊花の表情が全く楽しげなものではないことに、京介は気づいていた。緊張や不安など、どうにもならない感情を、豊花は豊花なりに何とか押し潰つぶそうとしているのだろうと思った。

　フロントガラスの向こうに、自転車に乗った学生の集団が見えた。声は聞こえなかったが、全員が笑っていた。窓に隔へだてられた空と同様に、それもまたとても遠い景色だった。京介は息を殺してため息をついた。

　石田の真横ではさすがに眠れないだろうと思っていたが、気がついた時には、京介は眠りに落ちていた。悲しい夢を見て、夢が終わった時、車は空橋へ着いていた。




　京介たちを乗せた車は、空橋駅のロータリーの隅すみに停車した。運転手は車のサイドブレーキを引いていたが、誰からも「降りろ」という命令はなかった。石田が車内電話で誰かと連れん絡らくを取っていたので、京介は窓の外を眺ながめて指示を待つことにした。

　空橋駅の駅舎は、虹原駅よりもひと回りほど小さく、少しだけ古びて見えた。周辺に背の高いビルはなく、見晴らしのよい景色の中に、山の稜りよう線せんがぼんやりと霞かすんで見えた。ロータリーの先は一車線の道路が左右に延び、どちらの道沿いにも旅館と和わ菓が子し屋ばかりが軒のきを連ねていた。現在の時刻は正午前。駅方向へ向かう人間はほとんどおらず、それに対して改札から出てくる乗客の数は、それなりにあった。ロータリーにも観光バスが何台か停まり、人の波を律りち儀ぎに吐はき出している。

「観光客が多いのね」

　京介と同じようにして外の様子を見ていた豊花が、ぽつりと言った。通りを緩ゆるやかに流れる人の群れは、主に中年代以降の集団や夫ふう婦ふ連れで形成されていた。ガイドブックを片手にしている者も多く、人々はおおよそ同じ方向へ足を進めているようだった。この街について京介は全く知識がなかったが、「寺が多いことで有名」と昨日遠峰は言っていた。

　京介たちの車の近くに、虹原ナンバーの青い乗用車が停まっていた。家族で観光に来ているのか、後部座席には、玩具おもちやを手にした幼よう稚ち園えん児じくらいの男の子が座っていた。男の子は京介に気づくと、怪かい獣じゆうの形の玩具を掲かかげて窓越ごしに笑いかけてきた。無視をするつもりは特になかったが、京介は何の反応も返せなかった。

　反対側の車の窓が、外側から軽く叩たたかれた。京介は豊花と同時に顔を上げた。窓の向こうには遠峰がいて、手を振ふっていた。運転手が運転席から操作して、後部座席の窓を下げた。車内へ流れこんできた空気は、虹原よりも幾いく分ぶん乾かわいていて、冷たかった。

「お疲つかれさま。車くるま酔よいしなかったかな」

　朗ほがらかな顔で遠峰が言った。

「今日は晴れてよかったね。この頃ごろ寒いから雪でも降るんじゃないかと思って、折り畳たたみ傘がさを持って来たんだけど、必要ないかもしれないね」

　遠峰のそばには誰もおらず、同行させたという護衛隊の姿もなかった。

「さっき市内地図で詳くわしく調べたんだけどね、『久画均精』の建物って、車の通れない細い道の先にあるみたいなんだ」

　遠峰の背後を、リュックサックを背負ったおばさんの集団が通り過ぎていった。おばさんたちは何かの店か名所を目指しているらしく、全員が前方を指さして「あれよ、ほら、あれだわ、あれあれ」と声こわ高だかに騒さわいでいた。

「だから、ここから徒歩で向かうんだけど……」

　おばさんの背中を数秒だけ眺め、遠峰は車内に視線を戻もどしてきた。京介と豊花を交こう互ごに見て、続ける。

「ぞろぞろと全員で街中を歩くと、僕らは目立っちゃうからね。それにいきなり大勢で押しかけて、宣戦布告をしに来たと相手に勘かん違ちがいされたら面めん倒どうだから、とりあえず最初は少人数で行くことにした。僕と石田、それから京介君。豊花ちゃんは止めたってどうせ聞かないだろうから、一いつ緒しよに来ていいよ」

「四人だけで行くの？」

　豊花の語ご尾びが不安げに上がった。京介の隣にいる石田は特に異存はないらしく、無言で腕うで組ぐみをしていた。

「他ほかの人はどうするの？」

　窓の縁ふちに手をかけて、豊花が尋たずねる。遠峰はスーツのポケットに両手を入れ、あっさりと答えた。

「残りはもう、今夜宿しゆく泊はくする旅館に待機させているよ」

「でも、いくらなんでも四人だけじゃ危ないんじゃないの。大勢で目立つのが心配なら、裏道を探せばいいんじゃない。京介は狙ねらわれているんだし、団体のある場所に着く前に襲しゆう撃げきされたらどうするのよ」

「それは多分、平気だよ」

　背後を通った新しいグループを肩かた越ごしに振り返り、遠峰が言った。

「観光客が歩く道を進んで、敢あえて正面から向かうんだ。無関係な人のいる場所で構成員は襲おそってこないはずだから、変に裏道を探して接近するよりも、ずっと安全だと思うよ」

　豊花が唇くちびるを尖とがらせて、京介の方に目配せをしてきた。心配そうな顔をされても答えようがなかったので、京介は黙だまっていた。少人数で敵の本ほん拠きよ地ちに向かうことに、京介としても不安がないわけではなかった。しかし大人数で乗りこんだとしても、不安が消えることはないだろう。問題は人数ではないのだから。

　だがもうひとつ、遠峰の発言で気になることがあった。とりあえず最初は少人数で行く、そして残りの同行者は今夜宿泊する旅館に待機させている、と遠峰は言っていた。つまり遠峰は目的を果たし終えるまで、この街に滞たい在ざいし続けるつもりでいるということだ。当然それまでは、京介も豊花も帰ることはできない。

「そういうわけで、ぼちぼち出発するよ。トイレに行きたい人は、駅のトイレを借りてね」

　遠峰に言われ、隣となりの石田からも車を降りるようにと視線で命じられた。京介は渋しぶる豊花の背を押し、地面に足をついた。外に出て、街路樹が色づいていることに気づいた。虹原では終わりかけている紅葉も、この街ではこれから盛さかりを迎むかえるようだった。

　車の中からは見えなかったが、遠峰の斜ななめ後方にある楓かえでの木の下に、女が一人立っていた。あの女医だった。京介と目が合うと、女医は一度だけ浅い会え釈しやくをし、踵きびすを返して駅の左手へ去って行った。理由はわからないが、女医は先ほどの位置で、京介が出てくることを待っていたようだった。

　女医の背中を見つめ、ただ立ち尽つくすしかない京介に、豊花が気づいて首を傾かしげた。

「どうしたのよ。あの人、誰だれ？」

「あの人はね、同行してくれたお医者さんだよ」

　遠峰が口を挟はさんできて、穏おん和わな笑えみを浮うかべた。

「だからもし体調が悪くなったり、困ったことがあったら、何でも相談するといいよ」

「ふうん……。お医者までついてくるなんて、何だか修学旅行みたい」

　頷うなずいた豊花が、唐とう突とつにくしゃみをした。豊花は「やっぱり寒いなあ」と呟つぶやき、デイパックから使い捨てカイロを引っ張り出した。京介は微笑ほほえみかけてくる遠峰から、黙って視線を逸そらした。

　逸らした先に、和わ菓が子し屋が見えた。引き戸には「名物・甘あま納なつ豆とう」という紙が貼はってあった。父親から言われたことを、京介はふと思い出す。土産みやげなんていつ買えばいいのだろうと考えた。そんなことよりも、土産を買って無事に虹原に戻ることは、果たしてできるのだろうか。




「多分、三十分くらいかかると思うから」と言い、遠峰は先頭に立って歩き始めた。遠峰の後方に石田が従い、京介と豊花は自然とその後ろを並んで歩く形となった。

　足を運びながら、豊花は緊きん張ちよう気味に眉まゆをつり上げ、片手で京介の手を強く握にぎりしめてきた。京介は「痛い」と苦情を言ったが、豊花は唇を結んで前方を睨にらみ、手を離はなす様子は見せなかった。何かが起きたら守ってくれるつもりなのか、あるいは守ってくれという意思表示なのか、京介には判断できなかった。

　混こみあった旅館街を抜ぬけ、やたらと水が綺き麗れいな川を一本渡わたると、辺りから車の音は全く聞こえなくなった。無数のイチョウに挟まれた並木道は、細くて緩ゆるやかな上り坂で、このまま山地へと続いていくようだった。京介たちの左右を歩く観光客はみな、道みち端ばたの茶店や、どこかの寺まで徒歩何分という標識へ熱心に群がっていた。

　すれ違うおばさんの集団と、遠峰は「いい天気ですね」とか、「イチョウが綺麗ですね」などと、緊きん迫ぱく感のない会話を交かわしていた。おばさんの集団も愛想のよい笑みを返していたが、遠峰の背後にいる塀へいのような石田を見ると、全員揃そろって表情を凍こおりつかせた。そして石田の後を手を繫つないで歩く京介たち双ふた子ごを目にし、「あの人たち、どんなグループなのかしら」と不ふ審しんそうに囁ささやきあっていた。少人数でも充じゆう分ぶん目立っているようだが、京介はどうでもよかった。相変わらず胸が重くて頭は働かず、決意も覚かく悟ごも何も固まらない。機械的に足を動かす一方で、この道が永遠に続いて団体に辿たどり着かなければいいのにと、そんなことを漠ばく然ぜんと考えていた。

　やがて道の勾こう配ばいが少しずつ度合いを増し、周囲を彩いろどる木々の色も、イチョウの黄色から竹林の深緑へと変わっていった。そして、坂道の途と中ちゆう、地元民らしき老人と猫ねこがじっと日の光を受けている光景を見たのを最後に、気がつくと京介の周囲から観光客の姿は消えていた。この先にはもう、見るべき名所がないということだろう。街灯も見当たらず、日が暮れたら闇やみに包まれそうな一帯だった。

「静かね」

　歩き疲つかれたのか、豊花がかすれ気味の声で言った。京介の耳に届くものは、先を行く遠峰と石田の硬かたい靴くつ音おとと、道の脇わきにある溝みぞを流れる水の音だけだった。かすかな頼たよりなさを感じた瞬しゆん間かん、風が吹ふいて、周囲の竹と笹ささが殺気立った音を鳴らし始めた。驚おどろいた豊花の指先が、京介の手の甲こうに食いこんだ。

　先を歩いていた遠峰が、不意に足を止めた。遠峰は傍かたわらの溝をじっと見下ろしていた。京介も豊花とともに、その方向へ目をやった。上うわ蓋ぶたのされていない水路の中、ほぼ透とう明めいに近い水が流れ、鳥がいた。水鳥かと思ったが、よく見れば汚よごれた色の鳩はとだった。鳩は京介たちを見上げ、首を前後へ動かした。

「遊ゆう体たい精せい霊れいですね」

　遠峰の隣で、同じく鳩を見下ろしていた石田が、低く言った。頷く遠峰と苦々しい表情の石田の横顔を順に眺ながめ、京介は遊体精霊という言葉の意味を思い出す。実在する生物に近い外見を持ち、基本的には普ふ通つうの人間に悪事を働かない精霊、確かそんな定義だった。京介も虹原市内で遊体精霊に遭そう遇ぐうしたことがあり、石田は仕事の一いつ環かんで精霊の保護をしていた。文化祭の頃ころに遭あった二体の精霊は、人魚と犬に似た姿をしており、彼らにとって光流脈使いである京介は「普通の人間」の範はん疇ちゆうには含ふくまれないらしく、襲しゆう撃げきされたのだ。

「こんなところにもいるんだね。やあ、こんにちは」

　溝の前にしゃがみ、遠峰が鳩に話しかけた。鳩がまた首を動かし、「こんにちは」と答えた。かつての人魚がそうだったように、鳩の声や発音は、人間のものと全く変わらなかった。

「こんな田舎いなかで何をしているのかな」

「その言葉、そっくりそのまま返しますよ」

　鳩がのんびりと答えた。

「光流脈使いの長おさが久画均精のある街へやって来たら、何事かと思いますよ」

「へえー、僕のこと、知ってるんだ？」

「大たい抵ていのことは知っていますよ」

「へえー、じゃあ、このでっかいおじさんのことは？」

「二番目の長ですよ。我々の仲間がたくさん捕ほ獲かくされましたよ」

「へえー、じゃあ、そこにいる双子は？」

「潜せん在ざい精神力の高すぎる光流脈使いと、なさすぎる光流脈使いですよ」

「へえー、君、鳩なのに物知りだねえ」

「鳩じゃなくて遊体精霊ですよ。遊体精霊は、力を持つ人間の話題が好きなんですよ」

「なるほどね。そういえば前に本家で捕つかまえた人魚さんも、強い術者は美味うまいって言ってたっけ。人間で言えば、グルメみたいなものかな」

　鳩が首を胴どう体たいへ引っこめ、肩かたをすくませるような仕草を見せた。円形をした冷たい瞳ひとみに、京介はなぜかずっと見つめられている気がしてならなかった。隣となりにいる豊花も同じことを感じたらしく、気味悪そうに眉まゆを寄せていた。

「久画均精の建物って、この先だよね。あとどのくらいかわかるかな」

　遠峰が坂の先を顎あごで示して問うと、鳩は低く喉のどを鳴らした。

「ある意味では、もうすぐですよ」

「変な答えだね。まあいいや。君はあの団体に詳くわしいのかな。あそこも、それなりに力のある人間の集まりだと思うんだけどね」

「グルメにも専門分野がありますよ」

　嘴くちばしで水面をつつき、鳩が言った。

「それに、味の秘密を隠かくしたがる店もありますよ。久画均精の構成員は、あなた方みたいに気軽に外出をしないから、わからないことが多いんですよ。我々は内部への侵しん入にゆうに成功したことがないので、なおさら不明ですよ」

「ふうん、あっちも結界でも使っているのかな。まあそれは自分たちの目で確かめればいいか」

　軽く膝ひざを叩たたいて、遠峰が立ち上がった。

「どうもありがとう。話につきあってくれたお礼に、君は捕獲しないであげるよ。でも何かしてきたら、焼き鳥にするかもしれないよ」

　鳩に手を振ふり、遠峰は再び歩き始めた。鳩を一度だけ睨にらみ、石田がその後に続く。京介は何となく豊花と顔を見あわせ、遠峰たちの後を追った。

「何もしないですよ。世界の力の均きん衡こうが崩くずれる瞬間を、見物に来ただけですよ」

　数歩歩いた時、背後から鳩の声が聞こえて、京介は足を止めた。鳩のひとり言かと思ったが、遊体精霊は「潜在精神力の高すぎる光流脈使い」と呼びかけてきた。

「一個人に対する過去と感情はもう捨ててしまわないと、この街で命を落とすことになりますよ」

　京介は振り返った。しかし羽の音を確かく認にんできただけで、鳩の姿はすでになかった。宙には風に飛ばされた笹ささの葉と、わずかな水みず飛沫しぶきが散っていた。




　それから五分ほど進んだところで、道は深い林に前方を塞ふさがれた形で、途と切ぎれた。先頭を歩いていた遠峰は、「この先だね」とひと言言い、特に躊ちゆう躇ちよをする様子もなく林の中へ踏ふみいった。石田が黙だまってその後に続き、京介と豊花も立ち止まっているわけにはいかないので、足を進めた。

　林の中は、十数メートルほどにも伸のびた竹が日の光を完全に遮さえぎっており、薄うす暗ぐらかった。人や動物の気配はどこからもせず、風もやんで静かだった。遠峰は何歩か歩いては立ち止まり、コピーされた地図と方位磁石のようなものと、それから泉見順也が残していった例の用紙を丹たん念ねんに見比べていた。道に迷っているのではなく、単に方向を確認しているだけだというのは、表情から察せられた。遠峰について行くことしかできない京介は、どこまでも続いている竹林をただ眺ながめた。礼子もこの林を通ったのだろうかと考えた。二年前にここを通り、これまで生きてきた世界と決別をした。数日前はここを通り、与あたえられた任務を果たしに向かった。空気は清せい浄じようなのに、京介の片かた腕うでに張りついている豊花は息苦しそうな顔をしていた。

　やがて遠峰がまた歩き始め、数分もしないうちに林は唐とう突とつに終しゆう了りようした。突とつ然ぜん頭上に戻もどって来た太陽に、京介は目を細める。狭せまい視界の向こうに、瓦かわら葺ぶき屋根の大きな建物が見えた。

　ひらけた敷しき地ちの中、和様の建築物が、間かん隔かくをとっていくつも並んでいた。古びた瓦かわらはどれもくすんだ赤しやく銅どう色で、周辺の林の色との対比が鮮あざやかだった。京介の隣で足を止めた豊花が、「お寺……？」という疑ぎ問もん符ふつきの感想を漏もらす。京介も、ここは空橋の観光名所のひとつなのではないかと、一いつ瞬しゆん疑った。

「着いたみたいだね」

　地図一式をスーツのポケットに仕し舞まった遠峰が、肩かた越ごしに京介たちを振り返って言った。京介は無意識に呼吸を止めた。

　建物の周辺には柵さくが設けられ、そこがひとまとまりの敷地であることを示していた。しかし柵は簡素な木製で、柵に沿って築かれた水路も、外敵対策の堀ほりとはとても言えない程度のものだった。柵の向こう側には樹木の緑も見え、寺院に似た形の堂や層そう塔とうが点在しているだけだ。構成員が殺害訓練をする怒ど声せいが聞こえてくることもなく、至って静か。それでもここが、久画均精の本ほん拠きよ地ちなのだろう。そしてこのどこかに、砂島礼子がいる。

「……ここ、澱よどみを全然感じないわ」

　京介の手を摑つかんだまま、豊花がぽつりと言った。土地の澱みは大地を網もう羅らする光流脈の機能低下箇か所しよ、生きものの悪あしき感情によって引き起こされる。人殺しが大勢いるはずの場所に、澱みを感じないのは妙みようだと豊花は言いたいのだろうが、京介は礼子が言っていた言葉を思い返した。闘とう争そう心や殺気を振りまいて動くことは好ましくない──団体に推すい奨しようされた戦い方があること、澱みの原因となる気配に矯きよう正せい術者が敏びん感かんだということを、久画均精で訓練を受けた礼子は知っていた。

「まあ、殺気なんかはうまくコントロールできるんだろうね」

　首の後ろを揉もみほぐしながら、大した問題でもなさそうな顔で遠峰が言った。

「そうじゃなかったら、たとえこんな僻へき地ちでも、殺し屋の集団がいるってことはとっくに術者に感知されているだろうからさ。ああやって建物の周囲に、ちょっとした水を流しているのも何だか嫌いや味みだね。光流脈が水域と相あい性しようが悪いことまで知っているみたいだし……あ、あそこに誰だれかいるね」

　遠峰が柵の方へ目を留めた。柵の一部に太い柱に支えられた門があり、そのそばに人ひと影かげが二つ、確認できた。こちらに背を向けているので顔は見えなかったが、どちらも黒いコートを身に着けていることは、京介にもわかった。

「簡単に入れるようには見えるけれど、さっきの鳩はとは侵しん入にゆうできなかったって言っていたよね。とりあえず、正面から行ってみようか」

　そう言って、遠峰は門の方へ足音を立てて向かった。わざとらしい足音に、門のところにいた構成員がすぐに気づいて振り向いた。若い男女の組みあわせだったが、右側にいる髪かみの長い女の方に、京介は見覚えがあった。礼子が任務にしくじった場合の後任だと言っていた、あの構成員だ。豊花も女のことは知っているらしく、小さく息をのんでいた。

「こんにちは。君たち、久画均精で働いている人たちだよね」

　門の一歩手前で立ち止まり、遠峰が言った。男の方の構成員は「すげえ、どうやって来たんだよ」と目を丸くし、女の方は眉み間けんに深い皺しわを刻んでいた。しかし女の構成員は京介に気がつくと、表情を冷たい笑えみに変えた。

「へえ、陰いん気きな王子様じゃん……。まさか、本当に助けに来たんじゃないだろうね」

　女は意味のわからないことを言って、鼻を鳴らした。礼子に代わって次はこの女が自分を殺しに現れるものと、京介は予想していた。しかし殺害対象である京介を前にしても、女は殺意を剝むき出してくることはなかった。隣となりの男が「今のどういう意味？」と、舌足らずな口調で尋たずねていた。

　女は寄りかかっていた門柱を指先で叩たたき、遠峰の方へ冷ややかな視線をやった。

「確かに私たちは、下っぱの構成員だけどね。そういうあんたは何者だよ。そのガキを連れているってことは、あんたも光流脈使いの一員なんだろうけどさ」

「うん、一応ね、組織の責任者」

　男の方が「うそー」と派手な声を上げ、「絶対そっちのでかいおっさんの方が偉えらいと思った」と正直な感想を述べた。女は気怠けだるそうに髪をかき上げ、欠伸あくび混じりに言った。

「ふうん、何だかぱっとしない責任者だね」

「どうしてみんな、同じ感想を言うんだろうなあ。まあいいけどね。それで、君たちの責任者は、ぱっとしてるのかな。会いに来たんだけど、中に入れてもらえるかな」

　男が激しく目をしばたたいた。女も片方の眉まゆを上げ、呆あきれたような口調で言った。

「あんた、何を言ってるんだい？」

「何って、面会希望だよ。僕の部下を殺そうとしている理由を聞きたいんだ。それから、迷めい惑わくだからやめてくれって言おうとも思っている。ここで君たちに言ったって、どうせ聞いてもらえないでしょう」

「よく責任者なんかやってられるもんだ。あんた、相当な馬ば鹿かだね。そんなことを言われて、通すわけないだろう」

「強行突とつ破ぱも考えたんだけど、初対面でいきなり荒あらっぽいことは失礼かと思ってね」

　遠峰の言葉に、女は挑ちよう発はつ的に唇くちびるを歪ゆがめ、指の動きを止めた。

「それって、私たちに対する嫌いや味み？」

「そんなことはないよ」

「いいよ、強行突破、やれるもんならやってみなよ。この門から先には、侵入者に対する空間遮しや断だんの力が使われているからね、一いち撃げきで死ぬよ。あんたたちの術で力を打ち消すことができても、私が一声かければ、内部にいる構成員が百人取り押さえに来る。道に迷った観光客なら、記き憶おくを消して遠くへ放ほうり投げてやるけれど、道を堂々と歩いてきた光流脈使いは殺すよ」

「殺し屋百人は、ちょっと大変だなあ。でもここにいる僕の部下は古代術の使い手でね、術を一発放てば、百人くらいは一いつ瞬しゆんにして殺せちゃうよ」

　勝手なことを言う遠峰に、京介は思わず口を開きかける。だが先に女の方が、皮肉に満ちた声を京介に投げかけてきた。

「あんた、また古代術を使って攻こう撃げきするつもりで来たのかい。あれからまだ何日も経たっていないのにさ、ずいぶん立ち直りが早いんだねえ」

　京介は女の目を見返した。女は門柱に側頭部を預け、おかしそうに笑っていた。

「あの後さ、意識が戻もどった砂島礼子に、あんたがしたことを教えておいてやったよ。古代術で攻撃されて、屑くずみたいにされちまったんだよって、ちゃんとね。これであんたに対する未練も、綺き麗れいさっぱりなくなっただろうね」

　豊花が鋭するどい歯は軋ぎしりをして、門の方へ踏ふみ出そうとする。京介は黙だまって豊花の手を引き、止めた。豊花が不服そうな鼻息をぶつけてきたが、誰の顔も見たくなかったので、京介は唇を嚙かんで目を伏ふせた。

「あんまりいじめないでほしいなあ」

　遠峰がのんびりと口を挟はさんだ。

「君と違ちがって僕の部下はあまり気が強くないんだからさ、追いつめたら可哀かわい相そうだよ」

「へえ、優やさしい責任者だこと」

　遠峰が「まあね」と答え、女は苦々しい笑みを返した。

「ねえねえ」

　男の構成員が、女の肩かたを叩いて舌足らずに言った。

「光流脈使いが攻せめてきたって、幹部に連れん絡らくした方がいいのかな」

　女は男に向かって、大きなため息をついた。

「あのねえ、ちゃんと見なよ。全員散歩でもするような格好でさ、攻せめてきてないじゃん。あんたはいつも大げさなんだよ」

「でも、古代術の使い手もいるんでしょう」

「こんな暗い顔でまた古代術を発動できたら、私はこいつを褒ほめてやるよ」

「じゃあ、連絡しなくてもいいのかな。でも、言ったら面おも白しろいかもしれないよね。幹部が騒さわぐところ、ちょっと見てみたいな」

「あんたみたいなやつ、童話にもいたっけね。気をつけないと、最後は狼おおかみに食われちまうよ」

　男がまた、「今のどういう意味？」と、尋ねた。女は男の背中を叩いて「もう戻りな」と言う。男は京介たちを何度か振ふり返りながら、建物の方へ去って行った。

「じゃあね。あんたらの組織と違って、私たちは慰い安あん旅行をするほど暇ひまじゃないんだよ」

　女も門から体を離はなし、コートの裾すそを揺ゆらして歩き始めた。外敵を前にしてあっさりと背を向けるのは、何か急ぎの用があるのではなく、自分たちの侵しん入にゆう者しや対策に自信がある証しよう拠こだと思われた。京介は静かに息を吐はいた。

「ああ、そうだ。言い忘れていたけれどね」

　女が足を止め、上半身だけこちらへ向けた。

「今、最高位は留守なんだよ。だから強行突破しても、意味がないんじゃないのかい」

「そういうことは先に言ってよ」

「それから……」

　遠峰には答えず、構成員は次に京介を真まっ直すぐに見て言った。

「最高位の指示で、今はあんたへの殺害命令が一時的に中止されている。まあ、あと何日かすればまた実行命令が出るけれど、その間は襲しゆう撃げきの心配は不要だよ。死ぬ前に、のんびり観光でもしておいたら？」

「一時的に中止って、どういう意味よ」

　京介よりも先に、豊花が苛いら立だった口調で尋たずねた。

「突とつ然ぜん殺し屋を寄こしてきたり、中止にしたり、あんたたちの上にいる人は何を考えているのよ。留守なんて言っているけれど、本当は京介の力が怖こわくてどこかに隠かくれてるんじゃないの」

「相変わらず喧やかましいガキだね、最高位が何を考えてるかなんて、私が知るわけないだろう。でも留守なのは本当だよ」

　女は心底面めん倒どうくさそうに答えた。

「殺害命令の一時的な中止は、砂島礼子が最高位に頼たのんだんだよ。一度課せられた任務は何としても遂すい行こうしたいから、少しだけ時間をくれってさ。幹部の連中も砂島には期待しているところがあるから、異例的に希望が受け入れられた。砂島は今施し設せつの中に閉じこもって、一条京介を確実に殺す力をつけている真っ最中だよ。言いたいことはそれだけ、じゃあね」

　靴くつ底ぞこを鳴らし、構成員は今度は振り返らずに去って行った。女の姿が見えなくなると、遠峰が音を立ててため息をついた。

「構成員っていっても、その辺にいる子とあまり変わらないんだね。意外なんで、少しびっくりしたよ。まあ、それはお互たがい様だって言われそうだけど」

「やはり簡単には侵入できなさそうですが」

　終始険しい顔をしていた石田が、表情を一いつ切さい変えずに言った。遠峰も頷うなずき、竹林の方へ方向転てん換かんをする。

「そうだね。でもまあ下見としてはこんなものかな。最高位も留守らしいから、今日は一いつ旦たん引き返そう。石田は他ほかに何か気がついたことはあった？」

「今のところは、同行させた護衛隊だけでは戦力が足りないということくらいです」

　京介の耳から、遠峰たちの声と足音が遠ざかっていく。しばらく経たって、背後から遠峰の呼ぶ声が聞こえたが、京介はすぐには動けなかった。何も考えられず、茫ぼう然ぜんと門を見つめた。豊花の心配そうな顔が、視界の片かた隅すみにあることは何となくわかった。

　礼子は今、この敷しき地ちの中にいる。自ら望んで、京介を消すための確実な力をつけている。そこまでして、おれを殺そうとしている。

　礼子の未練は綺き麗れいになくなったはずだと、構成員は言っていた。だがそれは違ちがうと思った。未練なんか最初からないんだ。三度殺し損そこねたのも、きっと単なるミス。夜の校舎で意識を朦もう朧ろうとさせながら、礼子が京介の手に触ふれてきたことも、全すべて意味のないことだった。

　団体の所在地まで来て、得られたものは事実の確かく認にんと更さらなる苦痛だけ。軋きしみながら動き出した思考に、京介は重い疲ひ労ろうだけを感じる。生まれつき乏とぼしい感情のメーターは振り切られ、もう苦しみも悲しみも何も感じなかった。

　どこか高い位置から、鳶とびが鳴いている声が聞こえた。

　乾かわいた瞳ひとみで、京介はただ空を見上げた。




　山の陰かげ、澄すんだ川、イチョウ並木。橋、鉄てつ塔とう、コンビニエンスストア、人の流れ。旅館の窓から見えるのは、何の変へん哲てつもない風景だった。

　これといった特とく徴ちようのない景色は、どこにでもあるような田舎いなかの街並み。住み慣れた場所から、電車でほんの数時間離れただけの街で郷きよう愁しゆうを覚えるには、あまりにも大げさだ。それでも窓の外を眺ながめているうちに、摑つかみどころのない寂さびしさが募つのってくる。木々や建物の位置が違うせいか、空気のにおいが違うせいか、それとも別の理由なのか。塩原友子は木造の窓まど枠わくにもたれかかり、音のないため息をつく。

　地元を離はなれてこんな気分に陥おちいるのは、塩原には初めてのことだった。中学校の修学旅行では、もっと遠方へ出かけた。その際も、塩原はホームシックの予兆すら感じなかった。中学時代から風紀委員を務めていた塩原にとって、今いる場所が地元だろうと遠い街であろうと、まるで関係なかった。するべきことは委員の仕事に集中する、それだけだったからだ。余計なことを考えて物思いに浸ひたる暇ひまも必要もなかった。

　両手で頰ほお杖づえをつき、塩原は西に傾かたむき始めた太陽を見上げた。午後三時。今いま頃ごろは虹原市にも、塩原が見ているものと変わらない陽光が降り注いでいることだろう。午後の授業が終しゆう了りようした虹原高校は、放課後の賑にぎわいに包まれている頃だ。掃そう除じ当番はちゃんと働いているだろうか。各教室の暖だん房ぼう用の灯油を巡めぐって、醜みにくい争いが生じたりしていないだろうか。善良な生徒も不ふ真面目まじめな生徒も、みんなきちんと帰路に着いているだろうか。あのクラスメートは、またどこかの不良生徒に喧けん嘩かを売られているのではないだろうか。──それより以前に、あのクラスメートはちゃんと学校に行ったのだろうか。行っても行かなくても、どのみち私は会えないのだけれど。塩原は頰杖を外し、窓枠に顎あごをつけた。もう虹原に帰りたいと、率そつ直ちよくに思った。

　背後から人の笑い声が響ひびいた。塩原はその位置で顔だけを動かし、部屋の中に視線を戻もどした。二十畳じようほどの大部屋に、十人の高校生がいる。身に着けている制服はそれぞれ異なるが、全員の共通点は、虹原市にある高校で風紀委員を務めているということ。ここは「第七回、虹原市内高等学校風紀委員会連盟・冬期合宿」の宿しゆく泊はく場所になった、旅館の一室だ。

　数時間前、空橋駅に降りて塩原が驚おどろいたのは、市内にはやたらと旅館が多くあることだった。それだけ観光客の多い街なのだろうが、虹風連の参加者の目的はもちろん別にある。基本的にはこの大部屋を拠きよ点てんにし、二泊三日を会議と討論会に費ついやす予定だった。更に、いくら宿泊料金を支し払はらう客の立場にあるといえども、宿泊中の布団ふとんの上げ下げ、食事の片づけ等は委員全員で分担することなど、虹風連の間では修学旅行にも似た取り決めがなされていた。旅館側が快くこちらの申し出を承知してくれたのは、旅館激戦区にあるため、単に客を選ばない主義でいるからだろう。虹風連以外の宿泊客は、正午頃に十数名で現れた大人の集団だけのようだった。

　校則問題とその指導法、もっとも素す晴ばらしい高校生像とはどんなものかなど、いくつかの討論を終え、現在は休きゆう憩けい時間だった。塩原の背後で、他のメンバーは売店で買ってきた菓か子し類を囲み、雑談に興じている。旅館到とう着ちやく後ご、連盟代表者である長谷の指示ですぐに日程消化へ突とつ入にゆうしたため、メンバーはろくに自己紹しよう介かいもしていなかった。畳たたみの上ではちょうど、各自のプロフィール公開をしているようであった。塩原はその輪に入る気がしなく、一人離れた場所で、街の名物である甘あま納なつ豆とうをつまんでいた。

「杉山君、朔さく鐘しよう大学の付属中に通ってたの？　すごいじゃない」

　女子委員の一人が、やけに興奮した声を発した。他の委員の間からも、感かん嘆たん気味な声が上がった。現在話題の中心にいるのは、虹稜学園の杉山充則のようだった。自然な姿勢で正座をしている杉山は、「まぐれで合格しただけだよ」と、照れ笑いを返していた。女子委員は「でもすごい」と頰ほおを赤らめて叫さけんでいた。女子委員の剝むき出しの好意に、塩原は見苦しさを感じた。感じた直後に、激しい自己嫌けん悪おに陥った。

「あの学校って、結構大変だって聞いたけれど、本当なの？」

　作り声と一発でわかる可愛かわいらしい声で、女子委員が尋たずねた。

「他ほかの生徒との競争で、ろくに学校生活も楽しめないって……」

「そんなことないよ、みんな仲よくやっていた」

「ふうん、噂うわさって、あてにならないね。それで、付属の高等部にはどうして進まなかったの？」

「特に意味はないんだ。初等部から九年通ったから、別の学校に何となく行きたくなっただけだよ」

「またまた、朔鐘大の付属高より、虹稜学園の方がレベルが高いじゃないの。朔鐘付属中の生徒で優ゆう秀しゆうな子は、みんなよその学校へ行くって聞いたよ。だからでしょう」

「だから、そんなことないって。そんな噂は信じないでほしいなあ。大体レベルの高い学校なら、他にもたくさんあるじゃない」

「謙けん遜そんしなくてもいいのにねえ。でもさ、虹稜学園に移ったら、通学に時間がかかるようになったんじゃない？　杉山君の自宅、市外なんでしょう？　どの辺なの？　今度、遊びに行ってもいい？」

　女子生徒は杉山のことが気になるらしく、やたらと質問を浴びせていた。

　朔鐘大学付属中、県外にある有名校の高い偏へん差さ値ちを思い出し、塩原は口の中でふうんと呟つぶやいた。女子委員は杉山の中学時代に関する質問を投げていたが、杉山はそれ以上自分のことには触ふれず、別の話題をさりげなく振ふっていた。話題は自然に長谷へ移り、長谷は自分の将来とそれに伴ともなう日本の風紀の未来を、熱く語り始めた。

　塩原は再度、ふうんと唸うなった。中学までの経歴は立派、現在通う虹稜学園も名門校、しかし自分の栄光を誇こ示じすることもなく、温おん厚こうで控ひかえめな物もの腰ごし。傷ひとつない清く正しいまともな高校生とは、まさにこういうものか。塩原が鼻から息を長く吐はき出した時、他の委員の話に相あい槌づちを打っている杉山と目があった。塩原は慌あわてて窓の外へ目を向け、急いで甘納豆を口の中へ放ほうりこんだ。

　虹風連に用意された大部屋は二階の角にあり、塩原の位置からは、旅館の前の舗ほ道どうと正面玄げん関かんが見下ろせた。駅の方から年配女性の集団が、ぎゃあぎゃあと騒さわぎながら歩いてきて、旅館の斜ななめ前にある和わ菓が子し屋へ吸いこまれていった。自転車に乗った巡じゆん査さがのんびりと通り過ぎ、地元の小学生が赤いランドセルを揺ゆらして駆かけて行く。どうということのない光景に、またしても塩原が切なさを感じた時。風景の中にとんでもないものが現れて、塩原は思わず甘納豆を噴ふき出した。

　旅館の玄関に、新しい客が四人現れていた。スーツを着た青年と、巨きよ漢かんの男、学生服とセーラー服の少年少女という奇き妙みような四人連れであったが、塩原の目を惹ひいたのは組みあわせではなかった。学生服を着た少年は、一体どういうわけか、塩原のクラスメートである一条京介だったのだ。

「ど、ど、どどどどど」

　塩原は激しく口ごもり、目を強くこすった。心の中では、どうしてこんなところに一条君が、と百回ほど連発していた。だがどんなに目をこすっても、塩原の目に映るのは一条京介の陰いん鬱うつそうな顔だった。おまけに隣となりにいるセーラー服の少女は、一年三組の一条豊花であった。あの双ふた子ごがセットでいるということは、これはもう人ひと違ちがいでも蜃しん気き楼ろうでもなく、下にいるのは間違いなく本物の一条兄きよう妹だいとしか思えなかった。

　どうしてこんなところにいるのだろう。今度はきちんと口の中で呟き、塩原は窓まど枠わくを握にぎりしめた。個人的な用事で空橋を訪おとずれていると考えるのが妥だ当とうだが、それでは個人的な用事とは果たして何なのか。一いつ緒しよにいる青年と大男は誰だれなんだろう。家族には見えないが、何となく青年の方に見覚えがある気がして、塩原が窓から身を乗り出そうとした時だった。
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「塩原さん、聞こえてる？」

　後ろから肩かたを叩たたかれ、塩原は「ぎゃあ」と叫んだ。下にいた四人が顔を上げたので、塩原は大急ぎで窓の下へ身を縮めた。後ろに立っていたのは杉山で、杉山は少し困ったような顔でしゃがむ塩原を見下ろした。

「塩原さん、さっきからずっと呼んでいたのに、聞こえなかった？」

「い、いえ、はい、ええと……」

「外の景色、そんなに面おも白しろいの？」

　杉山が窓の方へ顔を向けた。

「あれ……下にいる人たち、塩原さんの学校の生徒じゃない？　虹高の制服を着ている」

　畳たたみの上に伏ふせたまま、塩原は「あわわわ」とただ唇くちびるを震ふるわせた。一条京介に気づかれてしまっただろうかと、塩原は困こん惑わくしていた。気づかれても別に困りはしないのだが、塩原の心しん拍ぱくはひたすら恐きよう慌こうをきたして波打っていた。

「塩原さん、どうしてそんなに赤い顔をしているの？」

「い、いえ、はい、ええと……」

「あの生徒、知っている人？」

「い、いえ、はい、ええと……」

「次の討論会、もう始まるよ」

　塩原は何度も頷うなずき、顎あごが疲つかれたところでようやく体を起こした。杉山が去った後、素す早ばやく窓の外を窺うかがったが、一条京介たちの姿はもうなかった。塩原の手の中で、窓枠がきゅっと音を立てた。

　何だかいつも以上に暗い顔をしていたけれど、どうかしたんだろうか。一条豊花の方も、どことなく元気がなさそうだったし。親しん戚せきの法事とか、そんなところだろうか。いつまでいるのだろうか、自由時間はあるのだろうか。再び杉山に呼ばれるまで、塩原はあれこれと慌ただしく思考を巡めぐらせていた。跳はね上がった心拍が心の中を一いつ掃そうしてくれたのか、塩原は帰りたいなどとはもう思わなかった。

　窓枠の上を、どこかから飛んできた鳩はとが歩いていた。人を怖こわがらないらしく、鳩は塩原と目があっても逃にげようとしなかった。

　塩原が甘納豆を数粒つぶあげてみると、全すべて食べた。




　空橋の旅館街には、ビジネスホテル風の簡素なものから老舗しにせの高級旅館まで、様々な宿が建ち並んでいた。そんな中、遠峰が京介たちを連れて向かったのは、木造二階建てのこぢんまりとした旅館だった。護衛隊を含ふくめた家長の同行者は、すでに一階の客室に入っていたが、宿しゆく泊はく客は他ほかに学生のグループがひと組いるだけらしく、旅館の中は閑かん散さんとしていた。

　京介と豊花は、一階の奥にある八畳じようの部屋をあてがわれた。廊ろう下かの先は大浴場に繫つながっているようだった。遠峰は「用があったら呼ぶから、それまで自由にしていていいよ」と言い、別の部屋へと去って行った。副家長たちと、今後の予定について話しあうようだった。

　自由にしろと言われたものの、京介にはやるべきことは何も考えつかなかった。豊花に促うながされて、とりあえず部屋に入った。畳の敷しき詰つめられた部屋の中央に、古めかしい座ざ卓たくがあった。部屋の隅すみにはこれもまた年季の入った火ひ鉢ばちがあり、座ざ布ぶ団とんや折り畳たたまれた浴衣ゆかたも用意されていた。ここは旅館なんだなと今いま更さらながら確信したが、これまでも自宅外での生活を強しいられていたせいか、これといった違い和わ感は覚えなかった。

　座卓の前に腰こしを下ろした途と端たんに、足から全身へ一気に疲ひ労ろうが広がっていった。久画均精からの帰り道、京介は何も考えずにひたすら足を動かしていた。そのため、溜たまった疲れに全く気がつかなかった。

「庭があるわ」

　縁えん側がわのガラス戸を開けて、豊花が言った。口調は平へい坦たんで、見たものを単に述べただけのようだった。豊花の肩かた越ごしに、緑の多い庭と、苔こけに覆おおわれた灯とう籠ろうが見えた。灯籠の上に差す日の光は、夕暮れ間近の橙だいだい色いろだった。いつの間にか、こんなにも時間が過ぎていたようだ。庭にも何にも京介は興味が湧わかず、意識を保っていることがただ苦しかった。

　デイパックと玲洗樹の枝を畳の上におろし、豊花が座卓を挟はさんで京介の真向かいに座ってきた。座卓の上には茶ちや筒づつや湯ゆ飲のみ茶ぢや碗わん、茶ちや菓が子しなどがきっちりと並べられていた。湯飲み茶碗に手を伸のばした豊花は、ふと京介の顔に視線を留めて、眉まゆを寄せた。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

「何が」

「顔色が、悪いもの」

「別に」

「少し休んだ方がいいわ。休んだら、話したいことがあるから聞いて。歩きながらずっと考えていたことがあるの」

「ああ」

「本当に大丈夫？　お茶、飲む？」

　京介は首を横に振ふり、豊花に背を向けて畳たたみの上に体を倒たおした。そのまま目を閉じた。

　嗅きゆう覚かくが畳のにおいで静かに満たされる。にじはら荘の礼子の住んでいた部屋を、思い出した。




　目を覚ました時、庭の灯籠にぼんやりとした光がともっている光景がまず見えた。

　ただの飾かざりと思っていたが、きちんと灯あかりがつくものらしい。庭を照らしてどんな意味があるのだろうと、半覚かく醒せいの頭で京介は考えた。考えること自体に、あまり意味がなさそうだと気がついた。どのくらい眠ねむったのかわからなかったが、日はすでに暮れてしまったらしく、庭の上には夜空が広がっていた。大気の影えい響きようか、中天に浮うかんだ月は深い赤みを帯びていた。

　畳の上から体を起こすと、肩かたの上に被かぶせられていたタオルが、乾かわいた音を立てて落ちた。旅館の名前が入ったタオルを、京介はぼんやりと見つめた。布団の代わりに、誰だれかがかけてくれたのだろうか。誰かとはもちろん豊花しか思いつかないが、肌はだ寒ざむい部屋の中を見回しても、荷物が散らかっているだけで、本人の姿はどこにもなかった。確か話があると言っていたはずだが、豊花はどこかへ行っているようだった。

　遠峰に呼ばれたのか、夕食か、それとも気晴らしに観光へでも行ったのか。そこまで考えた時、久画均精の前で、構成員が投げてきた言葉が思い出された。死ぬ前にのんびり観光でもしておいたら。

　背筋に冷たいものを感じ、京介はその時になって、寝ねている間にずいぶんと汗あせをかいていたことに気がついた。汗は体をすでに冷やし始めており、皮ひ膚ふの表面には薄うすい悪お寒かんさえこびりついていた。放ほうっておけば確実に風邪かぜをぶり返しそうな気がした。とりあえず部屋の気温を何とかしようと思ったものの、室内にある暖だん房ぼう器具は火鉢だけだった。京介は火鉢の前まで移動し、火鉢をしばらくの間見下ろした。それが火鉢だとわかるだけで、使い方の見当はさっぱりつかなかった。

　白い灰を眺ながめているうちに、自分自身の行動が不可解に思えてきた。何も考えたくないのに、風邪をひくことを気にしたり、部屋を暖めようとしたり。それは健全な人間そのものの行こう為いだった。どんなに絶望しても、以前のように生に対する執しゆう着ちやくを捨てることが、もうできなくなっている。

　京介はため息をつき、手の中にあるタオルをもう一度見た。部屋を出た廊下の先は、確か大浴場のはずだった。部屋の扉とびらを開け、京介はすぐに足を止めた。扉の外には、車に同乗してきた二人の職員が堂々と立っていた。

「どこへ行くんだ」と、職員の一人が尋たずねてきた。風呂ふろだと京介が答えると、二人は京介の両腕うでを強く摑つかんだ。そして職員たちは、京介を引きずって廊ろう下かを歩き始めた。彼らの仕事は旅館内でも続行中、そういうことなのだろう。すれ違ちがった旅館の従業員に啞あ然ぜんとした顔をされ、京介は再度深いため息をついた。

　大浴場の前に着くと、職員は男湯の扉を開け、京介の体を内部へ押しやった。風呂場の中までついて来るつもりはないようだが、恐おそらくはこちらが入浴を終えるまで扉の外で待機をしているはずだ。摑まれていた腕をさすり、京介はひとけのない脱だつ衣い所じよを奥まで歩いた。浴場の方も無人らしく、物音は全く聞こえてこなかった。

　数秒後、扉が開かれて、脱衣所に新たな足音が響ひびいた。入ってきたのは、京介と同じくらいの年とし頃ごろの少年だった。着ているブレザーはどこかの学校の制服らしく、旅館に宿しゆく泊はくしている学生グループの一人かと思われた。少年のブレザーに、京介は何となく見覚えがあった。虹原市内にある私立高校の制服と似ているが、詳くわしい学校名までは思い出せなかった。

　少年の方が京介に気がついて、「あ」と口を開けた。制服に見覚えがあっても、顔は全く知らない相手だ。声をかけられる覚えもないはずだが、少年は口元に微び笑しようを浮かべて京介の方へ歩み寄ってきた。

「虹原高校の生徒だろう？」

　少年が言った。砕くだけた口調ではあるが、言葉の運び方は丁てい寧ねいだった。天てん井じようの蛍けい光こう灯とうに照らされて、頭とう髪はつが淡あわい茶色に輝かがやいていた。

　京介が黙だまったまま頷うなずくと、少年は脱衣用のカゴを手に取った。

「夕方、二階の窓から、君やセーラー服を着た女の子が見えたんだ。虹高の人かなって思っていたんだけど、やっぱりな」

　何が言いたいのだろうと京介が思っていると、少年はえんじ色のネクタイを緩ゆるめながら尋ねてきた。

「虹高の風紀委員で、塩原友子さんっていう子を知ってる？」

「……は？」

「俺たち、虹原市内にある高校の、風紀委員の集まりでここに泊とまっているんだ。虹高の長谷委員長や、塩原さんも来ているよ」

「ああ……」

「もしかしたら、塩原さんの知りあいかと思ったんだけど、違うのかな」

　そういう意味か、と京介は納なつ得とくした。離はなれた街で偶ぐう然ぜん地元の高校生に会い、その偶然性を話題に話しかけたくなった、少年の意向はそんなところだろう。風紀委員の長谷は早く卒業してほしい上級生、塩原はこの頃挙動不ふ審しんなクラスメートであるが、世間話をする気分ではなかったので、京介は何も答えなかった。

　京介の無愛想な反応に少年は気分を害した様子もなく、「君たちは、何の用事で空橋に来たの？」と気軽に別の質問を繰くり出してきた。京介は私用だと短く答えた。少年は「私用なら、観光もたくさんできるだろう。羨うらやましいな」と笑った後、自分は虹稜学園の二年生で杉山だと自己紹しよう介かいまでしてきた。京介は相あい槌づちだけ打った。

「塩原さんみたいな女の子って、俺、わりとタイプなんだよな」

　ネクタイを解ほどき、杉山が唐とう突とつにそんなことを言った。

「ちょっと真面目まじめすぎる気もするけれど、そういう子の方が信用できると思うんだ。それに塩原さんって考えていることがすぐ顔に出るから、つきあいやすそうだ。裏切ったり騙だまされたり、彼女とならそういうもめ事は起きなさそうだし……」

　杉山はまだ話し続けていたが、京介は黙ってため息をついた。初対面の人間に対して、よくもここまで会話を持ちかけられるものだと、感心すらした。それとも委員会活動をこなすほど活発な学生は、得てしてこのくらい社交性があるものなのか。何にせよ、杉山が自分とは違う世界に属する人間であることには間違いがなかったし、そして何より京介は話を聞くのが面めん倒どうだった。杉山が一方的に口を開くように、京介も一方的に杉山の声を聞き流すことにした。

　カゴの上に放置された杉山のブレザーとネクタイに、ふと目が留まる。虹稜学園は、確か高い進学率を誇ほこる名門校。品行方正な生徒が多いと聞くが、そんな学校の風紀委員ならば仕事は楽な方だろう。長谷や塩原のように、日々生徒の行動に目くじらを立てることもないはずで、それはどこか余よ裕ゆうを感じさせる杉山の態度にも表れているようだった。

　平へい穏おんな学園生活。京介は服にかけた手を止めた。それはいつか自分にも戻もどってくるものなのだろうかと、意味もなく思った。

「……どう思う？」

　聞き流していたはずなのに、杉山の声が耳に入ってきた。杉山は京介の方をじっと見ていた。

「塩原さん、恋こい人びととかいるのかな」

「さあ」

「でも、気になる人くらいはいるだろうな」

「さあ」

　京介は止めていた手を動かし、シャツを脱ぬいだ。さっさと風呂ふろに入って、部屋に戻りたくなった。

「君……」

　杉山の声が、何かにつかえたように止まった。杉山はあからさまに不審な顔つきで、京介の上半身にある傷を凝ぎよう視ししていた。

　左胸にあるふたつの傷のうち、ひとつは四月にある事件に巻きこまれて、刺さされたもの。もうひとつの方は、夏休み中にとある状じよう況きようを打破するために、自分で刺した痕あとだ。脇わき腹ばらに刻まれた新しい裂れつ傷しようは、いまだ渦か中ちゆうにある出来事で負ったもの。傷痕にも傷口にも京介はもう慣れてしまったが、他人の目にはやはり異様に映るのだろう。殴なぐりあいもしたことがなさそうな杉山の反応はもっともではあるが、治らないのだから仕方がない。

「……ごめん、少し、びっくりして……」

　床ゆかに視線を落として、杉山が言った。歪ゆがんだ表情は、罪悪感に近い何かを表しているようだった。

「本当に、ごめん」

「別に」

「俺、ちょっとした切り傷とか見ただけで気持ち悪くなるくらいだからさ……」

「ふうん」

「だけどさ、そんなに怪け我がをしても……何ていうか……普ふ通つうに生きていられるもんなんだな……」

　杉山はそこで口をつぐみ、足早に浴室の方へ去って行った。静かだった浴場に、湯の流れる音が聞こえ始めた。

　天てん井じように向かって、京介は静かに息を吐はき出した。ひとつずつ傷ついて、気がついたら今日まで過ごしてきた。たったそれだけのことで、普通になんて生きていない。

　そんな自分でも、これからも生き続けるためにはどうすればいいのか。心の靄もやを辿たどれば、結局全すべてはそこへ行き着く。

　答えは見えているくせに、摑つかむ気力がないから、靄は晴れない。






















　夢から覚めて、砂島礼子は重い目ま蓋ぶたをゆっくりと押し上げた。

　目蓋のみならず、全身が重く、だるかった。眼球を少し動かすだけで、頭ず蓋がい骨こつの奥で視神経がぎこちなく軋きしむ。血管の内側を、硬かたい何かが粘ねばついた音を立てて通り過ぎる。鉛なまりを嵌はめこまれたような目玉を使い、礼子は時間をかけて周囲を見回した。

　鉄てつ格ごう子しのついた部屋。その内側。一見して得体の知れない大量の機械。無数の端たん子し、無数のコード。そのコードに繫つながれた、自分の肉体。重い瞳ひとみで見た限りでは、礼子自身の外見はこの部屋に入る前と変わっていなかった。礼子を取り囲む機械類は、低い起動音を立てていた。側面に並ぶ多数のランプが、一様に緑色の光を点ともしている。この色は機械の過熱を防止するため、一時的な休止状態にあることを示している。まだ私は私のままのようだと、礼子は感かん慨がいもなく確かく認にんした。これではまだ、あの人は殺せない。

　天井に視線を移し、礼子は今まで見ていた夢を思い出した。長い夢だった。幼い頃ころから自分の人生を順に振ふり返る夢だった。死に際ぎわにある人間の脳のう裏りには、これまでの人生が走そう馬ま灯とうのように蘇よみがえるという話は、よく聞く。今の夢もその類たぐいだったら、いやだな。礼子は意識的に息を吐いた。胸が上下すると、肋ろつ骨こつがぎしぎしと鳴った。
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　一人で鈍にぶい痛みに耐たえながら、一人ではなかった頃のことを礼子は思い返す。物心ついた時から、両親はとても優やさしかった。周りの人間もみんな優しかった。学校の先生も友だちもみんな親切だった。自分の周りにはいつも人がいて、みんなが礼子を見ていてくれた。誰だれからも好かれているんだという自覚は、幼心に嬉うれしいものだった。だがそれは違ちがうということに、いつしか気づくようになった。

　礼子がぜん息の発ほつ作さを起こさないよう、周囲の人間は気を遣つかっているだけだった。発作が生じると、誰もが真っ青な顔で駆かけ寄ってきた。症しよう状じようが静まれば、もう大だい丈じよう夫ぶだよと微笑ほほえんでくれた。それだけだった。私が苦しむと、みんなが慌あわてふためく。そうすることでしか他人の好意や自分の存在を確かめられないのは、いやだった。いつの頃からか、礼子は強く生きられる力を欲ほつするようになっていた。同時に、周囲に波風を立てない日々を望むようにもなっていた。

　成長するにつれて、発作はそれほど起こらなくなった。予防法や薬の飲み方に、礼子も慣れた頃だった。肩かたの荷がひとつ下りた気がして、礼子がふと周囲を見回すと、今度は剝むき出しの人間関係が待っていた。無条件で優しくしてくれる人は、両親以外にもういなかった。

　同級生はみな、好意と嫌けん悪おの境界線を明確に持ち、そうした中で各おの々おののグループを作っていた。個人の基準で人が簡単に好かれたり、嫌きらわれたりしてしまう。当たり前のことなのに、幼い頃から人の優しさだけに触ふれていた礼子にとって、それは恐きよう怖ふに近かった。厭いとわれるという事態は、想像しただけで恐おそろしかった。だから大多数の他人の中に溶とけこむように生きた。

　仲間外れにされないように。嫌われないように。そのためには、みんなが嫌うものは自分も避さけた。本当に言いたいことや、やりたいことがあっても、自分を抑おさえた。その逆もあった。面めん倒どうと思うこともあったが、多分これが社会性とか呼ばれるものなんだ、誰だってそうしていると思って生きた。それが以前求めた、強く生きる力なのかどうかもわからないまま。

「だから、私はあの人のことを……」

　礼子は声に出して、呟つぶやいた。硬こう直ちよくした喉のどからひび割れた声が漏もれ、気管支を痙けい攣れんさせる。変へん貌ぼうを遂とげる過程にある肉体。声も変わってしまうのかもしれないと、礼子は静かに予想した。予想しながら、夢をまた辿たどった。

　中学の頃、転校先で最初に友人になってくれたのは、自由奔ほん放ぽうで喜き怒ど哀あい楽らくの激しい、伸のび伸のびとした女子生徒だった。彼女には、礼子がそれまで自分自身に設けていた制限など、全くなかった。彼女を見ていたら嬉しくなってきて、私ももう少し自然に生きてみようかと思えるようになった。張りつめていた気がゆるみ、ゆるんだ途と端たん、ぜん息の発作がぶり返した。下校途と中ちゆう、苦しんでいた礼子を助けてくれたのは、偶ぐう然ぜんにもその友人の双ふた子ごの兄だった。

　友人も自由な人だったが、双子の兄も違う意味で自然体を貫つらぬく人だった。無口で無愛想で、協調性なんて生まれる前にどこかへ落としてきたような人だった。平均以上に明るい人が目立つように、平均よりも暗い人もまた、人の目をひいてしまう。陰かげ口ぐちを叩たたく人はたくさんいた。陰いん気きだとか変なやつとか、みんなに言われていた。本人はあまり気にしている様子はなかった。周囲に疎うとまれても、それが無理のない姿だからだろう。彼は、礼子の誰とでも分け隔へだてなく親しくできる性格を、努力してでもできるのはすごいと言ってくれたが、礼子は彼の生き方が羨うらやましかった。だから、好きになった。

「だけど……」

　声に出そうとし、喉に亀き裂れつに似た痛みを感じて、礼子は唇くちびるを閉とざした。処理期間中一時的に意識が戻もどっても、余計な行動をしてはならないと言われていた。口を閉じ、ここにはいない相手に向かい、礼子は心の中で謝罪する。だけどごめんね、京介君。私はあなたを殺さないといけない。謝っても決して許されることではないけれど、今はこうすることしかできない。

　豊花にもひどいことを言ってしまった。嫌われてしまったはずだ。あなたもきっと、こんな私を敵視する。でも私は任務を遂すい行こうして、最高位に認められなければならない。嫌われて憎にくまれて、どんな感情を受けても、私は私の目的を果たしたい。そうしないと──。

　機械が一いつ斉せいに、鋭するどい電子音を立てた。ランプの色が赤に変わり、やがて黄色の点てん滅めつへと移行する。休止状態から解けた機械が、動き出した。頭部に繫がれたコードから低い震しん動どうが伝わり、礼子の脳を満たし始める。脳のう細さい胞ぼうが位置を変え、大きさを変え、脊せき髄ずいがひずみを生じる。

　目ま蓋ぶたの重みに耐えられなくなり、礼子は瞳を閉じた。再び変わる自分を感じながら、過去の自分へ会いに行く。




　塩原友子がふと我に返った時、討論会も夕食も入浴も、全すべてが終しゆう了りようしていた。

　畳たたみに敷しかれた布ふ団とんの上でトランプに興じている委員たちを眺ながめ、一体自分は何をしていたのだろうと塩原は思い返す。夕方から今までの時間、塩原の頭の中を終始大暴走している言葉があった。一条京介がいる。さあ大変だ。どうしよう。この三つだけだった。

　こんなことを考えるためだけに、数時間も費ついやしてしまったとは。塩原は頭を抱かかえた。その途端、空腹で腹が鳴った。恥はずかしくなった塩原は、手近にあった枕まくらを摑つかみ、壁かべに向かって投げた。ちょうどこちらを振ふり向いた長谷が、「おお塩原君、枕投げとは血気盛さかんだな」と眼鏡めがねを光らせて参戦してきたので、塩原は買い物を理由に部屋を飛び出した。

「……恋こいは、時間と体力を著いちじるしく消費します」

　廊ろう下かの壁に手をついて、塩原は呟いた。最近の愛読書『これでばっちり。恋の悩なやみをめっきり解決』に載のっていた一文だった。恋は時間と体力を著しく消費します。ですから覚かく悟ごして挑いどまねばなりません。生半可な気持ちでは人生を無む駄だにするだけですから、気をつけましょう。すっかり暗記してしまった内容をぶつぶつと口にして、塩原は壁を引っ搔かいた。だが暗記ができたから、何だというのだ。いくら中身を覚えたところで、塩原の恋の悩みは一向にめっきり解決しなかった。

「……先の見えない片かた想おもいの場合は、自ら結論を出してしまうのもひとつの手です」

　壁伝いに歩きながら、塩原は暗唱を続けた。

「……その片想いの状態に、あなたが喜びを感じているのならば話は別です。しかし実る望みのわからない恋は、言ってみれば、分別不明のごみを、いつまでも捨てずに家の中にためこんでいるようなものです。外に出してみましょう」

　すれ違った旅館の従業員が呆気あつけにとられていたが、塩原は歩き続け、喋しやべり続けた。

「もしかしたら、それは燃えるものかもしれません。あるいは燃えなくても、リサイクルされ形を変えて、あなたのもとに戻ってくるものかもしれません。もしくは有害ごみとして、どこかで処分されるべきものかもしれません。何はともあれ、結果を恐おそれずに外に出してみましょう……」

「塩原さん、外に出かけるの？」

　突とつ然ぜん真正面から声をかけられ、塩原は驚おどろきのあまり声を発した。自分の奇き声せいにそこでまた驚き、塩原はようやく正気を取り戻した。塩原の三歩先には、一階へ下る階段があった。その階段に立ち、虹稜学園の杉山が塩原を不思議そうな顔で見上げていた。風呂ふろから戻ってきたところらしく、首にタオルをかけた杉山の茶色い髪かみは濡ぬれていた。

　塩原はがっくりと項垂うなだれ、杉山に見られないように心しん拍ぱく数すうの跳はね上がった胸を撫なでた。危なかった。もし声をかけられなかったら、階段から転げ落ちていたことだろう。注意力の散さん漫まんしていた自分を、塩原は激しく責めた。恋は時間と体力だけでなく、命をも消費するかもしれないと思った。

「それとも、風呂？」

　杉山が塩原の前まで上がってきて、言った。

「だったら少し急いだ方がいいよ。ここの大浴場、十一時で閉められちゃうみたいだから」

「ええと……」

　額に浮ういた冷や汗あせを手の甲こうで拭ぬぐい、塩原は答えた。

「夕飯を食べそこなってしまったので、下の売店で何か買ってこようかと思いまして……」

「売店か。俺も一いつ緒しよに行こうかな」

「でも杉山さん、早く部屋に戻らないと湯冷めしますよ」

「あ、よかった。まともに喋れるようになっている」

　塩原の顔を覗のぞきこみ、杉山が大きく微笑ほほえんだ。

「塩原さん、討論会の間も食事中も、ずっとまばたきもしないで口を開けていたもんなあ。どうかしたのかってみんなが話しかけても全然答えないから、びっくりしたよ」

「あれは……その……」

「具合でも悪いんじゃないかって、心配していたんだよ。でも長谷君が、この頃ごろよくあることだっていうからさ」

「間食に甘あま納なつ豆とうを食べ過ぎてしまって、つい……それだけです」

　塩原は床ゆかに落ちているごみを拾うふりをして、紅潮した顔を隠かくした。恥ち辱じよくだ、と思った。間ま抜ぬけな顔を他人に見られてしまった。恋はきっと名めい誉よと自尊心も消費する。こんなことでは今後の虹風連への参加も、次期風紀委員長の座も危あやうくなってしまう。実る望みのわからない恋は、あまりにも危険すぎる。焦あせりと不安に駆かられた塩原は、口の中で「では失礼します」と言い、杉山の横を早足で通り抜ぬけようとした。

「あ、そういえば、さっき風呂ふろ場ばで虹高の生徒に会ったよ。夕方、塩原さんが窓から見ていた人」

　何気ない口調で、杉山が声をかけてきた。踊おどり場で立ち止まった塩原は、杉山の姿を振り返った。杉山は首のタオルを引っ張り、天てん井じようを思おも惑わく顔で見上げていた。

「ちょっと変わった感じの人だったな。空橋には私用で来ているって言っていたっけ。同じ市内の学校だしさ、ここで会ったのも何かの縁えんだろうし、せっかくだからと思って話しかけてやったのに、ほとんど返事をしなかった。顔つきも暗いし、体に傷きず痕あとがいっぱいあったけれど、あれって喧けん嘩かかなあ。ああいうタイプって、クラスの中で浮くだろうなあ。友だちも少なそうだし……」

　そこまで言って、杉山は塩原の視線に気づき、慌あわてたように顔を綻ほころばせた。

「ああ、初対面の人間を悪く言うのはよくないよな。それに一応、塩原さんと同じ学校の生徒なんだしさ」

「私は別に……関係ありませんから」

　塩原は歯切れ悪く答えた。眉み間けんに皺しわがよっていることが、自分でもわかった。

「そうだ。俺、すぐ上着を着てくるからさ、一緒に散歩にでも行かない？」

　口調を明るいものに一変させ、杉山が階段を数段下りてきた。石けんかシャンプーのものらしきにおいが、塩原の鼻をついた。

「明日も朝から予定がびっしり詰つまっていて、自由時間はほとんどないだろう？　せっかく観光名所に来ているのにもったいないよ。今からだとそんなに遠くへは行けないけれど、近くのイチョウ並木くらいまで歩いてみない？　紅葉していて綺き麗れいだって聞いたんだ」

「行きません。お一人でどうぞ」

　塩原は膝ひざ丈たけのスカートを勢いよく揺ゆらし、階段を駆け下りた。杉山がまだ何かを言ってきたが、もう振ふり返らなかった。自分の悪口を言われたわけではないのに、塩原の頭の中は熱を帯び、はらわたが沸ふつ騰とうを始めていた。

　熱い額にふと寒風を感じ、塩原は足を止めた。廊ろう下かを全力疾しつ走そうしていたはずが、気がつくと旅館の外に出ていた。頭上には赤しやく銅どう色に染まった大きな月、スリッパのままの両足が、砂じや利りの敷しきつめられた冷たい地面を踏ふんでいる。吐はいた息が白く染まり、鳥とり肌はだまで立ってきて、塩原は肩かたを落とした。

　どこをどうやって飛び出してきたのかは思い出せなかったが、玄げん関かんから出たのではないことは確かだった。辺りは手入れの行き届いた松の並ぶ場所、十メートルほど前方には灯あかりの点ともった灯とう籠ろうも見える。どうやら旅館の庭へ出てしまったようだった。近くには、一階客室のガラス戸も見える。迷いこんだ姿を人に見られるのはいやだったので、塩原は足音を極力忍しのばせ、戻もどる方角を探して歩き始めた。

　数歩歩いたところで、灯籠のそばに人ひと影かげがあることに気がついた。旅館の従業員だろうかと目を凝こらし、一秒後、塩原は凝らしたばかりの目を力いっぱい見開いた。灯籠に寄りかかり、ぼんやりとした表情で月を見上げているのは、一条京介だった。

　塩原の唇くちびるから「ふまー」という奇き妙みような声が漏もれた。塩原は急いで自分の口を塞ふさいだが、一条京介はもうこちらへ視線を動かしていた。塩原は大おお慌あわてで「気をつけ」の姿勢を取り、とりあえず挨あい拶さつをした。

「こ、こんばんは」

　一条京介は三秒ほど塩原の顔を見ていたが、やがてゆっくりと目を逸そらした。その後塩原が何秒待っても視線が戻ってくることはなく、無言だった。無表情に近い顔つきには少しだけ疲ひ労ろうに似た色が滲にじんでいたが、それを考こう慮りよしても、やはり好感は抱いだけない陰いん気きな反応だった。杉山の意見は決して間ま違ちがってはいない。クラスでも浮いていて、友だちもいない。だが塩原はそんなことにはもう慣れていたし、臆おくすることもなかった。塩原は両手でスカートの生き地じを摑つかみ、思いきって一歩踏み出した。

「あの、私、虹風連の合宿でここに泊とまっているんです。偶ぐう然ぜんですよね」

　一条京介は「ふうん」か「へえ」か、それに近い相あい槌づちを小さく打ったが、塩原の耳には明確に届かなかった。それでもコミュニケーションが可能だと判断し、塩原は気をよくした。心しん拍ぱく数すうを増大させ、更さらに一歩を踏み出す。

　つい先ほどまで寒さに辟へき易えきしていたのに、もう顔が熱くなっていた。杉山の発言で火の点ついたはらわたが、再び湯気を漂ただよわす。分別不明の私の想おもいは、もしかしたら燃えるものかもしれない。塩原はもう一歩突つき進んだ。周囲には誰だれもいない、これは千せん載ざい一いち遇ぐうの大チャンスだと思った。外に出そう、先の見えない想いに今こそ結論を出すのだ。そうでないと、風紀委員としての人生にも支障が生じる。塩原は鋭するどく頷うなずき、足を進めた。一条京介の姿は、もう手の届く範はん囲いにあった。

「あ、あの」

　両手の拳こぶしを強く握にぎりしめ、塩原は口を開いた。しかし、開けただけで言葉は出てこなかった。頭の中ではあらゆる告白が跳はね回っているのに、なぜかひとつとして声にならない。塩原は「あの」という単語を十回くらい繰くり返した。突とつ然ぜん接近してきて唇を痙けい攣れんさせている塩原を、一条京介は道みち端ばたの烏からすでも眺ながめるような目つきで見ていた。

「あの、私は……」

　ようやく次の言葉が出た。灯籠の上に、どこからか飛ばされてきた枯かれ葉が落ちた。

「私は、実は……」

　枯れ葉がバランスを崩くずし、今度は一条京介の肩に落ちた。

「実は、あの……」

　一条京介が指先で枯れ葉をつまみ、地面へ放った。旅館の方から、虹風連のメンバーのものと思われる笑い声が聞こえた。

　やっぱり言えない。己おのれの不ふ甲斐がいなさに、塩原は唇を嚙かみしめた。何とか奮起し、「綺麗な月ですね」と口に出して、発言を終しゆう了りようさせた。一条京介は何も答えなかった。

　塩原は皺がよるほどスカートを握りしめた。私の馬ば鹿か、臆おく病びよう者もの。これでまた苦く悩のうの日々へ逆ぎやく戻もどりだ。こんなふぬけた人間は、もう虹風連から追放される。次期風紀委員長だって、務まるわけがない。クーデターだ、きっとクーデターが起きる。四組の風紀委員、あいつ辺りが何となく怪あやしい。塩原の指の下で、スカートがぱりぱりと妙な音を立てた。

　力を入れすぎたにしては、音がおかしい。塩原はポケットの中を探さぐってみた。甘あま納なつ豆とうの袋ふくろが出てきた。食べかけのものをポケットに仕し舞まっていたことを、すっかり忘れていた。そこで塩原はふと、一条京介がこちらの手元を見ていることに気がついた。音が耳みみ障ざわりだったのか、甘納豆が好きなのか、それとも特に意味はないのか。何にせよ、再びチャンスが巡めぐってきたと気を持ち直し、塩原は言った。

「あ、あの、この街の名物って、甘納豆なんだそうですよ」

　しかし一条京介はなおも黙だまっていた。話しかけてしまった手前、塩原は急いで次の台詞せりふを探した。いくら気を持ち直しても、このクラスメートが相手では、間が保もたなさそうだった。

「私は今までそれほど口にしたことはなかったんですけれど、食べてみるとおいしいんですね。それから、甘納豆って本当に納豆からできているのかと思っていたら、実は違うんですよね。初めて知りました。豆の種類は色々あるみたいですが、これは小豆あずきからできているようですね……わあ、結構糖分が多いんですね……」

　セロファンの袋をひっくり返したり、原材料名を確かめたり、塩原はかなり真しん剣けんに話題を提供した。だが全く反応はなかった。一条京介はもう塩原の方すら見ておらず、自分の足元を陰いん鬱うつそうな眼差まなざしで眺めていた。

「私は普ふ段だん和わ菓が子しより、どちらかというと、ケーキの方をよく食べるんです……」

　塩原もスリッパの先を見つめ、ぼそぼそと言った。体内にこもった熱が、どんどん下がっていくことを感じる。火を絶やさないように、薪まきをくべるように、塩原は意味のない話を無理矢理続けた。

「虹原駅の近くに最近できた洋菓子屋さん、シフォンケーキが絶品で、評判がいいんです。そこではクリスマスケーキの予約も受けているんですけれど、きっとおいしいんでしょうね。私も予約したいんですけれど、クリスマスはどうせ委員会の仕事で忙いそがしいし……あ、一条君って、クリスマスは何をしているんですか」

　答えが戻もどってくるのかどうか、かなり不安ではあったが、塩原は尋たずねてみた。さあ、とだけ一条京介が答えた。塩原は「一条君らしいですね」と返した。火の消えかかった頭の中は、もうまっ白に近かった。

「そうだ……一条君らしくないことを、ひとつ思い出しました」

　塩原の手の中で、セロファンの袋が潰つぶれた。塩原はほとんど無意識のまま、思いついたことを口にしていた。

「一条君って、虹原東ひがし中学出身でしたよね。その頃ころつきあっていた人がいたって、少し前に噂うわさで聞いたんです。ちょっと意外でした。人づきあいとか苦手なタイプだと思っていましたから」

　塩原は緩かん慢まんに顔を上げた。一条京介は依い然ぜんとして視線を下げたままだった。塩原の気のせいか、一条京介の目の光は前よりも更に霞かすんだものになっていた。引き際ぎわがいよいよわからなくなり、塩原は話し続けた。

「でもその彼女は、交通事故で亡なくなったって聞きました」

　塩原の頭の隅すみで、これ以上は話すべきではないと内なる声が鋭するどく囁ささやいていた。しかし塩原の舌は惰だ性せいで回り続け、簡単には止まらなかった。

「一条君が、その、今誰だれともつきあわないのって、ひょっとしてその人のことをひきずっているんですか。そうですよね、きっとそうでしょう。でも何と言いますか、もう何年も経たっているんだし、一条君が沈しずんだままでいたら、亡くなった人もきっと喜びませんよ。それに、死んだ人をずっと想おもって現実を見ないのって、やっぱりちょっと不健全だと思います。早く忘れた方が……」

「お前に」

　一条京介が重く、静かに口を開いた。唇くちびるから白い息が漏もれていた。

「お前に何がわかるんだ」

　一いつ瞬しゆんだけ、一条京介は苦しそうに眉まゆを寄せた。暗い瞳ひとみは、塩原の方を少しも見ようとしなかった。灯とう籠ろうから背を離はなし、一条京介が客室の方へ去っていく。どこからか戸の閉まる短い音が聞こえ、塩原は取り残されたことに気がついた。

　塩原は茫ぼう然ぜんと手の中の甘納豆を見つめた。一条京介の声が、鼓こ膜まくの内側で揺ゆれていた。声は小さく、全く感情はこもっていないようだった。怒おこらせたのか悲しみを煽あおったのか、表情からも判断できなかった。だが自分は今言ってはいけないことを口にしてしまったんだと、塩原はようやく理解し始めていた。

　外気の寒さとは別の理由から、塩原は全身を震ふるわせ、灯籠にしがみついた。激しい後こう悔かいと焦しよう燥そうが意識を蝕むしばみ、まともに立っていられなくなる。膝ひざまで震え始めた時、庭の先から長谷が手を振ふって駆かけてきた。月の光を受け、長谷の眼鏡めがねは塩原の心境とはどこまでも無関係に輝かがやいていた。

「塩原君、こんなところにいたのかね。探したぞ」

　灯籠と塩原の肩かたを気軽な手つきで叩たたき、長谷が言った。

「だが探したついでに、驚おどろくべき事実が発覚したぞ。この旅館に、あの魔ま女じよの一条兄きよう妹だいが泊とまっているのだよ。先ほど廊ろう下かで妹の方とばったり会ったのだが、いやはや、親友関係が導き出す偶ぐう然ぜん性には驚かされるものだなあ」

　青ざめている塩原には気がつかないらしく、長谷は足元の枯かれ葉を機き嫌げんよさげに蹴けった。

「それはさておき、もう買い物は済んだのかね。女子のメンバーも君を探していたぞ。塩原君もまじえて、色々と雑談がしたいそうだ。午後十一時の消灯までは自由時間だからな、時には普ふ通つうの女子高生との会話を体験するのも、風紀委員としての勉強になるだろう。今ばかりは羽を伸のばし、仲間とともに趣しゆ味みでも恋こいでも好きな話をするがいいぞ」

　伸ばす羽もない塩原は、背中を丸めてついに地面へ膝をつく。私の想いは有害ごみ。塩原が呟つぶやくと、長谷は新種の冗じよう談だんと勘かん違ちがいしたらしく、手を叩いて笑ってくれた。




　京介が部屋に戻ると、豊花が畳たたみの上に座って、火ひ鉢ばちに手をかざしていた。京介の顔を見ると、豊花は頰ほおをぷくっと膨ふくらませた。

「どこに行っちゃったのかと思えば、庭にいたの？　薄うす着ぎでうろうろしていると、また風邪かぜをひくわよ」

　京介は適当に相あい槌づちを打った。火鉢の中央、何片へんか重ねられている炭の奥に、赤く小さな火が揺れていた。火鉢の使い方を豊花が知っていたとも思えなかったので、京介は尋ねた。

「これ、どうしたんだ」

「風紀委員長に教えてもらったの」

　京介を見上げ、座るようにと目の動きで命令してから、豊花が答えた。

「さっき廊下で会ったの。びっくりしちゃった。虹原にある高校の集まりとかで、他校の生徒と一いつ緒しよに、今二階に泊まっているんだって」

　豊花の隣となりに座り、京介は火鉢と向かいあった。エアコンやストーブとは違う控ひかえめな暖気が、空気の中にゆっくりと溶とけこんでいるのを感じた。

「それで、あの委員長がね」

　両手をそっとこすりあわせ、豊花が言った。

「ここは学校じゃないけれど、自分たちは世界のどこにいようとも清く正しい虹高生だから、常に校則は守るようにって。それと、自分たちは世界のどこにいようとも親友同士だから、何か困ったことがあれば何でも言いたまえって。だから火鉢の使い方を聞いてみたら、あっさり教えてくれたの。あの委員長、ちょっとくらいは役に立つわね」

「お前、今までどこに行っていたんだ」

　京介の問いに、豊花は「あ、そうだった」と眉をつり上げ、体ごと京介の方へ向き直った。火鉢の温ぬくもりを押し退のけて、豊花の吐はく鼻息が京介の顔に押し寄せてくる。

「あんたが寝ねている間に、家長のいる部屋まで行って、盗ぬすみ聞きをしてきたの。副家長や誰かと長く話しあっていたわ。明日の朝、本家から戦力になる術者を何人か連れてくるとか、色々話していた。見つかりそうになったから、全部聞き終える前に逃にげて来ちゃったけど……家長はやっぱり、久画均精を潰つぶすつもりでいるみたい」

「……ふうん」

「ふうんじゃないわよ。このままじゃ、本当に礼子のことを何も調べられないうちに、団体が消えちゃうのよ」

　豊花がにじり寄ってきたが、京介は黙だまって視線を火鉢へ移した。本家の責任者が、術者にとって害となる存在を抹まつ消しようしようと考えるのは、至し極ごく当然のことだ。これまでもそうして幾いく人にんもの人間が、目論見もくろみを挫くじかれてきた。本家内部の者であろうと、外敵であろうと、敵は敵。本人の事情や心情、細かな人間関係、敵が潰ついえることによって生じる関係者の感情など、そういったことは一いつ切さい考こう慮りよしない。それが上層部のやり方だ。

　豊花が今やろうとしていることは、敵の事情を全すべて把は握あくすること。そうすることによって、自分自身の気持ちにも整理をつけようとしている。事情を調べ、敵を倒たおすべき存在と認めるしかないとわかれば、豊花はそうするだろう。全てわかったらその時に生じたありのままの感情を受け止めると、豊花は以前にも泣きながら言っていた。

　そして、おれは。京介は目を伏ふせた。自分は過去の感情に、いつまでもしがみついているだけだ。空橋へ来れば、もしかしたら覚かく悟ごが決まるかもしれないと思っていた。だが何も変わらなかった。

　新たな力をつけているという礼子と戦うつもりには、やはりなれない。向きあわないと死ぬこともわかっている。だが、女医や遊体精せい霊れいや、塩原までもが言ったように、気持ちを捨てることがどうしてもできない。他人にはどれほど愚おろかしく情けなく見えても、どうしようもなかった。

「ぐずぐずしている時間はないわ。家長たちや礼子がまた動き出すよりも先に、何とかしないと」

　豊花が京介の手首を摑つかみ、鋭するどい口調で言った。

「今夜を逃のがしたら、もうチャンスはないかもしれないわ。これからあたしたちだけで、久画均精へ忍しのびこむわよ」

「忍びこむって、どうやって」

「時間がないって言っているでしょう、そんなことは着いてから考えればいいわ。行くわよ」

「おれは……」

　京介は口を開きかけたが、言葉が出てこなくて、黙りこんだ。豊花はこちらが何を考えているのか承知しているらしく、手首を摑む指先に力をこめた。

「礼子と戦いたくないっていくら言い張っても、きっともうどうにもならないわよ。盗み聞きをしている時、女の人の声も聞こえたの。顔は見えなかったけれど、昼間に会え釈しやくをしてきたあの女医だと思う。あたし思い出したんだけど、あの人、この前まであたしが入院していた病院にもいたわよね。夜中に家長と何か話しているところを、あたし見たことがあるの。何の仕事をしているんだろうって気になっていたんだけど……あの人、さっきの話しあいの場で言っていたわ。京介に無理矢理にでも古代術を使わせる準備は、調ととのいつつあるって」

　京介の脳のう裏りに、冷たい針の光が音もなく浮うかんだ。薬物を投とう与よされ、操あやつられた状態でこの現状を打ち砕くだく。楽な選せん択たく肢しかもしれないと思えた。しかし薬の効き目が終わり、意識が戻もどった時、正気でいられる自信が京介にはなかった。

「とりあえず、この旅館から出ましょう。寝ている間に女医がやって来たら、それこそおしまいよ」

　豊花は京介の手の中に術具を押しつけると、慌あわただしくデイパックを背負った。

「それに……」

　立ち上がってスカートの裾すそを払はらい、豊花は光の強い目で京介を見下ろしてきた。

「礼子と戦いたくないのなら、なおさら今すぐ団体へ侵しん入にゆうするべきだと思う。礼子は今、どこかに閉じこもって、京介を確実に殺すための力をつけているって言っていたわよね。礼子がそんな力を手に入れないように、あたしたちで妨ぼう害がいするの。そうしないと、今度こそ本当に……」

　豊花はそこで黙りこんだが、言葉の続きは京介にもわかった。今度こそ本当に、殺される。

　術者が通常使用する玲れい洗せん樹じゆの枝と、古代術専用術具の両方が収められた布を見つめ、京介は唇くちびるを嚙かんだ。空橋になど来なければよかったのだろうかと思った。だが同行命令を拒きよ否ひしたら、薬を打たれるのがその分早くなっただけかもしれない。遠峰はどうあっても、京介を戦いの場へ引きずり出すつもりだったんだろう。

　砂島礼子を躊ちゆう躇ちよせずに殺せ。考えてみると、遠峰が誰だれよりも先に、そう命じてきたのだった。

「だけど……」

　セーラー服の襟えりを直している豊花に、京介は声をかけた。考えはまとまりきらないが、豊花を一人で行かせるわけにもいかない。旅館から出た方がいいという意見には賛同できるが、そこで問題点があることに気がついた。

「おれたちだけで勝手に動いたら、騒さわぎになるよな」

「呼び出しがあるまで自由にしていろって言ったのは、家長よ。だからそうさせてもらうだけよ」

「部屋の外に、監かん視しの職員がいる。おれの行くところには、必ずついてくると思う」

　京介が言うと、豊花は手を止めて「そうだったわね」と強く舌打ちをした。豊花は天てん井じようを睨にらんでぶつぶつと何か言っていたが、それも数秒の間だけだった。豊花は手を伸のばして京介を強ごう引いんに立ち上がらせると、大きく頷うなずいた。

「大だい丈じよう夫ぶ、足止めくらいにしかならないと思うけれど、いい案があるわ。京介は黙ってあたしの横にいて。それからまた風邪かぜをひかないように、これ」

　豊花が差し出してきたものは、使い捨てカイロだった。京介が「お前の分は」と尋たずねると、豊花はポケットを叩たたき、「もう五つ入ってる」と真面目まじめな顔で答えた。

「それとこれは、マフラーの代わり」

　次に豊花は、新しいタオルを京介の首へ巻きつけてきて言った。

「冬が来る前にちゃんと編んであげるつもりだったんだけどね、それどころじゃなくなっちゃったし……」

　京介が言葉を返すよりも先に、豊花は強く眉まゆをつり上げた。

「でも事件が終わったらまた再開するんだから、ちゃんと楽しみにして待っていてよ。あたしが編んだマフラーを、京介は五万円で買い取るの。いいわね」

　豊花はそれだけ言うと、大おお股またで部屋を出て行った。火ひ鉢ばちの中で炭がかすかな音を立てて、崩くずれた。




　京介が部屋を出ると、豊花が二人の職員と対たい峙じしていた。改めて観察するまでもなく、副家長の巨きよ体たいには及およばないものの、職員はどちらも立派な大男だった。以前京介の警護についてきた術者は一人で、京介は逃とう走そうを試みた時、不意を打って相手を昏こん倒とうさせることができた。だが一対一の不意打ちでも、あの時はこちらも相当のダメージを負ってしまった。

　この二人を正面から倒たおして進むことは、果たして可能なのだろうか。言われた通りに豊花の隣となりに立ちつつ、京介はすでに首を捻ひねってしまった。職員は豊花の真まっ直すぐな視線を平然と受け止めていたが、京介が出てきたことに気づくと、早さつ速そく一人が口を開いた。

「どこへ行くんだ」

「すぐ近くまで、お土産みやげを買いに行くだけよ」

　胸を張り、豊花が答えた。右手で京介の腕うでを取り、職員を追い払うように左手を振ふる。

「だから、おじさんたちがついて来ないでも大丈夫よ」

「我々もこれが仕事だ、そうはいかない」

　職員二人が同時に手を伸ばし、豊花を押し退のけて京介の両腕を摑つかんできた。しっかりといつもの手て錠じようまではめられた。やっぱりこうなったじゃないかと、無ぶ遠えん慮りよに腕へ走る痛みに京介がうんざりした時。豊花が天井に向かって叫さけんだ。

「県立虹原高校風紀委員長、大変よ。あんたの親友が、校則を破ってならず者と喧けん嘩かをしているわ」

　その瞬しゆん間かん、二階の方から騒そう々ぞうしい物音が響ひびき、階段の先から風紀委員長の長谷が眼鏡めがねを光らせて駆かけ下りてきた。長谷は両手に大量の枕まくらを抱かかえており、何やら叫びながら職員に投げつけていった。呆気あつけにとられた職員は反応が遅おくれ、「喧嘩は禁止、世界の隅すみ々ずみまで校則で満たすぞ」という意味不明の言葉を叫ぶ長谷の勢いは、圧あつ倒とう的だった。騒動を聞きつけて現れた旅館の従業員は、ひたすら凍こおりついていた。

　ありがたいのか迷めい惑わくなのか判断はつかなかったが、京介は難なく職員の腕から解放された。騒動のはずみで術具を包む布が解ほどけ、一本が床ゆかに落ちた。更さらには手錠が壊こわれ、片方の輪が外れ床を遠くへ転がっていく。左手の手首には金具が残っていたが、動く分には全く支障はなかった。術具を拾っている時間はなかったので、黒い玲洗樹の枝だけを持ち、目配せをしてきた豊花とともに京介は玄げん関かんに向かって走り出した。

　外に出ると、ちょうど風に乗って飛ばされてきたイチョウの葉が、頰ほおをかすった。かすかでも確実な痛みに、京介はそっと奥歯を嚙かむ。

　見上げた空には赤い月があった。血の色に似た月の顔が。




　廊ろう下かに面した扉とびらに、何かが当たる音がした。室内にいた女医が立ち上がり、扉を薄うすく開けて確かく認にんをした。床の上に、術具と金属の輪が転がっていた。金属の方は手錠に似た形をしているが、そこにあるものは片手分だけだった。女医は金属を拾うと、扉を閉めて室内に向き直った。

「行かせてしまって、本当によろしかったのでしょうか」

　女医の手の中で、窓から差しこむ月の光を受けた金属が、鋭するどく輝かがやく。先ほど廊下で起きた騒さわぎの音は、この部屋の中にもしっかりと届いていた。

「まあ、いいよ」

　座ざ卓たくに肘ひじをつき、湯飲みに口をつけていた責任者が答えた。

「止めたところで、何とかしようとするのが彼らのやり方だし。望むように動かせてみよう。それに、自由にしていいって言っちゃった手前もあるからね」

　そう言って、責任者は静かに茶をすすった。窓の外に見える庭を、責任者は穏おだやかな眼差まなざしで眺ながめていた。

「それにしても、あの双ふた子ごの行動は本当にわかりやすいね」

　茶ちや菓が子しに手を伸のばし、責任者は小さく笑った。

「妹の方は行動力がありすぎて、後先を考えない。兄の方は自分の殻からに閉じこもりがちで、結局は妹に引っ張られるままに動く。行動理念は非常に単純、だから結論が出るまでは止まらない。もしかすると、あの双子は久画均精にうまく侵しん入にゆうできるかもしれない。護衛隊には入れられなかったけれど、今のままでも結構使いやすいね」

「でも、大だい丈じよう夫ぶでしょうか」

　女医が言った。責任者とは対照的に、重い声だった。

「兄の方は、確かに自分の殻に閉じこもりがちですが……追いつめられると、突とつ拍ぴよう子しもない行動を取ると思います」

「ああ、この間、勝手に『灯台』に行っちゃった件だね。あれには僕も少し驚おどろかされたけれど、まあ、大丈夫でしょう。今度は行き先はわかっているんだしさ」

　急きゆう須すから茶を注つぎ足して、責任者が言った。

「一時間経たったら動くって、石田たちに言っておいてくれないかな。戦力は足りないけれど、その分持ち駒ごまに精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばってもらおう。君の方の準備は、もう万ばん端たん？」

「万端とは、正直なところ言い難がたいですが……」

　女医は自分の手元に視線を落とし、やや緊きん迫ぱくした顔つきで答えた。

「脳波や心しん拍ぱくなどの統計は、ここ数日の計測でほぼ完かん璧ぺきに調べ上げることができましたので、そちらの方の問題はございません。何とか対処してみせます」

「頼たよりになるね」

　責任者の言葉に女医が深く頭を下げ、部屋から出て行った。

　責任者は女医が残した金属の輪を手に取り、指先で幾いく度どか回転させた。責任者が手を止めると、金属は勢いを失って畳たたみの上に落ちた。輪は庭へ続く縁えん側がわのところまで転がり、ガラス戸に当たって止まった。倒れた輪を見つめて、責任者は大きく息を吐はいた。

「そんなところにずっと立っていて、寒くないかい」

　ガラス戸の外側に視線をやり、責任者が言った。

「部屋の中は暖かいし、お茶もお茶菓子も、おいしいよ」

　返事はなかった。責任者は再度湯飲みを手に取った。

「そうやって姿を消すのは、君たちの特とく殊しゆ能力なんだってね」

　湯飲みから漂ただよう湯気に、責任者が息を吹ふきかける。

「大したもんだよね。生まれつき備わっていない力なのに、身につけちゃうんだからさ。どんな訓練をするんだろうね。構成員の一日体験入学とか、あるのかな。まあ、あったとしても、僕はやらないけどね」

　責任者の声は、終始ひとり言には不向きな大きさだった。茶を口に含ふくんだ時だけ、「ぬるいなあ」と責任者は小声で感想を述べた。庭の先からは一向に返答がなく、何かが動く気配もなかった。ただ暗い静せい寂じやくに包まれていた。

「ところでこの街の甘あま納なつ豆とうってさ」

　しばらく間を置いた後、責任者は茶菓子を指先でつまみ、遠く目を細めた。

「昔遠足のお土産みやげに買った時と、全然変わってないなあ」




　川を渡わたり、イチョウ並木を抜ぬけて、山地へ続く道を進み、行き止まりにある林へ入る。昼間も通った久画均精への道は、分ぶん岐き点のない一本道だ。迷うことなく駆かける豊花の後方を、京介は曖あい昧まいな思考を抱かかえたまま走った。

　橋を通り過ぎる時、何台かのパトカーや救急車がランプを瞬またたかせている一角があった。川に車が落ちたらしく、大きな牽けん引いん車しやが動いていた。引きずり上げられた青い車は、虹原ナンバーのものだった。空橋駅のロータリーで見た青い車とよく似ているが、事故にでも遭あったのだろうか。つい止まりかけた京介を、豊花が数メートル先から「早く」と呼びかけてきた。

　やがて道は、勾こう配ばいの急な坂道に変わった。昼間と同様、京介たち以外の人ひと影かげはどこにもなく、鳩はとが浮ういていた溝みぞの水面は、月光に照らされて奇き妙みような色を輝かがやかせていた。ここまで急いだせいか、旅館から京介たちを追ってくる気配も、背後には全く感じられなかった。

　一いつ切さいスピードを緩ゆるめなかった豊花だが、林に入る直前でぴたりと立ち止まってしまった。この先は竹に遮さえぎられ、月の光は届かなくなる。更さらなる闇やみに包まれる躊ちゆう躇ちよと、ここを抜ければ目的地はすぐ目の前だという緊きん迫ぱく感が、豊花の足を鈍にぶらせたようだった。

「術で明かりを作った方が、いいかな」

　京介の顔を見て、豊花が尋たずねてきた。京介が答える前に、豊花は竹林を見上げて呟つぶやいた。

「……今はやめておいた方がよさそうね。団体側に気づかれるかもしれないし、それに昼間歩いた時は、五分もかからないで抜けられたんだから……」

　それだけ言って、豊花はひとりで小さく頷うなずいていた。そこから先は走らずに、豊花は慎しん重ちように足を進めていた。

　五分近く歩いても、暗い竹林は続いた。十分経っても、闇は途と切ぎれなかった。無言で足を運んでいた豊花の呼吸に、苛いら立だたしげな音が混ざり出し、二十分が過ぎた。京介の中にも不ふ審しんの気持ちは生じ始めていたが、隣となりを行く豊花はむきになったように歩き続けていた。

　そして林に入ってから何十分経ったのかわからなくなった時、豊花が足を止めて強く眉まゆを寄せた。

「……変よね。どうしていつまで経っても抜けられないのかしら」

　焦あせりと緊きん張ちようが強く混ざりあった声で、豊花が言った。京介は周囲を見回した。細長く、黒い竹のシルエットがどこまでも続いているだけで、入り口も出口も見当たらない。

「迷ったのかもしれない」

　京介は呟いた。久画均精へ侵しん入にゆうすることにいまだ決意が固まっていないせいか、自分の声はどこか他人ひと事ごとのように聞こえた。

「でも、昼間に来た時は真まっ直すぐ歩いていただけで、すぐに着いたじゃない」

　足元の笹ささを、豊花が鬱うつ陶とうしそうに蹴けりよけた。

「家長が何となく歩いていただけで、抜けられたのよ。本ほん拠きよ地ちがこんなにあっさり辿たどり着ける場所にあって平気なのかなって、つい思っちゃったくらいだもの。それなのに絶対おかしいわよ。どうして今は……」

「おかしいことは何もありませんよ。これが通常の状態なんですから」

　豊花を遮るように、右方向の闇から人の声がした。驚おどろいた豊花が京介の肘ひじを摑つかんできた。京介は声の聞こえた方向に、目を凝こらした。大人びた口調と、それにはやや不ふ釣つりあいな子供らしさの強い声に、聞き覚えがあった。

　笹を踏ふみ分けて、竹の後ろから姿を現したのは小こ柄がらな少年だった。色の判別がつきにくい闇の中でも、少年が身に着けているものが真っ黒なコートであることは明らかだった。相手の正体に豊花も気づいたらしく、京介の傍かたわらで表情を引き締しめていた。どことなく皮肉めいた笑えみを浮かべている少年の名前は、泉見順也。久画均精の構成員だ。

「こんばんは、一条さん。何日ぶりになりますかね」

　斜ななめに伸のびている竹のそばで立ち止まり、泉見が言った。緩い風が吹いて、くせの強い髪かみとコートの裾すそが揺ゆれていた。泉見は片かた腕うでの下に、いつかと同じぶ厚い紙の束を抱えていたが、それ以外には相変わらず武器の類たぐいは携けい帯たいしていないようだった。

「妹さんとお散歩ですか？」

　小さな体を竹に預け、泉見は悠ゆう然ぜんと腕組みをした。

「それでしたら、こんなところよりももっといい散歩道を教えてあげましょうか。ボクはこの街に三年住んでいますからね、ガイドブック並みの知識は一応備わっていますよ」

「さっきの、これが通常ってどういう意味よ」

　京介の肘を握にぎったまま、豊花が泉見を睨にらみつけた。

「もしかして、またあんたが変な力を使って、あたしたちを迷わせたんじゃないでしょうね」

「変な力だなんて、心外ですね」

　頰ほおに笑みを張りつかせたまま、泉見は腕組みを解いた。

「光流脈使いに比べたら、ボクたちの力なんて些さ細さいなものですよ。全すべて後天的につけるんですからね。生まれつき、遺伝で『変な力』を持っているあなたたちの方が、充じゆう分ぶん物ぶつ騒そうですよ。一条さんは特に、ね」

「悪いけれど、あんたと口くち喧げん嘩かをしている暇ひまはないの。林を抜ぬける道を教えなさいよ」

　豊花が京介の肘から手を離はなし、玲れい洗せん樹じゆの枝を包む布を剝はぎ取った。豊花の行動に泉見は微み塵じんも怯おびえた様子はなく、短く声を立てて笑った。

「妹さんの方は、一条さんと違ちがってずいぶん直情的なんですね。だけど脅おどされても、ボクはどうにもできませんよ。あなたたちが迷ったのは、ボクのせいじゃありませんからね。これが通常の状態だって言ったでしょう」

　泉見は子供を見るような目つきで豊花を眺ながめ、竹の側面を片手で軽く叩たたいた。

「ここに生えている全ての植物は、人や動物の方向感覚を狂くるわせる波を出しているんです。団体が植えたのではなくて、ずっと昔からこうだったようですよ。だから最高位はこの先に施し設せつを設けたんでしょうけれど。たとえ妹さんが術で林を焼き払はらっても、土自体に長年の波が染しみこんでいますから、意味はありません。ボクらは訓練で影えい響きようを受けないようにしていますけれど、部外者がここを抜けて団体の前まで辿り着くなんてことは、まずありえません」

「でも、今日……」

「ええ、聞きました。昼頃ごろ、そちらの責任者の方と門の前まで来たそうですね」

　手のひらで竹を撫なで、泉見が答えた。

「ボクが一条さんに渡わたした資料には、確かに団体の正確な所在地は載のせてありました。ですがここの林に関する記述は、一いつ切さいなかったはずです。あなた方の責任者は方向感覚が相当優すぐれているみたいですね。それとも単に勘かんがいいだけでしょうか」

「そんなことどうだっていいわよ。あたしたちは今、あたしたちだけで先に進みたいの。道を教えて」

　玲洗樹の枝を泉見に向け、豊花が怒ど鳴なり気味の声で言った。泉見は眉も動かさずに豊花と術具を眺め、静かに言い返した。

「真っ直ぐ引き返せば、林の入り口には戻もどれますよ。ここの植物は、戻ろうとする人まで惑まどわしたりはしません」

「あたしの話、ちゃんと聞いているの？　先に進みたいって言ったのよ」

　声を裏返す豊花に泉見は鼻を鳴らしていたが、やがて京介の方へ目を向け、尋たずねてきた。

「一条さん、団体へ来て何をするつもりなんですか？　団体を潰つぶしに来たんですか？」

　泉見の両目が、すっと細くなった。

「でも今の一条さんは、そんな一大決心をしたような顔には見えませんね。どちらかといえば、まだ砂島さんのことを諦あきらめきれずにいる顔に見えます。迷っているのに、頭の悪い飼い犬みたいな妹さんも放ほうっておけず、ついて来てしまったというところですか」

「あんたねえ……！」

　豊花が今度こそ本当に怒鳴ったが、泉見は京介から視線をそらさなかった。

「それとも、砂島さんに会いに来たんですかね。でも砂島さんは三日ほど外に出られませんよ。今、とある施設に閉じこもっていますから」

「……知ってる」

　京介が答えると、泉見はゆっくりと片方の眉まゆを上げた。

「そうですか。じゃあ、そこがどんな施設かも知っていますか？」

　京介は黙だまっていたが、表情で察したらしい泉見は、愉ゆ快かいそうに白い歯を見せた。

「なんだ、そこまでわかっていて、どうしてわざわざ来たんです。もしかして、砂島さんを止めに来たんですか？　ははあ、その顔は図星ですね。でも一度動き出した施設を止めることはできませんよ。残念でしたね」

　コートのポケットに両手を入れて、泉見は穏おだやかに微笑ほほえんだ。風が強さを増し、林のあちらこちらで竹が大きく揺ゆれた。

「その施設のことを、ボクらは『牢ろう』って呼んでいます。そこでは肉体や精神を組み直されて、より完かん璧ぺきな殺し屋になることができます。昔、優ゆう秀しゆうな構成員を量産するために開発された技術だそうですが、成功すれば素す晴ばらしい結果をもたらす一方で、失敗率もかなり高いという噂うわさです」

　風の影響で闇やみに差した月の光を見上げ、泉見はゆっくりと首を横に振ふった。

「そんな危険な場所へ、砂島さんは自ら望んで入ったんですよ。全すべて一条さんのためにね。砂島さんが好きならば、邪じや魔まはしない方がいいと思いますけれど」

「あんた、いい加減にしなさいよ」

　眉をつり上げた豊花が術具を放り投げ、素す手でで泉見に摑つかみかかろうとした。余よ裕ゆうに満ちた笑えみで豊花を見返していた泉見だが、その笑顔が不意に消える。ほぼ同時に、京介の背後で不規則な人の足音が響ひびいた。

　振り返ると、背後には風紀委員の塩原友子が立っていた。塩原は庭で京介が会った時と同じ、制服姿で佇たたずんでいた。寒さのせいか、それとも闇に怯おびえているのか、塩原の顔はうっすらと青ざめていた。

　なぜ塩原がこんなところにいるのだろう。京介は率そつ直ちよくに眉を寄せた。視界の端はしで、泉見が竹の後ろに身を隠かくすのが見えた。構成員として、無関係な人間には姿を見せないものなのだろう。塩原も泉見の方には気がつかなかったらしく、京介と豊花の間で忙せわしなく視線を泳がせていた。

「あ、あの……」

　両手でスカートを握にぎりしめ、塩原は唇くちびるを大きく痙けい攣れんさせていた。膝ひざも大きく震ふるわせて、塩原はわななき声で言った。

「あ、あの、私、謝らないといけないことがありまして、それで一条君たちの部屋に行こうとしたら、旅館から出て行くところを見てしまいまして……。それであの、つい反射的に追いかけたのはいいんですけれど、途と中ちゆうで見失って迷って……。あの、ここ、どこなんでしょう？」

　最後の方はほとんど涙なみだ声ごえになりながら、塩原が首を捻ひねる。豊花は泉見に見せたものとは対照的に眉を下げ、ついでのつもりか、肩かたも下げた。

「無茶をする風紀委員ねえ……。こんな暗い場所に、よく一人で入ろうと思えたわね」

「でもこの先に道はなかったし、もしかしたらと思いまして……それに万が一遭そう難なんしても、甘あま納なつ豆とうを持っているので非常食にはなるかと……」

　そこで塩原は激しいくしゃみを放ち、勢いよく洟はなをすすった。豊花が「そういうことを言っているんじゃなくてね」とうんざりした顔で返し、スカートのポケットから使い捨てカイロをひとつ引っ張り出した。

「ここであたしたちに会えなかったら、どうするつもりだったのよ。今いま頃ごろ、あの委員長が大おお騒さわぎで捜さがしているんじゃないの？」

　塩原の手の中にカイロを押しこみ、豊花が唇を尖とがらせる。豊花は京介の方へ「どうしよう」という視線を投げてきた。泉見から林の抜ぬけ道を聞き出したいところではあるが、塩原を無視することもできない。大体放置しておけば、塩原は京介たちについて来てしまうだろう。

　セーラー服の肩を小刻みに震わせながら、塩原はちらちらと京介の方を見ていた。塩原の言った「謝らないといけないこと」に見当がつかないまま、京介がため息混じりに口を開こうとした時だった。またしても新しい足音が林の中に入ってきた。

「ああ、やっと追いついた。塩原さん、結構足が速いんだな」

　塩原の背後から、少年が一人、息を軽く弾はずませて駆かけ寄ってきていた。塩原は口の中だけで短く悲鳴を上げ、振り返った。

「杉山さん……どうしてここに……」

「どうしてって、塩原さんが旅館を飛び出していくのが見えたから、何事かと思って追いかけてきたんだよ」

　乱れた前まえ髪がみを手で払はらい、少年が微笑む。部屋着の上に羽織った厚手のパーカーも、裾すその部分が捲まくれていた。

「ずっと後ろから待ってくれって叫さけんでいたのに、塩原さん、全然止まってくれないんだもんなあ。それにしても疲つかれたよ。俺、運動不足かもしれないな」

　少年の愛想のよい笑みを見て、京介は思い出した。旅館の大浴場で話しかけてきた高校生だ。あの時相手が一方的に名乗ってきた名前も、そういえば塩原が口にしたような名字だった。

　呼吸を整えていた杉山は、そこでようやく京介たちの存在に気がついたようだった。杉山は京介を見ると、わずかに目を見開き、片方の頰ほおだけを綻ほころばせた。

「ああ……また会ったな」

　京介は黙って一度だけ頷うなずき返した。杉山の目が笑っていないことが、何となく気になった。杉山のことを知らない豊花は、目をしばたたかせて、塩原や京介の顔を見比べていた。

　パーカーの袖そでで額を拭ぬぐい、杉山が言った。

「ええと、こんな時間にこんなところで、何していたんだ？」

「……別に」

「もしかして……」

　杉山は塩原と京介を順に見て、呟つぶやいた。

「塩原さんと待ちあわせをしていたとか？」

　瞬しゆん時じに塩原の青い顔が赤に変わった。塩原は大声で「違ちがいます」と怒ど鳴なった。

「おかしなことを言わないで下さい。私は虹原高校の風紀委員として、夜間に外出をしている彼ら兄きよう妹だいを注意しに来ただけです。夜中に待ちあわせだなんて、そんな、そんなふしだらなことを私がするわけありません。名めい誉よ毀き損そんで訴うつたえますよ」

　塩原はそれだけ叫ぶと、もと来た道へ駆け去ってしまった。

　塩原がいなくなっても怒鳴り声は残り、竹林の中にこだまを響かせた。駆け去る時に塩原に体をぶつけられたらしく、杉山は茫ぼう然ぜんとパーカーの腕うでを押さえていた。

「もうすぐ消灯時間だから、塩原さんを旅館に連れて帰らないとならないんだ」

　杉山は京介と豊花を一度ずつ見て、ひとり言に近い口調で言った。

「そうしないと、罰ばつ則そくとして次の合宿には参加させられなくなるからさ。……じゃあ、俺もこれで」

　走り出す瞬間、杉山が見せた横顔には笑えみが戻もどっていた。

　杉山の後ろ姿と足音が林の先に見えなくなった頃ころ、豊花が怪け訝げんそうに眉まゆを寄せて言った。

「知りあいなの？」

「さあ」

「あの人、三つ編みの風紀委員のことが好きなの？」

「さあ」

「何だか……気が抜けちゃったわ」

　豊花がため息を漏もらし、地面に落とした術具を拾い上げようと屈かがみこんだ。同時に、竹の後ろから、泉見が小こ柄がらな体をゆっくりと現した。隠かくれていた間に体でも冷えたのか、泉見の顔色は先ほどと一変して悪く、表情も異常なまでに張りつめたものになっていた。

　泉見の姿を見て、豊花が本来の目的を果たそうと術具を構え直す。だが泉見は豊花の方をまるで見ていなかった。不安定に揺ゆれる目で、塩原たちが今までいた辺りを凝ぎよう視ししていた。




「今の、誰だれですか」

　喉のどから絞しぼり出すような声で、泉見が言った。京介の気のせいでなければ、泉見の目元には涙なみだらしきものが滲にじんでいた。声も表情も、常に余よ裕ゆうに満ちた高こう慢まんな構成員とは、まるで別人のようだった。泉見の様子に豊花も不ふ審しんを覚えたらしく、術具を心持ち下げて、訝いぶかしげな顔をしていた。

「今の人は、誰ですか」

　泉見がもう一度、今度は口早に言った。声にはもとの張りが戻っていたが、言葉の端はし々ばしはなぜか大きく震ふるえていた。豊花が更さらに眉を寄せ、首を捻ひねって答えた。

「うちの高校の、風紀委員だけど……」

「違う、もう一人の方」

　泉見が声を荒あららげた。癇かん癪しやくを起こした子供のような怒鳴り声だった。豊花が困こん惑わくした目を向けてきたので、今度は京介が答えた。

「虹稜学園っていう別の学校で、風紀委員をしているやつだ」

　豊花が「虹稜だなんて、いいところ行ってるのね」と言うと、泉見が頭を大きく振ふって怒鳴り散らした。

「名前、名前は？　あの男、何て名前なんですか。年は？　出身中学は？　今どこに住んでいるんですか」

　強こわ張ばった顔を上げ、泉見が金切り声で尋たずねてきた。腕に抱かかえていた紙の束が地面に滑すべり落ちたが、本人はそれに気づいている様子もなかった。

　泉見の気き迫はくに豊花が息をのみ、京介も啞あ然ぜんとしてしまう。泉見の神経を何がこれほどまでに圧あつ迫ぱくしているのかはわからなかったが、京介はとりあえず知っていることだけを答えた。

「虹稜の二年だと言っていたから、年は多分、十六、七だと思う。出身中学や住所までは知らないけど、名前は確か杉山……」

「……やっぱり」

　泉見が顔を歪ゆがませて、両手でくせの強い髪かみを搔かきむしった。その姿勢で、泉見は笹ささを踏ふみ潰つぶし、竹を何度が蹴けりつけた。

「何で、何でこんなところにあいつがいるんだ。……虹稜学園……虹稜か……笑ってた、あいつ、笑ってた。どうしてあいつが、普ふ通つうの高校生活を送っているんだよ」

　頭を抱え、泉見は荒あら々あらしく叫さけび続ける。豊花は完全に術具を下げ、尋ねた。

「あんた、さっきの人のことを知ってるの？」

　十秒ほど経たってから、泉見はゆっくりと顔を上げた。ぼんやりとした顔つきで、泉見は京介と豊花を見ていた。

「失礼しました」

　大きく息を吐はき出して、泉見は京介と豊花に微笑ほほえみかけた。

「あまりに懐なつかしい人だったので、つい、取り乱してしまいましたよ」

　声は不自然なほどに明るく、目には異様に強い光だけが揺れていた。頰ほおをつり上げるように微笑んで、泉見は続けた。

「今の人は、以前ボクが通っていた学校の先せん輩ぱいなんです。中等部二年の杉山先輩は、初等部にいたボクたちの間でも有名でした。優ゆう秀しゆうな成績と、申し分のない生活態度の模も範はん生せいとしてね。ああ、懐かしいな……」
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　奇き妙みような笑えみを顔に張りつけ、泉見が喉を震わせて笑う。声に笑いを混じらせたまま、泉見は更に肩かたを痙けい攣れんさせて「でもね」と言った。

「でもね、違ちがうんですよ。あの人は模範生なんかじゃないんです。ボクたちの学校は厳しくて、勉強や日々の生活で不満が募つのらないやつなんて、一人もいなかった。杉山先輩だってそうでした。人前ではにこにこしていたけれど、あの人が溜たまった鬱うつ憤ぷんを陰かげで時々晴らしているのをボクは知っていた。最初は女子生徒でした。先輩はもてるのに、わざと恋れん愛あいには疎うとそうな真面目まじめな女子に近づくんです。それでつきあって、相手が先輩のことを真しん剣けんに好きになった頃ころ、唐とう突とつに冷たく別れを告げるんですよ。それから次は動物。道みち端ばたにいる犬や猫ねこを、誰だれも見ていないところで傷つけるんですよ。そして動物では満足できなくなったんでしょうかね、最後には人間を対象にしたいじめに走りました。それも、先生にばれないように、同じ中等部ではなくて初等部から相手を選んで、いじめの実行も初等部の生徒にやらせて、自分は手を下さずに見ているだけなんです。全く、やることが典型的すぎて笑っちゃうでしょう？　杉山先輩って、『正気と狂きよう気きの狭間はざまにある優等生はこういう行動を取るべき』とかいうマニュアルでも持っているんでしょうかね」

　泉見は大きな声を上げ、腹を押さえて笑い始めた。笑いは長く続き、泉見の目元に浮ういた涙なみだが頰を伝ったが、京介も豊花も笑うことはできなかった。

　以前、京介は他ほかの構成員から、泉見の『死んだ』理由を聞かされたことがあった。いじめに遭あって死にかけているところを勧誘員に拾われた。真冬の夜、同級生から手足にガムテープを巻かれ、学校の池に突つき落とされたと言っていた。

　いじめられた原因は、泉見の性格だろうとあの構成員は笑っていた。だがその元げん凶きようは別にあり、その本人が再度目の前に姿を見せたのだとしたら。

「お前……」

「ボクは、違いますよ」

　呼びかけた京介の倍近い声で、泉見が言い返してきた。

「ボクは違う、あなたや砂島さんとは違います。過去なんか、団体に入る前に綺き麗れいに全部捨てました。本当に捨てたんです。だから杉山先輩のことを、今もどうこう思ってなんかいません。私し恨こんを抱かかえる構成員に、仕事なんか来ませんからね。恨うらみとか悲しみとかそんなものは全部忘れて、前だけを、上だけを見てちゃんと生きています。ほら、一条さんとは違うでしょう。だから最高位も褒ほめてくれたんだ。それなのに、どうしてですか。ねえ一条さん、どうしてあいつがまたボクの前に現れるんです。どうしてあいつはあんなに楽しそうに笑っていられるんですか」

　両手を伸のばし、泉見が京介の腕うでを摑つかんだ。片手に残った手て錠じようの金具が、悲鳴に近い音を鳴らす。泉見の小さな手は震ふるえ、両目は不気味なまでに血走っていた。京介は何も答えることができず、ただ泉見を見返すことしかできなかった。豊花も茫ぼう然ぜんとしていた。

「こんなのはいやだ、絶対にいやだ……」

　泉見は京介の手を乱暴に離はなすと、大声で叫さけんだ。

「どうしてボクがこんなことで悩なやまないといけないんだ。あんなことを思い出して、また苦しまないとならないんだ。みんなあいつが悪いのに、あいつがいなければよかったのに。どうして、どうして……」

　突とつ然ぜん泉見が走り出した。地面に落ちていた紙の束が蹴け散ちらされ、紐ひもから千切れた幾いく枚かが宙に舞まう。泉見がコートの裾すそを揺ゆらして向かった先は、塩原と杉山が去った方向だった。

「あいつ、杉山って人に復ふく讐しゆうするつもりなんじゃないの？」

　豊花が息をのみ、ほぼ同時に駆かけ出す。泉見の残した色いろ濃こい殺気に顔を顰しかめ、京介も小こ柄がらな構成員の背を追った。




　上る時には気がつかなかったが、坂道の上にはイチョウの葉が点々と散っていた。京介が視界の中にようやく泉見の後ろ姿を見つけた時、杉山はのんびりと落ち葉を蹴けりながら坂道を下っているところだった。

　杉山の数歩先には、足早に歩く塩原の背中があった。いまだに怒おこっているのか、歩くたびに塩原の肩の上で編んだ髪かみの先が揺れていた。京介のところまで声は届かなかったが、杉山は塩原にしきりと何かを話しかけているようだった。杉山は着ているパーカーを脱ぬぎ、塩原の肩へかけようともしていた。だがそこで後方からの足音に気づいたらしく、肩かた越ごしにこちらを振ふり返った。杉山は駆け寄ってくる泉見を、ぽかんとした顔で眺ながめていた。

「お久しぶりです、杉山先せん輩ぱい」

　泉見が言った。無理矢理抑おさえつけたような声だった。泉見に話しかけられても、杉山はまだ茫然としていたが、数秒後、その顔が大きく歪ゆがんだ。

　杉山は悲鳴じみた声を発すると、持っていたパーカーを落として後退あとずさった。異変を察した塩原も、足を止めて体ごと振り返る。その頃ようやく京介も、豊花とともに泉見の背中に追いついた。

　強こわ張ばった表情の泉見が次の言葉を吐はくよりも、豊花が泉見を止めようとするよりも先に、杉山が叫んだ。

「なんでお前がいるんだよ。噓うそだろう、冗じよう談だんだろう」

　顔色をまっ白にした杉山は、両手を自分の目の前にかざし、視界から泉見を消そうとした。泉見は唇くちびるが紫むらさき色いろになるほどに強く嚙かみしめて、杉山を睨にらんでいた。

「誰だよ、誰かに言われたんだろう」

　不意に杉山が声を潜ひそめ、両手を下ろした。杉山は表情を憎にくしみに満ちたものに急変させ、泉見を睨ねめ返した。

「あいつにそっくりなやつを俺に見せたらどうなるかって、誰だれかが企たくらんだんだろう。そうだ、絶対そうだ。誰だよ、誰がそんなことを考えたんだよ。言えよ、お前、誰に頼たのまれたんだよ」

「ちっとも変わりませんね、杉山先輩」

　泉見が乾かわいた声で言った。声は静かなものだったが、泉見の手が今も震えていることに京介は気づいていた。杉山は相手の顔だけでなく、声も過去の知人と同じと知ってか、表情を醜みにくく崩くずした。その場に尻しり餅もちをついた杉山を、事情を知らない塩原は当とう惑わくした眼差まなざしで見つめていた。

「本当は気弱なくせに強がるところも、全すべて人のせいにするところも、以前のままだ。俺が悪いんじゃない、騙だまされた女子や弱い動物や下級生が悪いんだって、いつも陰かげで笑っていましたっけ」

「やめろよ」

　自分で落としたパーカーを蹴り、杉山が頭を抱えた。

「そういう台詞せりふを言ってみろって、それも誰かに頼まれたんだろう？　誰なんだよ。言えよ。中学の時の誰かだろう、俺に嫉しつ妬としていた誰かなんだろう」

「嫉妬、ですか」

　泉見が鼻を鳴らして笑った。

「自分は他人に羨うらやまれるべき優ゆう秀しゆうな生徒だと、今でも思っているんですね。幸せな人だな」

「やめろよ、喋しやべるな、その声を聞かせるな」

　杉山は更さらに深く頭を抱えこんで、怒ど鳴なった。

「冗談だって言えよ。俺が泣いて驚おどろけば満足するならそうしてやるよ。だからもうやめてくれよ。あいつが生きているわけないんだよ。わかりきってるんだから、もうやめろ。池の中であいつの頭が割れたところを、俺は見たんだぜ。死んだんだぞ。そこまでやれなんて俺は一言も言ってないのにさ、俺は悪くないんだよ」

　赤い月の下で、杉山の湿しめった声が長く響ひびいた。塩原はまばたきもせずに、口を半開きにしていた。京介の隣となりで、豊花は不快と憤いきどおりの入り混じった表情を浮うかべていた。泉見は表情もなく、黙だまり続けていた。

「なあ……俺も罰ばつを受けているんだぜ？　俺は悪くないのに、あいつの死の責任を負わされたんだぞ」

　杉山が頭を起こし、うつろな目つきで泉見を見上げた。

「事件は学校側がもみ消して、直接いじめたやつらは全員処分を受けた。それであいつらのうちの誰かが、俺のことを教師に話した。言うなって言ったのにさ。俺は日ひ頃ごろの生活態度がよかったから、教師は俺のことを信じてくれた。でも心の底では疑っていたんだろうな。三年になってから、第一希望の進学先の推すい薦せん願いを却きやつ下かされたんだ。人数規定があって、俺より成績のいいやつがいるからって言ってたけれど、絶対噓に決まってる。俺も罰を受けたんだ、俺は悪くないんだよ。だから出てくるなよ、死んでくれよ。ちゃんと消えろよ、消えろ」

　怒鳴りながら杉山が立ち上がり、泉見へ飛びかかった。肩かたを摑つかまれた泉見は歯を食いしばって抵てい抗こうしていたが、小こ柄がらな泉見は呆気あつけなく杉山に殴なぐられ、地面に倒たおされてしまう。倒れた泉見の体を、杉山は不器用な手つきで何度も殴り続けた。殴りながら嗚お咽えつを上げていた。

「京介、止めて！」

　豊花が金切り声で叫さけんだ。言われなくても見ていられなかったので、京介は杉山と泉見の間に割って入った。杉山の爪つめに手の甲こうを浅く抉えぐられたが、京介は杉山の腕うでを摑み止めた。

「何だよ……」

　杉山が見開いた目で京介を見返してきた。

「お前だって思うだろう？　こんなことが起きるなんて、絶対おかしいんだよ。俺はそいつを殺そうとしたわけじゃないんだぜ、そいつの運が悪かっただけなんだぞ。確かに俺はやりすぎたのかもしれない、悪いことをしたって少しは反省したよ。だけど気に食わないやつがいたり、そいつの悪口を言ったり嫌いやがらせをしたり、しなくても心の中で悪く思ったり、そんなことは誰でもやってるじゃないか。そうやってみんなバランスを取ってるんじゃないのか？　それなのにどうしてだよ。ひとつひとつ、責任なんか取っていたら切りがないよ。この先も怯おびえて生きなきゃいけないのかよ。こんなんじゃ委員会活動どころか、受験だって……」

　気がついた時、京介は杉山の頰ほおを殴っていた。手には打だ撃げきの感かん触しよくすらなく、手首の金具の揺ゆれる音と杉山が尻餅をついた音で、自分の行動を察しただけだった。怒いかりも正義心の欠片かけらも、何もなかった。ただ、これ以上相手の言葉を聞いているのが、いやになった。

　人の悪あしき感情は土地を汚よごす。痛ましい出来事が発生すれば、恐おそらくその地はひどく澱よどむはずだ。矯きよう正せい術者の務めは土地の浄じよう化か。澱みの再発を防ぐため、原因の追つい究きゆうも本家から薦すすめられてはいるが、必ひつ須すではない。本家の第一目的は光流脈の維い持じであり、人助けは付ふ随ずい事じ項こうに過ぎないからだ。泉見が『死んだ』時、その土地の矯正術者が何もしなかったのだとしても、それを責める権利は京介にはない。同じ術者として責任を感じる必要もない。それでもなぜか、心が痛んだ。

　杉山は顔を押さえ、しばらくの間俯うつむいていた。が、不意に上げると、杉山は逃にげるように坂道を駆かけ下りていった。

　塩原は京介や豊花や、倒れた泉見へ忙せわしなく視線を動かしていたが、やがてこの場に居づらくなったのか、杉山を追って走り出した。京介は少しだけ塩原が心配になったが、今夜以降、杉山がまた過去と同じ「気晴らし」を繰くり返すことはもうないような気がした。

　塩原の足音が遠ざかり、姿が消え、辺りに静せい寂じやくが戻もどった。京介は手の甲の傷をさすり、地面に残された杉山のパーカーに目をやった。豊花は蹲うずくまって動かない泉見の背を見つめていた。

「ねえ……大だい丈じよう夫ぶ？」

　豊花が控ひかえめな声で呼びかけた。泉見は一いつ瞬しゆん肩を震ふるわせたが、何も言わずにゆっくりと立ち上がった。目と口の周りが赤く腫はれていたが、泉見の目は乾かわいていた。風が吹ふき、泉見の足元をイチョウの葉が音を立てて通り過ぎ、汚れたコートの裾すそをはためかせる。

「駄だ目めですね、ボクは」

　血の滲にじんだ口元を袖そでで拭ぬぐうと、泉見が地面に向かって小さく微笑ほほえんだ。疲ひ労ろうとやりきれなさのようなものが漂ただよってはいたが、今度は無理を感じさせない自然な笑えみだった。

「任務でもないのに過去の知人の前に姿を見せてしまって、任務でもないのに殺してやろうと思って、そのくせ何もできなくて……」

　杉山のパーカーを眺ながめて、泉見が淡たん々たんと呟つぶやいた。

「……あんなに口くち汚ぎたなく罵ののしられても、何も言葉が出なかった。ただ殴られただけだった。先せん輩ぱいに傷つけられたのは、これで二度目です。二度とも何もできませんでした」

　豊花は唇くちびるを開けたり閉じたり、もどかしそうに動かしていたが、表情を引き締しめて言った。

「あいつが今度また誰だれかを傷つけようとしたら、その時はどこにいようと澱みを察して、あたしたちが止めるわよ」

「これから誰がどうなろうと、そんなことはボクには関係ありません」

　面めん倒どうくさげに答えながら、泉見はゆっくりと歩き始めた。

「学校にいても団体に入っても、生きていても『死んだ』後も、ボクは弱いままだ。先輩は……ずっと優位なままだ」

　地面に落ちたパーカーを一度だけ踏ふみ、泉見は坂道を上って行った。来た道を戻り、小さな影かげが竹林の方へ帰って行く。

「ちょっと……待ちなさいよ」

　戸と惑まどった顔で豊花が泉見に呼びかけるが、返答はない。放心気味な泉見は、背後の声も気配も全く意識していないように見えた。

「やだな……林の中で首をつったりしないでしょうね」

　豊花が呟き、泉見の後を追う。躊ちゆう躇ちよしたものの、結局は京介も豊花と同じ方向へ足を向けた。

　落ちていたパーカーを拾い、道の隅すみへ放ほうり投げた。そこで気づいた。溝みぞの中には、いつからいるのか、鳩はとが浮ういていた。

「ご覧の通りですよ」

　鳩が言った。

「過去と感情を捨てないと、身の破は滅めつを呼びこみますよ」

　鳩はそれだけ言うと、夜空へ飛び去った。




　泉見の後について進むと、数分で竹林を抜ぬけることができた。その先では昼間と変わらず、寺院に似た建築物の群れが京介たちを待ち構えていた。

　昼間はくすんで見えた瓦かわらの赤い色が、月の光を受けて濃こさを増している。それはどことなく不ふ吉きつな色だった。重い屋根の下、敷しき地ちのどこからもやはり物音は聞こえない。昼間は構成員が寄りかかっていた門にも、今は誰の姿もなかった。

　泉見は京介たちを一度も振ふり返ることなく、俯いた姿勢で足を運んでいた。泉見は門柱に手をついて入り口をくぐったが、京介と豊花は門の手前で足を止めざるをえなかった。日中、確かあの構成員は、門の先には特とく殊しゆな力が施ほどこされていて、侵しん入にゆう者しやが踏み入れば即そく死しすると言っていた。

「入りたければ、どうぞそのまま通って下さい」

　門を抜けたところで、泉見がこちらに背を向けたまま、言った。相変わらず力のない声であったが、背後の存在をきちんと意識した話し方ではあった。

「空間遮しや断だんの効力は、一時的に解除しました。だから今なら大丈夫です」

　それだけ言い、泉見はまた緩かん慢まんに動き始めた。京介は豊花と顔を見あわせた。豊花も不安そうな顔をしていた。豊花が足元に落ちていた石を拾い、門の先に向かって放り投げた。石は何事もなく、白い砂の敷しかれた地面に落ちた。

「行くわよ」

　豊花が低く呟き、京介の腕うでを引いて歩き始めた。門の下をくぐる時、京介も一歩ずつ確かく認にんする意味をこめて地面を踏みしめたが、これといった異変は起こらなかった。門を抜けた途と端たん、別の構成員がどこからか襲おそいかかってくることもなかった。

　泉見は敷地の外れに向かって歩いていた。豊花は周辺を何度も慌あわただしく見回していたが、やがて視線を泉見の背中に定め、小走りに追っていった。久画均精に侵入して調査をすると意気込んでいたものの、実際に広大な土地を前にすると、どこから手をつけていいのかわからなくなってしまったのだろう。京介も、たった今通り過ぎた建物が何に使われているのか、見当もつかなかった。

「ねえ」

　泉見の斜ななめ後方につき、豊花が小声で話しかけた。瓢ひよう簞たん型の池と、大きな樹木の間にある道を、泉見は背を丸めて歩いていた。

「礼子がいる場所を教えて。『牢ろう』だっけ……確か、そう言っていたわよね。どこにあるの？」

　返事はなく、豊花が頰ほおを膨ふくらます。泉見が声を出さずに何かずっと唇くちびるを動かしているのが、京介の位置からよく見えた。何を言っているのかはわからなかった。豊花は懲こりずに何度か同じ質問を繰くり返したが、結果は同じだった。泉見に案内役をやらせることは諦あきらめたのか、豊花が不服そうに息を漏もらして立ち止まった時、泉見も立ち止まった。いつの間にか道は終わり、白い壁かべの土蔵に似た建物の前だった。

　両開きの戸を、泉見が鍵かぎを使って開けた。その間も泉見は何かを呟つぶやき続けていた。泉見は何も言わずに扉とびらの先へ姿を消したが、扉は半開きにされたままだった。

「入ってもいいっていう意味よね……」

　扉を睨にらみ、豊花が唸うなるように呟いた。言いながら、豊花はもう扉の方へ歩き出していた。仕方なく、京介も続いた。

　土蔵の中は一間の部屋になっていた。本ほん棚だなが五つ、机が三つもあるせいで、足の踏み場はほとんどない。わずかな床ゆかの隙すき間まにも、積み上げられた本の山や、散らばった大量の紙の海で完全に埋うめつくされている。本棚の中にもはみ出すほどの書物が詰つめこまれ、半はん端ぱに開かれた机の引き出しからは、用よう途と不明な管や瓶びんが顔をのぞかせている。乱雑な部屋の一番奥で、泉見は床の上に座り、ぶ厚い本を真しん剣けんな顔つきで捲めくっていた。

「ここ、あんたの部屋なの？」

　豊花が尋たずねたが、相変わらず返答はなかった。豊花ももう気にしなくなったらしく、手近にあった椅い子すを勝手に引いて、腰こしを下ろそうとした。しかしその椅子の上にも、泉見がいつも持っていたような紙の束が何冊も積まれていた。

「敷地の見取り図とかないのかしら……」

　紙の束を除よけて、豊花がうんざりとした顔で椅子に座った。豊花が放った紙を京介は拾った。例の、米こめ粒つぶ的に崩くずれた書体の文字が、大量に躍おどっていた。床や本棚にある書物も、書名は全すべて理解不能だった。

「あの扉、何かしら」

　豊花が不意に椅子から立ち上がった。本棚の陰かげに小さな引き戸があった。普ふ通つうの家でいえば物置か納なん戸ど的な大きさの扉だ。床の書物と紙をかき分けて、豊花が戸へ近づく。泉見は読書に夢中になっており、京介たちの方を全く見ていなかった。

　鍵のされていない戸を、豊花が引いた。途端、冷たくかび臭くさい空気が、京介の顔へ押し寄せてきた。呻うめいている豊花の肩かた越ごしに、京介は戸の向こう側を見る。その中にもまた、大量の紙が積まれていた。部屋の主はここを物置に使用しているようで、紙の他ほかには壊こわれた椅子や、曲がった鉄パイプ、大きなガラスの塊かたまりも放置されていた。

「こっちに使われている文字は、普通のものね」

　拾い上げた紙に顔を寄せ、豊花が言った。豊花に渡わたされた紙を手に取り、京介も確認する。記された文字は、普ふ段だん見慣れた型の日本語だった。鉛えん筆ぴつ書きの文字は淡たん泊ぱくに整い、几き帳ちよう面めんな学生のノートを垣かい間ま見たような気分にさせられた。

　豊花のノートとは対照的だなと思ったところで、京介はふと気づいた。もしかしたら、これは泉見の筆ひつ跡せきではないだろうか。久画均精で使用されている古い文字を、いつだったか「読めるようになるのに半年かかった」と泉見は自じ慢まんげに話していた。ここへ押しこめられている紙は、泉見が特とく殊しゆな文字を扱あつかえるようになる前に書いたものなのかもしれない。豊花は「見取り図はないの」と言いながら、他の紙をひっくり返していた。

　筆跡にばかり気を取られていたため、紙に記されている内容に京介は初めて目がいった。整然とした文字は「久画均精がこれまでに殺害対象と認めた存在の記録」を示していた。西せい暦れきと名めい称しようがいくつか並んでおり、人の名前もあれば、何の名称かわからないものもあった。太い二重線で消され、読み取れない箇か所しよもある。残された部分も京介にはほとんど理解できなかったが、知っている語句もあった。一番最後に載のせられている人名は、京介自身のこと。そして一番最初に記されている光こう儀ぎ大たい神しんとは、光流脈のもととなった太古の精せい霊れいの名前。術者の先祖である巫女みこが仕えた存在のことだ。

「詳くわしいことはわかりませんけれど、ボクらの団体──久画均精は、遥はるか昔から存在する機関のようですよ」

　京介の背後で声がした。振ふり返ると、戸の前に本を抱かかえた泉見が立っていた。読書に疲つかれたのか、泉見は血走った目をこすりながら続けた。

「団体には独自の基準があって、基準から逸それたもの、要するに大きすぎる力を持つ存在を、世の中から抹まつ消しようすることを目標としているそうです。何のための基準なのか、ボクはまだ教わっていません。最高位の座を狙ねらえるほどの優ゆう秀しゆうな人材でないと、知り得ない機密ですからね。でも、基準は存在の善悪には関係しないことは確かでしょう。団体が最初に消した精霊は、特に悪あしき働きをするものではなかったようですから」

「でも……」

　不可解そうに眉まゆを寄せて、豊花が問い返した。

「光儀大神を滅ほろぼしたのは戦いくさを仕し掛かけてきた近きん隣りん村落の民たみだって、伝承には残っているわよ」

「あなた方の組織にどう伝わっているかは、ボクにもわかりませんけれどね。でもそういう文ぶん献けんが残っているのなら、その通り、直接手を下したのはどこかの民なんじゃないですか？　レベルは全く違ちがいますけれど、杉山先せん輩ぱいみたいなものでしょうかね」

　自分の出した喩たとえにつまらなそうに笑い、泉見は足元の紙を蹴けった。

「団体の思おも惑わく通りに精霊の体が粉ふん砕さいされた後、その欠片かけらを使ってあなた方のご先祖様は光流脈を創つくった──確かそうでしたよね。巫女の血を引く者ならば、光流脈から光儀大神とほぼ同等の力を引き出せます。最も大きな力は古代術で、巫女の力を上回るものもあります。だけど団体は、新たな力の誕生もそれを守る組織の存在も、注目するに値あたいしないと当初は判断したそうですよ」

「どういう意味よ」

　注目するに値しないという言葉に蔑さげすみを感じたのだろう、豊花が不ふ機き嫌げんそうな声で問い返す。泉見は持っていた本を紙の上に置き、両手でまた目をこすった。

「簡単なことですよ。光流脈は人の悪意で澱よどみが生じるという欠点があります。澱みとは力の機能低下、低下の行く末は損そん壊かいでしょう？　光流脈がなくなれば、光流脈使いが術を発動させることは実質的に不可能となります。これからの時代、矯きよう正せい術者がいくら澱みを浄じよう化かしても、光流脈は将来的に崩ほう壊かいする、団体はそう思ったんでしょう。そんな将来は、誰だれにとってもきっと綺き麗れいな未来ではないんでしょうけれどね」

　目ま蓋ぶたから手を離はなし、泉見が短い息を吐はく。杉山に殴なぐられた痣あざの色よりも、目の充じゆう血けつの方が色は濃こかった。勉強に疲れた学生、京介はついそんな表現を思いついてしまう。現実的な感想を抱いだきつつ、遠い時代に思いを巡めぐらす。

　久画均精は太古より存在する機関だった。光流脈統とう轄かつ管理本局が創立される以前から動いている組織ならば、現代にあって本家の詳しよう細さい事じ項こうに通じている理由も納なつ得とくできる。だがいずれ光流脈は滅びると見限った団体が、なぜ今になって古代術の使い手を抹消しようとしているのか。京介が抱いた疑問を豊花も感じていたらしく、泉見に向かって言った。

「だったら京介のことも放ほうっておけばいいじゃない。光流脈や本家のことは黙もく殺さつしてきたくせに、矛む盾じゆんしてるじゃないの。それともあんたのところの偉えらい人って、いい加減な仕事をするわけ？」

「あまり最高位の悪口を言わない方がいいと思いますよ。遠くに離れていても、ちょっとした気配は察してしまえる人ですからね」

　軽く肩かたをすくめ、泉見が答えた。

「それに、矛盾はしていませんよ。少し前まで存続していたあなた方の組織の制度……頂点に立つ人を、光こう主ぬしって言うんでしたっけ？　代々、ずいぶんと欲の強い人が多かったみたいですね。古代術の使い手も、これまで光主の私欲でかなり死なされてしまったようですからね。団体が手を出さなくても、放っておけば澱みか光主が力と組織を潰つぶしてくれたことでしょう。だけど今年の梅雨つゆの頃ころ、一条さんが最後の光主を倒たおしてしまいました」

　京介を見て、泉見が血走った瞳ひとみを微笑ほほえませる。間を置かずに泉見は「それから」と続けた。

「それから、ここに載っている人たちのこと……」

　泉見が手を伸のばしてきて、京介の持つ紙を取り上げた。二重線で消されて読めなくなっている部分を指さして、泉見は言った。

「具ぐ幻げん屋やと笠かさ岡おか理り保ほという拝はい呪じゆ能力者を、一条さんは知っていますよね。それぞれどこにも属さない単体の能力者ですが、彼らの力は人の生死にかかわるものです。団体が危険視する基準の中にはそういったものも含ふくまれるようで、彼らもいずれは団体で抹消するはずだった存在です。ですが一条さんが絡からむことによって、どちらもすでに力をなくしています。顔に似あわず、一条さんは結構働き者なんですね」

　紙を放り、泉見が片方の頰ほおを歪ゆがめた。

「殺し担当の構成員の仕事を楽にしてくれたという意味では、一条さんは素す晴ばらしい協力者なんでしょう。でも最高位はそうは思わなかったようです。直接的にしろ間接的にしろ、意図的であってもそうでなくても、一条さんがいると団体の最終的な計画に狂くるいが生じる。最高位はそれを恐おそれたのでしょう」

「そんなの、そっちの勝手な都合じゃない」

　豊花が紙を蹴って、泉見を睨にらんだ。

「あたしたちは、単に巻きこまれた事件に対処しただけだもの。京介が邪じや魔まなら、どうしてその最高位が直接出てこないの。そんなに大事な団体の計画って、一体何なのよ」

「だから、そういうことまではボクにもわかりませんよ。頂点に立つ者が命じるならば、殺し担当の構成員は従うまでです。団体が計画を果たすために、どうしてボクたちみたいな死に損ぞこないの人間を使うのかも、よくわかりません」

　舞まってきた紙を払はらい除のけ、泉見が「それよりも」と声を明るくして言った。

「ボクは出かけますけれど、一条さんたちはまだここにいますか？」

　泉見は一歩下がって微笑んだ。浮ういた笑えみは、いつも泉見が見せていた不ふ遜そんなものに近づいていた。

「『牢ろう』に行きます。先ほど見苦しいところを見せたお詫わびに、砂島さんに会わせてあげてもいいですよ」

　豊花が短い声を発して立ち上がると、その反応に泉見は満足げに笑いを深くした。泉見は豊花から京介へ視線を移してきて、首を小さく傾かたむけた。

「どうします？　会いたくありませんか？　まともな状態の砂島さんに会える機会は、もしかするとこれで最後かもしれませんよ」

　即そく答とうできない京介の手を、豊花が強く引いた。

「何してるのよ、行くわよ。今の話、聞いたでしょう？　最高位の判断であんたは殺されそうになっていて、礼子はやっぱり使われているだけじゃない。悪いのは最高位であって、礼子と京介が殺しあう理由なんてないのよ。礼子を止めに行くわよ」

　焦じれた顔つきで、豊花は何度も京介の手を引いてくる。手て錠じようの金具が揺ゆれ、京介は唇くちびるを嚙かんだ。

　泉見の話は大体理解できた。不ふ透とう明めいな部分を握にぎっているのは団体の最高位であり、自分が立ち向かうべき相手は、その人物なんだろうということもわかった。礼子は一構成員として、上からの指示で動いているだけ。だから任務を果たそうと必死になっている。だが、本当にそれだけだろうか。

　二年前の礼子は、自分なりの感覚を大切にして、毎日を楽しもうと生きていた。何かのために本音を押し潰つぶすようなことはしたくない、そう言っていた。そんな礼子が、たった二年の時を経ただけで、あんなにも冷たい殺し屋になってしまった。それに納なつ得とくがいかない自分は、やはり過去にとらわれすぎているだけなのか。泉見や杉山が、京介には哀かなしく見えた。だがどんなに哀あわれでみじめでも、たとえ身の破は滅めつを招こうとも、自分も過去を抱かかえていないと生きられない種類の人間なのかもしれない。豊花に急せかされながら、京介は深い予感を抱いだいていた。

　その時、土蔵の入り口の方から大きな物音がした。豊花は驚おどろいて京介の手を離はなしたが、泉見の余よ裕ゆうに満ちた表情も、たちまち恐れに似た色へ変わった。

「やっとお帰りかよ、順也君」

　床ゆかの本と紙を堂々と踏ふみながら歩いてきたのは、四人の若者だった。黒いコートと鉄パイプ状の武器という全員共通の装備は、泉見の構成員仲間であることを予想させた。しかし泉見は四人から顔を背そむけていた。

「一いつ緒しよに遊ぼうって、いつも言ってるのにさあ」

　一人がおどけた口調で言い、机を蹴けった。引き出しの中身が床へ散った。

「この前も俺たちに黙だまって一人で虹原なんかに行っちまったくせに、土産みやげも買ってこないしさあ」

「そうそう。贔ひい屓きされてこんな個室をもらっているんだからさ、ずっとここにいればいいのによ」

　更さらに一人が落ちたものを土足で踏みつけた。

「それなのに、今夜もまたどこかへ行ったっきり、帰ってこないんだもんなあ。待ちくたびれて眠ねむりそうになっちまったよ」

「お子様がこんなに夜遅おそくまで歩き回っていると、叱しかられちゃうよ」

　二人が同時に鉄パイプを振ふって、本ほん棚だなを両側から叩たたいた。本の崩くずれ落ちる震しん動どうは物置の中にまで響ひびき、豊花が小さな悲鳴を上げる。そこで構成員たちが、京介と豊花の存在に目を留めてしまった。四人は汚きたない笑いを一いつ斉せいに止めた。

「おい、順也。誰だれだよ、こいつら」

　尋たずねられた泉見が黙っていると、一人が「答えろよ」と泉見の頰を殴なぐった。倒たおれた泉見の体が紙の海に埋うもれると、構成員たちに笑いが戻もどった。豊花が京介の横へ戻ってきて、「どうしよう」と囁ささやいた。ごみだらけの物置は、京介たちのすぐ後方で行き止まりになっている。

「あ、俺、こいつら知ってる」

　一人が京介の顔を指差し、声を跳はね上げた。

「昼間、門の前まで来た光流脈使いだよ。同じ顔をしたやつらだったから、よく覚えているんだ。絶対そうだよ」

　舌足らずに言う一人は、どうやら日中に一度顔をあわせた構成員のようだった。他ほかの三人が「へえー」と感かん嘆たんじみた声を上げ、物置の中を覗のぞきこんでくる。顔つきや目の光は、京介が街でよく絡からまれる不良学生とほとんど変わらなかった。

「じゃあさ、砂島が今始末しようとしているのは、こいつらのどちらかってことか」

「ああ、聞いた聞いた。あの女、一人殺すのに三回しくじったらしいよ」

「三回も？　こんなガキ相手に？」

「幹部候補とか言われているくせに、情けないやつ」

　四人が笑い、鉄パイプで物置の戸を何度も叩いた。

「それで砂島は処分されたのか？」

「お前、相変わらず情報に疎うといなあ。あいつ、今『牢ろう』に閉じこもってるんだろう？」

「情けないくせに、根こん性じようはあるよな。普ふ通つうはそこまで頑がん張ばらねえよ」

「でもこいつを殺せば、よっぽど高い成績がもらえるってことだよな」

　四人が顔をあわせ、黙った。四人の背後で、泉見が体を起こして顔を拭ぬぐっている姿が見えた。

「だけどさ、殺害命令は一時的に中止にされてるんだよな。今行動しても、得にならないんじゃないの？」

「そんなもの、また実行命令が出た後に報告すればいいんじゃねえか」

「お前って結構頭いいな。で、どっちが殺害対象なんだ？」

「知らねえよ、両方やっちまえばいいだろう。でもこれで、砂島の努力は水の泡あわか。可哀かわい相そうにねえ」

「『牢ろう』なんかに閉じこもってるやつが悪いんだよ」

　四人が同時に笑い、次の瞬しゆん間かんには四対ついの瞳ひとみが京介たちの方へ戻って来た。獰どう猛もうな目の色は、街の不良学生とはすでに一線を画している。退路を探す豊花の隣となりで、京介は音を立てずに息をのみこむ。他人の任務を奪うばってでもなりあがることは、団体の中ではよくあること。泉見はかつてそう言って、京介を罠わなにはめようとした。

　目の前にあるものは、四つの殺意と四つの凶きよう器き。凶器は対象を一いち撃げきで殺すことが可能な特とく殊しゆ装備。

　行く手を遮さえぎるものはいつでも無む慈じ悲ひに輝かがやくことを、京介は感動もなく思い知る。




　旅館に戻ってきた杉山充則が「急用を思い出したので、すぐに帰らないといけない」と言い出したため、虹風連の泊とまる部屋は一時騒そう然ぜんとなった。

　一部の女子委員が「急用って何」という質問と、「その顔の傷はどうしたの」という疑問、そして「杉山君が帰ってしまったら寂さびしい」という個人的な意見を繰くり返し本人へぶつけていた。「杉山君が帰るなら私も帰る」と言い出す者も現れ、代表の長谷がその場を収めようと駆かけ回った。長谷の足音が更に騒そう々ぞうしさをかき立て、最終的には旅館従業員が注意にやって来るほどの始末となった。

　騒さわぎに紛まぎれるようにして、杉山は荷物を抱かかえ、足早に部屋を出て行った。杉山の動向に唯ゆい一いつ気がついた塩原は、小走りに玄げん関かんまで追いかけていった。杉山はたたきのところで、靴くつを履はき替かえていた。

「あの、せめて明日の朝まで待った方がいいんじゃないでしょうか」

　杉山の背中へ、塩原は恐おそる恐る声をかけた。塩原が夜道から旅館に戻ってきた時、杉山はもう帰り支じ度たくを始めていた。他の委員が騒いでいる間近で、坂道での一件を杉山に尋ねることはできなかった。今になってようやく声をかける機会がきたものの、いざとなると、質問をする勇気は塩原の中で消えかかっていた。

「終電の時間はもうとっくに過ぎていますし、バスだってありませんよ。どうやって帰るんですか」

「タクシーで家まで行ってもらうから平気だよ。金はかなりかかるだろうけど、仕方ないさ」

　靴を履き終えた杉山が、塩原の顔を直接見ずに微笑ほほえんだ。痣あざのできた頰ほおは不自然にひきつり、顔色も坂道で急変した時と変わらず青白いままだった。笑えみはすぐに崩くずれ、杉山は低く呟つぶやいた。

「……もう、ここには一秒もいたくないんだよ。合宿なんて、とてもじゃないけれど続ける気分じゃない」

「あの、杉山さん……」

「虹風連の活動はしばらく休ませてほしいって、長谷委員長に伝えてくれないかな」

　塩原の声を遮り、再度無理矢理作った笑みを浮うかべて、杉山が言った。

「理由は、勉強とか部活とか、何でもいいからさ。帰ったら、すぐあいつの墓参りに行くよ。気がすむまで毎日行く。だから他ほかのことをしている暇ひまはないんだ。それから、お祓はらいとかもした方がいいんだろうな。また金がかかるよな……」

　杉山は声に出して笑おうとしていたが、唇くちびるが痙けい攣れんをするだけだった。震ふるえは全身に広がり、笑みを失った杉山は荷物を落とした。杉山は両手で自分の茶色い髪かみを摑つかみ、頭を左右に振ふった。「あとは何をしたら許してくれるんだろう」と、杉山はしきりに涙なみだ声ごえで呟いていた。塩原は何も声をかけられなかった。

　しばらく経たってから、杉山はようやく落ち着きを取り戻もどした。荷物を拾い、手の甲こうで目と鼻を強く拭ぬぐって、「これは嫌いや味みとか変な意味があるんじゃなくて、ただの俺の意見なんだけどさ」と前置きをしてから、杉山が言った。

「塩原さん、あの虹高生のことはやめておいた方がいいと思う」

「な……」

　即そつ刻こくうろたえた塩原を気にかけることもなく、杉山は足元に向かって話し続けた。

「俺さ、今までずっとどうしようもないことをしてきたから、人を観察する目にはわりと自信があるんだ。こいつは何か大きな弱みがあるなとか、何回失しつ恋れんしているなとか、そのうちでかいことをするなとか、何となくだけど、わかるんだ。あの虹高生……あいつはよくわからなかった。俺の知りあいの側にいたせいかもしれないけれど……あいつもそのうち死んじまいそうな気がした。うまく言えないけれど、多分、塩原さんみたいな普ふ通つうに真面目まじめに生きている人とは、きっとあわないと思う」

　言い終わった後、杉山は「ごめんな」と浅く頭を下げ、旅館を出て行った。

　杉山の閉め忘れた扉とびらから、夜風が吹ふきつけてきた。もうずいぶん前から寒いと感じていたものの、塩原はいつまでも動けずにいた。




　鉄パイプを構え、四人の構成員が雪崩なだれ込むように物置の中へ飛びこんできた。豊花が悲鳴を上げ、闇やみ雲くもに玲れい洗せん樹じゆの枝を振り回す。京介は豊花の腕うでを摑んで、背後へ押しやった。ここで術を発動させれば、更さらに他の構成員を呼び寄せてしまう可能性もある。

　一番初めに襲おそいかかってきた構成員の鳩尾みぞおちを、京介は蹴けった。相手は簡単に悶もん絶ぜつし、側面の壁かべに当たった。二番目の相手も、京介は同様にして撃げき退たいする。凶きよう器きの威い力りよくに頼たよりきっているのか、それほど体を鍛きたえてはいないらしい。しかしだからといってこちらが有利なわけでもなく、絶大な破は壊かい力を持つ鉄パイプに打たれたら、後はない。三人目が怒ど声せいを上げて、斬きりかかってくる。京介は二人目の構成員が落とした鉄パイプを素す早ばやく拾い、相手の凶器を弾はじき返そうとした。

　手のひら全体が痺しびれるほどの衝しよう撃げきが走り、暗い物置の中に火花が激しく散った。京介の鉄パイプは真っ二つに砕くだけ、構成員の方の武器は全くの無傷だった。三人目とその背後にいる四人目の構成員が、同時に笑った。

「俺たちはなあ、何年もかけて扱あつかい方を学ばされているんだよ。お前なんかがそう簡単に使いこなせるわけないだろうが」

　三人目の鉄パイプが、京介の頭部を狙ねらった。京介は反射的に片かた腕うでを掲かかげ、頭をかばった。手首の上に凶器が激げき突とつし、重い震しん動どうが走る。だがそれだけで、痛みはなかった。手首にひっかかっていた手て錠じようの金具が、ちょうど盾たての役割を果たしてくれたようだ。見た目はごく普通の金属であっても本家で用意された物だ、何か特とく殊しゆな素材を使っているのだろう。煩わずらわしい拘こう束そく具に、京介は今だけ感謝の念を抱いだいた。

　構成員は手錠を断絶できなかったことに腹が立ったらしく、怒ど鳴なりながら鉄パイプを振った。物置の壁が削そぎ落とされるほどの力だったが、足元に隙すきが生じた。京介が足あし払ばらいをかけると、三人目は後方に倒たおれかけ、四人目とともに体勢を崩した。塞ふさがれていた出入り口に、一いつ瞬しゆんだけ抜ぬけ道ができる。京介は後ろにいた豊花に口早に言った。

「先に逃にげろ」

「でも……！」

「おれも後から行くから、早く」

　豊花が強く唇を結んで頷うなずき、走り出した。物置の先で、豊花が泉見の腕を引いて部屋を飛び出していくのが見えた。ようやく体を起こした構成員が、「待ちやがれ」と口くち汚ぎたない怒鳴り声を上げる。

　京介は床ゆかに落ちていた椅い子すを摑み、構成員の頭部へ叩たたきつけた。三人目はそれで蹲うずくまったが、背後にいた四人目が椅子を一いち撃げきで破壊してしまう。

　四人目が叫さけびながら、鉄パイプを突つき出してきた。黒い矢のような軌き跡せきが、京介の視界を埋うめつくす。ぎりぎりのところで身をかわし、避よけきったつもりでいたが、肩かたを抉えぐられた。かなりの量の血がついた凶器を見て、構成員は嬉うれしそうに唇くちびるを歪ゆがめていた。その笑えみに、京介は強い嫌けん悪おを覚えた。名前も知らないこんなやつの、欲のために殺されるのはいやだ。

　四人目が飛びかかってきた。痛んだ肩でまともに反撃できるかどうか、京介は判断がつかなかった。咄とつ嗟さに、足元にある紙を思いきり蹴り上げた。無数の紙が吹ふき上げられたように舞まい、視界を妨さまたげられた構成員の動きが鈍にぶる。京介は傷のない方の肩で相手に体当たりをかけ、その勢いを使って物置から飛び出した。

　土蔵に似た部屋から再び屋外に駆かけ、周囲を見回す。舗ほ装そうされた道は左右へ延びていたが、豊花と泉見の姿は見当たらなかった。立ち止まっているうちに、土蔵の中から殺気立った声が追ってくる。一度気絶させた三人も、すぐに目を覚ますはずだ。京介は取り急ぎ適当な道を選び、走り始めた。

　大きな堂や、塔とうの横を過ぎた。月光が足元に刻む影かげを見て、自分の体がかなりよろけていることに気がついた。肩の傷が脳まで響ひびき、思うようにスピードが出せない。豊花や泉見はまだそれほど遠くまで行っていないはずだが、いつまで走っても二人の姿は見つからなかった。

　やがて前方に、入り口の門が姿を現した。肩を押さえて引き返そうとしたところで、京介は足を止めた。門の先、敷しき地ちの外から人ひと影かげが入ってくるのが見えた。裾すその長いコートを着た男が、小さな男の子の手を引いて歩いていた。真まっ直すぐに前だけを見て進む男に対し、子供の方は落ち着きなく前後左右を見回していた。コートの男は恐おそらく久画均精の関係者だろう、腰こしのところに鉄パイプとは長さの違ちがう棒状の武器を提さげていた。

　やがて男の子が足を止めて、弱々しい声で泣き始めた。コートの男が大きなため息をつく様子は、京介のいる位置からもよく見えた。コートの男は子供に向き直り、相手の小さな肩に指を置いていた。

「ここ、どこなの？」

　声を震ふるわせて、男の子が言った。手の中で小さな玩具おもちやも軋きしんでいた。

「家に帰りたいよ。帰りたい。パパとママはどこにいるの？」

「両親は死んだ」

　コートの男が、静かに答えた。

「事故で死んだ。車が川に落ちた、数時間前のことだ、覚えているはずだ。両親は即そく死し、お前も死にかけた。そしてお前はこちらの勧かん誘ゆうに承しよう諾だくの意を示した。生存を望んだ、お前自身の口から出た言葉だ。お前は我々に命を救われた、だから今日からここで生きろ。親も含ふくめて全すべての過去は、一日も早く忘れろ」

　男の話し方は幼児に対するものではなく、声にもほとんど感情がこもっていなかった。男の子は投げかけられた言葉が理解できないらしく、一層激しく泣きじゃくった。

　京介は樹木の陰かげに身を隠かくし、そっと息を殺した。会話から察するに、コートの男の職業は、瀕ひん死しの人間に近づくという団体の勧誘員に違いない。あんな子供まで構成員にするつもりなのか。そこまでして働き手を増やし、団体は大きすぎる力を持つ存在を排はい除じよしようとしている。それは一人の人間の人生を変えることよりも、大事なことなのだろうか。死なずに済んで新しい生き方を与あたえられたところで、あの子供は本当に幸せになれるのだろうか。京介は唇を嚙かんだ。第三者が判断できることではないとわかっていながら、やり場のない気持ちに押し潰つぶされそうになった。

「いやだよ」

　突とつ然ぜん男の子が叫んだ。

「こんなところ、いやだよ。家に帰る、帰らせて」

「ここを出ても、お前に居場所はない」

　先ほどよりやや鋭するどめの声で、勧誘員が言った。

「お前の親類も知人も、我々が残した偽いつわりの遺体を見て、すでにお前の死を認め始めている。お前が出て行っても、亡ぼう霊れい扱あつかいされてせいぜい驚おどろかれる程度だ。お前に居場所はない。居場所も力もない。この先一人で生きることは、不可能だ」

「いやだよ。帰る、パパとママのところに帰る」

　男の子は勧誘員の手を振ふり払はらい、駆け出した。門とは正反対の、京介のいる方向だった。

　勧誘員は慌あわてた様子もなく、男の子の後をゆっくりと追っていった。歩きながら、勧誘員の片手は、腰の武器を外していた。京介は息を潜ひそめたまま、奥歯を嚙んだ。どうしたらいいのだろう。一刻も早く豊花たちと合流しなければならなく、ここで勧誘員に姿を見られるわけにはいかない。見られて戦いになった場合、肩の傷がどう影えい響きようするかもわからない。かといって、このままあの子供を見捨ててしまっていいのだろうか。勧誘員の言うように、あの子供は久画均精にいることを拒こばめば、他ほかに道はない。逃とう走そうの手助けをしても、救いはどこにもないかもしれない。だが──。

　迷う京介のわずか数メートル先で、男の子が足を縺もつれさせて、倒たおれた。手を離はなれた玩具が、地面の上を転がった。それは怪かい獣じゆうの玩具だった。駅のロータリーで見た、青い車に乗っていたあの子供だ。それに気づいた時、京介の体は勝手に動き始めていた。泣き喚わめく男の子に駆け寄り、小さな体を引き起こす。たったそれだけの動作で、肩が千切れそうに痛んだ。

　頭上に黒い影が差した。いつの間にか真後ろまで来ていた勧誘員が、不ふ審しんそうな表情で京介を見下ろしていた。怒ど声せいも殺意も放たず、勧誘員は棒状の武器を振り上げた。京介は何も考えることができず、ただ男の子の体を両腕うででかばった。

　頭から足のつま先まで、電流に似た痛みが走った。ほんの一いつ瞬しゆんで、それ以上には何も感じなかった。意識を含めた全ての感覚が、断たち切られたように働きを止めてしまう。

　男の子の狂きよう気きじみた泣き声が、最後まで京介の鼓こ膜まくへ突つき刺ささっていた。




　土蔵から飛び出した後、豊花は方向も考えずに、泉見を引っ張って走り続けた。頭の中は焦しよう燥そうだけで満たされて、自分が何を引きずって走っているのかをも忘れそうになった。背後で泉見が何かに躓つまずき、転んだ時になって、ようやく豊花は足を止めた。蓮はすの葉が無数に浮うかぶ、大きな池の淵ふちだった。豊花と泉見の他、周囲には誰だれの姿もなかった。

「京介……」

　水面に映った月の影かげを見つめ、豊花はぼんやりと呟つぶやいた。今いま更さらながら、走りすぎたことに気がついた。後から来るはずの京介と合流できるかどうか、急に心配になった。それより前に、京介はあの四人の構成員からちゃんと逃にげ出せたのだろうか。豊花の頭を占しめていた焦あせりが、急激に不安へと塗ぬり替かえられる。一体どの方向から走ってきたのか思い出せなかったが、とりあえず引き返そうと、豊花は踵きびすを返した。

　豊花の後ろでは、転んだ泉見が膝ひざをさすっていた。かすり傷に泉見は顔を顰しかめていたが、豊花は足よりも顔の傷の方が気になった。杉山に打たれた他、構成員にも殴なぐられた傷きず痕あとが、血を滲にじませて痛々しく腫はれている。豊花は駆かけ出すことを忘れ、泉見の前へしゃがんだ。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

　豊花が問いかけると、泉見は目を上げた。泉見の瞳ひとみが揺ゆれて見えたのはほんの数秒だけで、すぐに平然とした表情になった。

「どうってことありませんよ、慣れてますから」

「あんた、あいつらに……」

　いじめられているの、と尋たずねようとして、豊花は言葉をのみこんだ。杉山の件があった直後に、また同様の言葉で表現するのは、むごい気がした。

「ええ、いじめられていますよ」

　しかし泉見は、淡たん泊ぱくな口調で答えた。

「あんな低次元なことが起きるのは、集団生活を強しいられている学校の中くらいだと思っていたんですけれどね。どこへ行っても、生きる世界が変わっても、同じ種類の人間はいくらでもいるんですよ。程度の低い人間はね……」

　そこまで言い、喋しやべったことが今度は顔の傷に響ひびいたのか、泉見は眉み間けんに皺しわを寄せた。豊花は玲れい洗せん樹じゆの枝を握にぎり直し、泉見に言った。

「治ち癒ゆ術、使おうか？」

　泉見は顔を押さえ、しばらくの間呆気あつけにとられていたが、やがて嘲ちよう笑しように近い笑えみを浮かべた。

「妹さんは本当に浅はかですね。ここは団体の敷しき地ち内だってことを忘れないで下さい。光流脈使いが術なんて使ったら、全員に気づかれますよ。妹さんがそれでも構わないのなら、ボクは別にいいですけれど」

「じゃあ……ちょっと待ってて」

　豊花は背中のデイパックを下ろし、携けい帯たい用の応急セットを取り出した。無効治癒体質の京介に万が一のことがあったらと思い、念のために持ってきた物だった。万が一の事態にこんな小さなセットで間にあうわけないんだけど、と心の中でぼやきつつ、豊花は絆ばん創そう膏こうを一枚出して、泉見に差し出した。表面に漫まん画が的なイラストが描かかれた絆創膏を、泉見は先ほどよりも更さらに呆ほうけた顔で眺ながめていた。

「勘かん違ちがいしないでよ、別にあたしはあんたのことなんかどうだっていいんだから」

　泉見の反応に何となく気き恥はずかしくなり、豊花は唇くちびるを尖とがらせた。

「あんたは敵なんだし、あんたがこの間学校で京介にしようとしたことだって、絶対に許さないんだから。でも礼子のところへ案内してくれるのは、今のところあんたしかいないし、だったら傷が悪化しちゃうのは困るでしょう。それだけよ。だから……」

「やめて下さい」

　絆創膏を手の中で握り潰つぶして、泉見が低く言った。風に揺らされて、池の上の蓮がのんびりと漂ただよい、水面の月が歪ゆがんだ。豊花は目をしばたたき、問い返した。

「やめてって……何がよ」

「こういう気き遣づかいはやめてくれと言っているんです。優やさしくされたり同情されるのは、ボクは大だい嫌きらいなんです」

　苛いら立だたしげに言い放ち、泉見が顔を上げた。声こわ色いろとほぼ同じ表情が、傷の多い顔に張りついていた。豊花は「何よ」と言い返したが、泉見が吐はき捨てるように先を続けた。

「少しくらい優しくしてくれても、本当に向きあってくれる人間なんてどこにもいないんだって、ボクは知っています。だったら最初から何もしてくれない方が、ずっといい」

「あたしはそんなつもりじゃ……」

「学校でもそうでした。いじめに遭あい始めた頃ころ、何かあったのかって話しかけてくれたり、親身になって解決策を探してくれたりする同級生は何人もいましたよ。でもその場だけです。実際にボクが苦しい思いをしている時も、最後に池に突き落とされた時も、誰も助けに来てくれませんでした。手を差し伸のべてきたのは、団体の勧かん誘ゆう員いんだけです。雪がちらついて、どうしようもなく寒い夜でした。ボクは今でも雪なんて、大嫌いなんです」

　泉見は立ち上がり、足元の乾かわいた土を強く蹴けった。池の方で、水の跳はねる音が何度か聞こえた。

「勧誘員も、仕事だからボクを助けてくれただけです。この世の中に本当の善人なんかいないって、あの時からわかっているんです。だからもう優しくしないで下さい。ボクの代わりに先せん輩ぱいを殴なぐってくれたり、傷を気にしてくれたり、もういいんです」

　そこで言葉を切ると、泉見は池に沿って歩き始めた。片手には、豊花の絆創膏が握られたままだった。

「もういいって、何がよ」

　豊花は慌あわてて腰こしを上げ、泉見の背中に向かって言った。

「先に行かないでよ。京介が来るのを待っていないといけないの」

　坂道から歩いてきた時と同じように背を丸め、泉見は振ふり向きもしなかった。豊花は口の中で唸うなりながら、周囲を見回した。京介はどこからも現れず、泉見の姿はどんどん遠ざかっていく。

　唸り声を吐き出して、豊花は泉見の背を追った。こんなところに一人で残されるのはいやだったし、礼子のいる場所へ向かう機会を失うのもいやだった。まず礼子の居場所を自分の目で確かく認にんしてから、京介を捜さがしに戻もどってもいいだろうと思った。

　池の先は、両側を深い茂しげみに挟はさまれた細い道が続いていた。茂みも不気味だが、闇やみにのみこまれている道の行く末も気味が悪かった。泉見はゆっくりと、だが確実に先へ歩を進めていた。豊花は玲れい洗せん樹じゆの枝を胸の前に抱かかえこみ、歯を食いしばって足を動かした。

「これ、何だろう……」

　道の隅すみに時折転がっている石を見て、豊花は呟つぶやいた。豊花の腰の辺りまで高さのある石が、数メートル置き、あるいは数十センチ置きと、不規則に点在していた。苔こけに覆おおわれて茂みの一部になっている古い石もあれば、つい先日どこかから持ってきたような、景色になじんでいない石もあった。

「墓です」

　豊花の前方で、泉見が抑よく揚ようのない声で答えた。

「『牢ろう』での処置に失敗して、死んだ構成員の墓です」

　たった今通り過ぎた石を、豊花は息をのんで振り返る。墓石にしてはあまりにも簡素であり、そして悲しげだった。牢の中では肉体や精神を組み直されて、より完かん璧ぺきな殺し屋になる、しかし失敗率もかなり高い──泉見から聞いた言葉を思い出し、豊花は背筋に寒気を覚える。そんな危険を冒おかしてまで、礼子は団体での職務を果たそうとしている。頂点に立つ最高位とは、構成員をそこまで従わせる強い何かを持っているのだろうか。

　ふと豊花が思考を止めた時、道は終わっていた。行き止まりに背の低い建物があり、戸を開いて泉見が内部へ入って行くところだった。風に押されて閉まりかけている戸へ、豊花は慌てて走った。

　建物の中には土蔵で見たような備品は一いつ切さいなく、下りの階段が暗く口を開いているだけだった。泉見は何も言わずに、階段を下りていった。部屋のどこかから調達してきたのか、泉見の手には燭しよく台だいがあった。泉見が階段の陰かげに消えると、蠟ろう燭そくの光も共に去ってしまう。暗がりに取り残されると、豊花の膝ひざは小刻みに震ふるえ出した。改めて京介と離はなれていることに対する不安が生じたが、今は泉見について行くしかなかった。

　傾けい斜しやの緩ゆるやかな階段は、どこまでも続いていた。心の中で数えていた段数が百を超こえ、長いなと豊花は初めて思った。二百を超え、「どこまで下りるの」と泉見に尋たずねて無視をされ、段数はわからなくなった。このまま二度と地上に帰れなくなったらどうしようと豊花が怯おびえ始めた時、ようやく階段が終わった。わずかな安あん堵ど感と重い疲ひ労ろう感が目の前を霞かすませて、豊花はその場にへたりこんだ。両手をついた床ゆかは硬かたく、冷たかった。

　床の隅に、泉見が持ってきた蠟燭の火が揺ゆれていた。小さな火に映されて、床の上に細長い影かげが延びている。呼吸を整えて、豊花は顔を上げた。最初に目に入ってきたものは、天てん井じようから床に達する幾いく本もの鉄てつ格ごう子しだった。豊花の前方には、無機質な境界で区切られた部屋があった。どこからか低い音が聞こえ、冷えきった空気を静かに震わせていた。

　部屋の中には、黄色いランプを点てん滅めつさせる奇き妙みような機械がいくつもあった。機械からは大量の蛇へびを思わせるコードが延び、床の上で絡からまりあっている。コードの渦うずの中に横たわっているのは、豊花の知っている少女だった。

　豊花は両手で鉄格子に摑つかみかかり、礼子の名前を呼んだ。何度揺すっても、太い鉄格子は豊花の腕わん力りよくでは弛たるみもせず、いくら叫さけんでも、機械に取り囲まれた礼子は瞳ひとみを開かなかった。

「鍵かぎを使わないとこの鉄格子は開きませんよ。鍵は幹部が管理しているので、どこにあるのかわかりません」

　豊花の傍かたわらに立った泉見は、冷たい眼差まなざしで礼子を見つめていた。

「砂島さんは現在、脳神経の変へん換かん処置の、中ちゆう途と段階にあるようですね。これを過ぎると、恐おそらくまともな会話は二度と交かわせなくなるでしょう」

「どういう意味よ……」

　鉄格子を摑んだまま、豊花は顔だけを泉見に向けた。

「あんたさっきの部屋でも言ってたわよね、まともな状態の礼子に会えるのは最後かもしれないって。どういう意味なのよ」

「そのままの意味ですよ。牢で行なわれる処置とは、そういう結果に至るべきものなんです」

　項垂うなだれていたはずの泉見は、いつの間にかまた生意気な話し方を取り戻もどしていた。更さらに質問を重ねようとした豊花に、泉見が余よ裕ゆうに満ちた視線を投げてくる。説明はこれ以上しない、今の言葉だけで理解しろと言われた気がして、豊花は不覚にも口をつぐんでしまった。
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　泉見が靴くつの踵かかとで鉄格子を軽く蹴けった。跳はね返ってきた金属音にしばらく耳をすませた後、泉見は豊花を見上げて言った。

「妹さん。あなたの術で、この鉄格子を破は壊かいしてくれませんか」

　豊花は眉まゆを寄せた。泉見は浅く微笑ほほえみ、もう一度鉄格子を鳴らした。

「大だい丈じよう夫ぶです、こんな地下深い場所で発動させた術ならば、地上の構成員には気づかれません。それにどうせ妹さんが使える術は、一条さんと違ちがって規模の小さなものなんでしょう？」

　寄せた眉を豊花がつり上げると、泉見は肩かたを少しだけ揺らして笑った。

「怒おこらないで下さい。そういう力じゃないと、この場合は困るんです。壊こわすのはあくまでも鉄格子だけにしてもらいたいんです。中の機械や砂島さん本人が被ひ害がいを受けると、取り返しのつかないことになりますからね」

　取り返しのつかないこと。いやな予感に体が震え、豊花はもう一度術具を胸に抱だく。何もしなければまた、引き返せない事態が礼子の身の上に訪おとずれてしまう。

　豊花は泉見を数秒睨ねめ返してから、鉄格子に向き直った。泉見の言い方は気に食わなかったが、今は礼子をこの奇き妙みような部屋から出すことの方が先決だと思った。文句を言っている場合ではない。玲れい洗せん樹じゆの枝を構え、豊花は呼気とともに呪じゆ文もんを唱えた。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。辰たつより出いでて亥いへ四、掃そう射しや。前方対象を消しよう滅めつ」

　術具の先せん端たんから光こう弾だんが連発し、鉄格子に激げき突とつした。最初の三発は全すべてはね返され、天井に穴を空けただけで消滅したが、最後の光が一本の鉄格子を穿うがった。生じた隙すき間まは狭せまかったが、豊花が入りこむには申し分のない広さだった。

「ここで待っていて下さい」

　礼子のもとへ急ごうとする豊花の腕うでを、泉見が摑んだ。命じられたことと腕を摑まれたことに豊花が表情を険しくすると、泉見は顎あごで室内の機械類を示し、答えた。

「全ての機械を安全に停止させないと、砂島さんの脳や体に異変を引き起こしてしまいます。知識のない妹さんが中に入って、誤って大事なコードを踏ふみ抜ぬかないという保証はありますか？」

　豊花よりも明らかに年下のくせに、泉見の態度と口調はどこまでも大人ぶっていた。悔くやしいが反論ができなかったので、豊花は表情を歪ゆがめたまま、その場に踏みとどまった。泉見は満足そうに一度頷うなずいて、部屋の中へ入っていった。

　泉見は身長の倍以上の高さがある機械に歩み寄り、慣れた手つきでボタンを押したりレバーを引いたりと、作業を始めた。機械から生じる低い音がやみ、ランプの色が黄色から緑色に変わる。豊花は何も理解できず、忙せわしなく動き続ける泉見の後ろ姿を眺ながめていた。

「妹さんって、本当に一条さんのことを頼たよりにしているんですね」

　機械の側面にある基き盤ばんのような部分をいじりながら、泉見が言った。

「頼りにしているというか、そばにいないと不安なんでしょうかね。小さな子供が大したことのないぬいぐるみをいつまでも抱かかえている、あんな感じかな」

　一いつ瞬しゆん、豊花は話しかけられたとわからず、二、三秒遅おくれて頰ほおを膨ふくらませた。

「嫌いや味みな喩たとえをしないでよ」

「思ったままに言っただけなんですけれどね、気に障さわりました？」

「どうしてそんなことを思うのよ」

「だって、一条さんが近くにいる時と、いない時のあなたの顔、全然違いましたよ。面おも白しろいくらいにね。ボクにも兄弟はいましたけれど、近くにいないと寂さびしいだなんて思ったことは、一度もありませんでしたよ。これは強がりじゃなくて正直な意見です」

　作業の手は止めずに、泉見が言った。

「だからきっと、ボクの葬そう式しきでも兄弟は誰だれも泣かなかったろうな。でも一条さんが死んだら、あなたはきっと泣きまくるんでしょうね」

　泉見が笑い、豊花は即そつ刻こく不ふ愉ゆ快かいになって唸うなり声を発した。泉見は豊花を一いち瞥べつしてまた笑い、基盤を元の位置に戻した。

「作業にしばらく時間がかかるので、妹さんが退たい屈くつしないかと思って話しかけただけです。迷めい惑わくなら、もう喋しやべりませんよ」

　話し続けられてももう答えてやらないつもりだったので、豊花は泉見に背を向け、その場に腰こしを下ろした。やっぱりこんな嫌味なやつに絆ばん創そう膏こうなんかあげるんじゃなかった、セロハンテープにしてやればよかったと後こう悔かいした。泉見がおかしそうに笑う声は、まだ聞こえていた。

　天てん井じようを見上げ、豊花は胸に溜たまっていた息を吐はいた。礼子が目を覚ましたら、何から言おう。最高位の指示なんかに従わないでほしい。誰かの言いなりはもうやめて、昔の礼子に戻ってほしい。そう頼たのんだら、聞いてくれるだろうか。それよりもまず、豊花の言葉に耳を傾かたむけてくれるのだろうか。

　礼子が望んで行なっている処置を、豊花は強ごう引いんに止めたということになる。怒るだろうか。また面と向かって、絶望的な言葉をぶつけられるのかもしれない。どうあっても団体の中で生きると、もし礼子が言い張ったら──豊花は床ゆかの蠟ろう燭そくに目を落とした。以前決めたように、その時に生じる感情をあたしは本当に受け止められるんだろうか。感情が限界を超こえた時、自分も杉山という男子生徒のように、相手を罵ば倒とうするのではないか。抱えた膝ひざに、豊花は顔を埋うずめた。考えれば考えるほど、不安しか湧わき出さない自分自身に嫌いや気けがさす。何があってもあたしはきっと頑がん張ばれる、二年前だってそうやって、礼子の死から立ち直れたんだから。あたしが頑張らないと、京介が──。

　ふと、背後で高い電子音が聞こえた。豊花は肩かた越ごしに部屋の中を窺うかがった。機械のランプが赤い点てん滅めつを始めていた。いつの間にか低い振しん動どう音おんが戻もどっており、機械全体は小刻みに震ふるえていた。大量のコードからは薄うすい煙けむりが上がり、その下にいる礼子の顔が、苦しげに歪んでいる。

「ねえ……」

　不信感を抱いだいた豊花は、鉄てつ格ごう子しに向き直った。泉見は背せ伸のびをして、高い位置にあるボタンを押しているところだった。泉見の足元には、使われていない絆創膏が落ちていた。

「あんた、今、その機械を止めているのよね……？」

　ゆっくりと、泉見が豊花を振ふり返った。返事の代わりに泉見は口元を笑わせた。それは無む邪じや気きな笑えみだった。

　礼子の唇くちびるから、苦痛に満ちた息が零こぼれていた。




　春は、白い花を一いつ緒しよに見た。丘おかの上にある大きな木だった。玲洗樹という名前だと教えてくれた。綺き麗れいだった。

　夏は、夏祭りに誘さそってみた。賑にぎやかな場所は苦手なのに来てくれた。人ごみに疲つかれて、歩きながら半分寝ねていた。おかしかった。

　秋は、校舎の屋上で空ばかり見上げていた。外はもう寒いと言った次の日に、風邪かぜをひいていた。あっという間に冬が来た。

　冬は、──冬は。

　突とつ然ぜん襲おそってきた激痛が、礼子の夢をかき消した。もう目を覚まさなくてはいけないのだろうか。まだ記き憶おくに浸ひたっていてはいけないのだろうか。躊躇ためらう礼子を促うながすように、苦痛の波が押し寄せる。苦しい。

　うなされて現実に引き戻されながらも、礼子は夢の切れ端はしを意識する。冬は、──冬には何もない。冬だけ何もない。こみ上げた嘆なげきさえも、痛みにのみこまれて消えていく。

　どうしてこんなに苦しいのだろう。処置がうまく行なわれなかったのだろうか。確かにこの技術の失敗率は高い、だがお前は大だい丈じよう夫ぶだと最高位は言っていた。対象を殺すという意志が強ければ強いほど、成功率が打ち勝つだろうと。苦しみながら、礼子は自分自身を笑い飛ばしたくなった。こんな夢を見ていたから、きっと失敗したんだ。

　だったら私はこれで終わりなんだろうか。私の存在は失敗率の数字だけを上げ、粗そ末まつな石の下で冷たくなる。そうして終わるのだろうか。

　死ぬことはもう怖こわくない。一度は死にかけた身だ。だけど今はまだ死ぬわけにはいかない。あの人を殺すことに躊躇いもない。苦痛を振り払はらうように、礼子は決意を固め直す。しかしいくらそうしても、夢の欠片かけらが邪じや魔まをする。固めた決意が、固めたそばから崩くずれ落ちていくのを感じる。一度鮮あざやかに蘇よみがえってしまった記憶は、礼子の中で次々に息を吹ふき返し始める。

　卑ひ怯きような私は、過去を捨てたふりをして、誰だれよりも記憶にしがみついている。

　冬は、──冬は……。






















　湯飲みを座ざ卓たくの上に戻し、遠峰秋一は庭に続くガラス戸の方へ歩み寄った。片手には茶ちや菓が子しを取り、もう一方の手で畳たたみの上に落ちた金属の輪を拾い上げる。

　遠峰が戸を全開にすると、痛いほどに冴さえた空気が室内へ流れこんできた。戸に寄りかかった遠峰は、自分の呼気が白く染まるのを見て、楽しげに微笑ほほえんだ。

「うわー、寒いねえ。やっぱり雪でも降るんじゃないのかな」

　旅館の上に広がる夜空は、月ばかりが明るくて、雲はひとつとして存在しない。遠峰は金属の輪を手の中で転がしながら、茶菓子をひと口で食べた。

　庭の方から、ゆっくりと足音が聞こえ始めた。足音にあわせ、地面の砂じや利りが人の足の形に潰つぶされてゆくが、その上を歩く人ひと影かげは何もない。主のない足音と足そく跡せきが、次し第だいに遠峰の方へ近づいてくる。姿を現さない来客に向かって、遠峰はわずかに目を細めた。

「そこまで来ているなら、もう姿を隠かくす必要はないと思うけどな。部屋の中に今は僕だけしかいないし、この通り、僕は武器も術具も持っていない。だから安心していいよ」

　遠峰の前方、庭から室内へ上がる沓くつ脱ぬぎ用の石いし畳だたみの上に、突とつ如じよ人影が現れた。黒いコートに身を包んだ若い女だった。赤い唇くちびるを嚙かみしめて、片手で長い鉄パイプを握にぎり、女は遠峰を無言で睨にらんでいた。

　遠峰は構成員の視線を、笑えみで押し返した。

「やあ、昼間はどうも」

「無防備すぎるんじゃないのかい、責任者」

　押し殺した声で、構成員は言った。腰こしの辺りまで伸のびた長い髪かみが、風を受けて緩ゆるやかに揺ゆれている。

「私に斬きられたとしても、それじゃ文句は言えないよ。それとも、自分の力によほどの自信があるのかい」

「滅めつ相そうもない。責任者の地位に就ついた途と端たん、術の訓練をする時間がなくなったからね。僕なんか、その辺の矯きよう正せい術者よりもずっと無力だよ」

「だったら、どうして私がいることに気づいておきながら、人ひと払ばらいをしたのさ」

「君と二人きりで話をしてみたくてね」

　露ろ骨こつに嫌けん悪おに満ちた顔をする構成員に、遠峰は「変な意味はないよ」と朗ほがらかに断ってから、言った。

「君みたいなタイプが、何だか懐なつかしいんだ。ちょっと強気だけど、童話が好きで本当は優やさしい女の子。名前は確か、桜ちゃん。君さ、昔僕の家の近くに住んでいなかった？」

　構成員の顔が強こわ張ばった。遠峰は手についた菓子屑くずを払って、「やっぱりね」と頷うなずいた。

「そんな濃こい化け粧しようで大人っぽく見せているけれど、君、本当はまだ十七とか十八とか、そのくらいの年だよね。十年……十一年前か、僕が中学の時に死んじゃった桜ちゃんは、小学校に入って間もない年だったもんなあ」

「いつ、気がついたんだい」

　鉄パイプを強く握りしめ、構成員が低く尋たずねる。遠峰は指先で金属の輪を回しながら、答えた。

「最初からだよ。門のところで君を初めに見た時、どこかで会ったことがある気がした。声を聞いて、童話の喩たとえを出したところで、ぴんと来た」

「……ふうん。ちっとも驚おどろかなかったね」

「驚いたよ」

　口をすぼめ、遠峰が短いため息をつく。その間も、金属は回り続けていた。

「僕の部下の昔の恋こい人びとが団体の構成員の中にいて、いやな偶ぐう然ぜんってあるものだなあと思っていたところに、今度は自分の知ってる子が出てきたんだから。驚かないはずないでしょう。僕は部下より人生経験が長いから、うろたえないだけ。で、わざわざこんな寒い夜にここまで来たってことは、君も僕の方に気づいていたってことだよね」

　遠峰の手の中で、金属がぴたりと動きを止める。構成員は鋭するどい瞳ひとみで遠峰を見上げ、ひとり言にも似た口調で言った。

「あんたが光流脈使いだなんて、昔は知らなかったよ」

「そりゃ知らないでしょう。いくらご近所だからって、自分の血統を言いふらしたりはしないよ。桜ちゃんの家は普ふ通つうの家庭だったもんね」

「あんたが今、光流脈使いの長おさになっていることも、知らなかったよ」

「僕も桜ちゃんが殺し屋になっているなんて、夢にも思っていなかったね」

　遠峰はガラス戸から背を離はなして姿勢を変え、構成員と正面から向きあった。

「それで、お互たがいの就職祝いでもしに来てくれたのかな」

　構成員は沈ちん黙もくして遠峰を睨む。指先はきつく鉄パイプに絡からまり、瞳の色も依い然ぜんとして険しいものであったが、殺意は漂ただよっていなかった。遠峰は構成員に頷き返し、「じゃあ、何の用？」と穏おだやかに問い直す。構成員は長い間唇を嚙んでいたが、重い息とともに声を漏もらした。

「あんたに教えておきたいことがある」

「何だろうな。昔僕が教えた以外に、面おも白しろい童話でも見つけた？」

「団体の、最高位のこと」

　頰ほおにかかった髪を払はらわず、構成員は続けた。

「十一年前、私は下校途と中ちゆう、子供ばかりを狙ねらう通り魔まに殺されて『死んで』しまった。でも実際は生きていて、久画均精に連れて行かれた。……連れて行かれたのは私だけじゃなくて、その日一いつ緒しよに下校をしていて、一緒に被ひ害がいに遭あったやつもそうだった。十一年経たって、そいつが今、最高位になっている」

「なるほど、もういいよ。よくわかった」

　遠峰は空いた片手を小さく挙げ、構成員の言葉を遮さえぎった。遠峰はそれ以上何も言わず、指先で金属の輪を小刻みに叩たたいていた。

「言いたいことはそれだけだよ」

　構成員は小さなため息をつき、同時に少しだけ肩かたを落とした。

「教えたことに深い意味はないよ。ただ言わないでいると何だか落ち着かなくて、眠ねむれそうになかったから」

「君は変わらないね。子供の頃ころの君は、読んだ童話をいつも結末から話そうとしていた」

　構成員は一度だけきつく目を閉じた。数秒後、目を開くと同時に、構成員はその場で静かに後方へ下がった。

「用が済んだから、帰るよ」

「せっかく久しぶりに会えたんだから、ゆっくりしていけばいいのに」

「あんたにはもう、何ひとつ用はないよ。私はもう近所の小学生じゃないんだ」

　コートの裾すそを翻ひるがえし、構成員が遠峰に背を向ける。背中を見せたまま遠ざかる女に向かい、遠峰が言った。

「桜ちゃん。僕は久画均精を潰つぶすよ」

　構成員は足を止めなかったが、遠峰は声を急がせることもなく、続けた。

「もしかしたら、君は僕を怖おじ気づかせようとしてここへ来たのかもしれないね。だけど最高位が誰だれであっても、僕はそうするよ。そっちの事情はわからないけれどね、僕の組織のバランスを崩くずされるのは困るんだ。僕は一応、責任者だからね。場合によっては、君たち構成員もみんな始末するかもしれない」

　構成員がようやく足を止め、ゆっくりと遠峰を振ふり返った。瞳には緊きん迫ぱくした強い光が滲にじんでいた。

「それでもいいかな」

　相手の目を静かに見返して、遠峰が尋たずねた。

「私に断ることじゃないだろう」

　遠峰から視線を外し、構成員が答えた。

「あんたは責任者だ、決めたようにすればいい。私が止める権利はどこにもない。それに私はもう──」

「近所の小学生じゃない、だよね」

　先に言葉を続け、遠峰は微笑ほほえんだ。

「小学生の頃の君たちが死んだ時、通り魔がうろついている場所には、いつも強い澱よどみが生じていた」

　遠峰は言いながら、庭に足を下ろした。備えつけの下げ駄たにつま先を入れ、地面に打ちつけて履はき慣らす。

「だけど、その辺りを守る矯きよう正せい術者は何もしなかった。本家は大きな組織だからね、いろんな術者がいるよ。代々、いろんな責任者もいた。処しよ罰ばつなんか、適当にやる人もいた。僕はあの事件以降、まともな術者を目指そうと思ったんだ」

「何が言いたいんだい」

　構成員の手の中で、凶きよう器きが耳みみ障ざわりな音を立てた。遠峰は臆おくした様子もなく、下駄の底を鳴らして構成員に向かって歩き出す。

「久画均精も大きな組織だよね」

「ああ、そうだよ」

「いろんな構成員がいるよね」

「そうだって言っているだろう」

「現在の最高位と昔からの友人である君は、多少は特別扱あつかいされていたりするのかな」

「だから、何が言いたいんだよ」

　苛いら立だたしげに叫さけび、構成員が鉄パイプを横に振った。生じた烈れつ風ぷうは、遠峰の前まえ髪がみを煽あおった。

「まさか私に、処分を恐おそれずあんたの方へ寝ね返がえれって言いたいんじゃないだろうね」

「そうしたいなら、そうしてもいいよ」

「ふざけたことを言うんじゃない」

　構成員がもう一度凶器を振った。離はなれた場所にある灯とう籠ろうが、触ふれられてもいないのに、ひび割れる。

「私が生きる場所はひとつなんだよ。何度も言わせるんじゃない、私がいつまでもあんたを慕したっているはずがないだろう」

「そうだよね」

　崩れた灯籠を見やり、遠峰が短く息を吐はいた。

「残念だね」

「ああ、残念だ」

「もし君を始末することになったら、うまくできるかな。まあ、感情を押し潰つぶしてでもやるしかないだろうなあ。相手はもう無む慈じ悲ひな殺し屋なんだから」

「その通りだよ。あんたにわざわざ言われるまでもない」

　歪ゆがんだ形相で、構成員は吐き捨てるように言った。

「私を始末できるかどうか、そんなに不安かい」

「まあね」

「そんな心配は無用だよ」

「どうしてかな」

「私は無慈悲な人殺し、それを今すぐここで実演してやるからだよ。私に斬きられて、あんたの方が死ぬんだよ」

　鉄パイプを構え、構成員が遠峰に向かって走り出した。長い髪かみとコートの裾すそが、闇やみの中で流線に変わるほどのスピードだった。流線はやがて、黒い風と化した。

　風が止まり、同時に肉を断たつような鈍にぶい音がした。下駄の底がわずかに地面に沈しずみ、押し潰つぶされた砂じや利りが飛び散る。遠峰の懐ふところの辺りに、姿勢を低くした構成員の体があった。構成員は凶器を握にぎった自分の手元を睨にらんでいた。表情のない遠峰は、まばたきもせず、ただ前方を見つめていた。その体勢のまま、双そう方ほうとも動かなかった。

　ぽたん、という音が沈ちん黙もくを破った。乱れた砂利の上に、数滴てきの赤い雫しずくが落ちた。次いで、一方の手から滑すべり落ちた金属質の物体が、地面を浅く穿うがった。血と金属が、地表に刻まれた二つの影かげを覆おおってゆく。頭上に輝かがやく月の光は、全すべてを平等に照らしていた。

　先に構成員が動いた。構成員は赤い唇くちびるから息を漏もらし、肩かたを震ふるわせていた。悲しみと苦しみが混ざりあった瞳ひとみで、構成員は震える指先を見つめている。落とした鉄パイプは、すでに遠くまで転がっていた。

「ごめんね、桜ちゃん」

　額に脂あぶら汗あせを滲にじませた構成員に、遠峰が静かに言った。

「僕ももう、近所の優やさしいお兄さんじゃないんだよ」

　遠峰は構成員の左胸に刺さした金属の輪を、一気に引き抜ぬいた。栓せんとなっていたものが外され、砂利の上に大量の血が降る。呻うめき声を上げ、構成員は庭へ倒たおれた。血だまりの上に長い髪が零こぼれ、構成員はうつろな目つきで遠峰を見上げた──見上げようとしていた。しかし瞳はもう焦しよう点てんを結ぶ力をなくしており、空に浮うかぶ月を見つめたところで、構成員の双そう眸ぼうから光が消えた。

　どこからか飛んできた一羽の鳩はとが、赤く染まった砂利をつついていた。かつては幼い少女だった死体を見下ろし、遠峰は疲ひ労ろう混じりの笑えみを向ける。

「君が死んだことを察して、外出中の最高位が戻もどってくるといいんだけどな」

　濡ぬれた金属の輪を捨て、責任者は音もなくため息をついた。

　室内の方から、慌あわただしい足音が聞こえた。騒そう動どうにようやく気がついたらしく、部屋を出て行った女医が、副家長の石田を連れて戻ってきていた。石田の背後には護衛隊員の姿もあった。

　庭の惨さん状じようを見て息をのむ一同に、遠峰は体ごと向き直り、言った。

「そろそろ一時間が経たつから出発しようか。あ、その前に、庭の掃そう除じをしておいてくれるかな。旅館側に怒おこられちゃうからね」

　女医は庭を眺ながめて茫ぼう然ぜんとしていたが、石田が護衛隊員に素す早ばやく指示を出した。運び出される構成員を見送り、遠峰はもう一度「ごめんね」と呟つぶやいた。

「僕は部下より人生経験が長いから、甘くないんだよ。……京介君にお手本を見せてあげられなくて、残念だったなあ」




　最初に聞こえたものは、子供の泣き声だった。その次に、泣き声に似た風の音。それから固く乾かわいた何かの音。ひとつひとつを感じる鼓こ膜まくが、重い寒さに震えている。
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　意識を取り戻した京介は、冷たい床ゆかの上に俯うつぶせになっていた。床に頰ほおをつけたまま、ゆっくりと周囲を確かく認にんした。広い部屋の中にいた。京介のいる位置から前後左右に五十メートルほど、板張りの床が続いている。どことなく、学校の体育館を思わせる空間だった。床の上には自分自身の体以外、何も見当たらなかった。四方を取り囲む壁かべは、全体が白く霞かすんで見えた。部屋中に満ちた空気はひどく冴さえていて、夜気を予想させた。

　窓も照明もどこにもないのに、部屋の中は薄うすい明かりに包まれていた。壁のどこかに穴か亀き裂れつがあって、そこから月の光が差しこんでいるのだろう。そうだとすればこの寒さの原因はすきま風だと、ぼんやりとした頭で京介は考えた。体中に重い鈍どん痛つうが残っているが、ここまでまともに思考が働くということは、どうやら自分は無事のようだ。

　床に手をついて体を起こそうとした瞬しゆん間かん、負傷している肩が激痛を訴うつたえた。反射的に傷口を押さえようとしたが、手が動かない。意識をなくしている間に、もう一方の腕うでも痛めつけられたのだろうか。歯を食いしばりながら片腕の方に目をやって、京介は目をしばたたいた。動かない腕には、あの男の子が強くしがみついていた。男の子は顔を京介の肘ひじに押しつけて、ぐずぐずと洟はなをすすっていた。

「……怪け我が、してないか」

　とりあえず、京介はそう尋たずねてみた。男の子はわずかに顔を上げたが、涙なみだを流すだけで何も答えてくれなかった。目と鼻は真っ赤になっていたが、これといった外傷はなさそうだ。

「ここがどこだか、わかるか」

　質問を変えた京介に、男の子の表情が崩くずれた。溢あふれる涙を増量させ、男の子が唇を震わせる。

「パパとママはどこ？　どこにいるの？」

　返答ができず、京介は黙だまりこむしかなかった。両親はもう死んでしまって、お前だけ救われた。事実を述べようとすれば、いくら言葉や語調を選んでも、結局はあの勧かん誘ゆう員いんと同じ内容を告げることになってしまう。

　泣きながら、男の子がくしゃみをした。男の子は「寒いよう」と弱気な声を漏もらした。そうして一層強く腕にしがみついてくるのは、大人の手に温かみと信しん頼らいがあることを知っているからだろう。この子供はきっと親に愛されていたんだろうなと、京介はため息をついた。

　しかしすがりつかれたところで、傷いたんでいる自分の腕ではどうしようもない。京介はもう一度身の回りを眺めた。改めて確認しても、暖を取れるようなものは何もなく、術具もなくなっていた。痛む手を無理に使って制服のポケットを漁あさると、旅館を出る前に豊花からもらった使い捨てカイロがあった。温ぬくもりはほとんど消えかけていたが、何もないよりはましな気はした。京介は腕から男の子を引き剝はがし、手の中に使い捨てカイロを握にぎらせた。男の子は不服そうな呻き声を上げたが、我が慢まんしてもらうことにして、京介は立ち上がった。

　不意に貧ひん血けつが襲おそったが、高い天てん井じようを見上げて、堪こらえた。ここはどこなんだろう。肩かたの傷から流れる血から判断すると、あれからまだそれほど時間は経っていないものと思われた。あの時助けようとした子供が一いつ緒しよにいるということは、まだ久画均精の敷しき地ち内である可能性が高い。閉じこめられているのは確かであるが、ここが何の部屋なのかがわからない。疑問はとめどなく京介の中を駆かけ巡めぐったが、豊花は大だい丈じよう夫ぶだろうかと、それが一番気がかりだった。

「ぼくと同じで、逃にげようとしている人なの？」

　京介の袖そで口ぐちを引っ張って、男の子が尋ねてきた。使い捨てカイロを握る男の子の頰には、まだ涙が濃こい筋を残していたが、瞳ひとみから零こぼれる量は減っていた。不安げに唇くちびるを尖とがらせ、男の子は言った。

「ぼくと同じで、ここにいなくちゃいけないのに逃げようとしている人なんだろうって、さっきのおじさんが言ってた」

　京介は口の中でそういうことか、と呟いた。気絶させられただけで、無傷で済んだ理由に納なつ得とくがいった。門のところにいた勧誘員は、京介のことも久画均精から逃げ出そうとしている構成員候補と勘かん違ちがいしたのだろう。夜よ更ふけに木の陰かげに隠かくれていたのだから、そう思われるのも自然だ。

　そうなると、ここはそういった逃とう走そう未み遂すい者しやに対する懲ちよう罰ばつ室しつのような場所だろうか。面めん倒どうな事態になってしまったかもしれないと、窓も扉とびらも見当たらない壁を眺め、京介はもう一度ため息をついた。

　ふと、壁かべ際ぎわで何かが動いたように見えた。剝がれかけた壁紙が風に揺ゆれたのか、白いものが小さく蠢うごめいていた。更さらによく見れば、壁のそばには京介の術具が落ちていた。男の子の持っていた玩具おもちやや、私物らしき布のバッグも一緒に転がっている。

「朝が七回来るまで触さわっちゃ駄だ目めって、おじさんが言ってた」

　男の子が泣きそうな声で言った。

「カコを捨てるためだって。触ってもいいけど、でも触ったらお前はカコに負けるんだって。カコを捨てられないやつは使い物にならないって。……ねえ、カコって何のこと？」

　問いには答えずに、術具を拾うべく、京介は壁の方に向かって歩き始めた。男の子が「待って」と言い、小走りについて来た。

　しかし懇こん願がんされるまでもなく、京介は壁の全ぜん貌ぼうを確かく認にんしたところで、無意識に立ちすくんでしまった。遠目からは白く見えた壁の色は、壁そのものの配色ではなかった。無数の白い物体が、壁際に放置されていた。それは白骨死体の群れだった。

　背を壁に預けて座っているもの、完全に床ゆかに崩れ落ちているものなど、状態は様々であったが、数え切れないほどの細い人体がそこには並んでいた。死体が並べられている壁は一面だけでなく、四方の壁全すべてだった。無数の頭ず蓋がい骨こつは全て部屋の中央を見つめている。

　京介は一いつ瞬しゆん、ここは人体標本の保管所か何かだろうかと疑った。そう思ってしまうくらいに、骨の群れには現実感が乏とぼしかった。だが目の前にいる死体はどれもが、黒か白のコートを身に纏まとっていた。袖そでや裾すそから覗のぞく手足は、もちろん完全に白骨化している。

「……骸がい骨こつだ」

　男の子が呟つぶやいた。気の抜ぬけた声に、恐きよう怖ふの色はなかった。まだ幼い子供にとって、人の骨など、せいぜいテレビやお化け屋や敷しきの中だけに登場する非現実的な存在なのかもしれない。これが死にゆく人間が辿たどり着く最後の姿だと知っている京介も、茫ぼう然ぜんとすることしかできなかった。

　ずらりと並んだ白骨死体は、それぞれの大きさも異なっていた。座高が高いものもいれば、明らかに幼少のものとわかる小さな頭蓋骨もある。着ているコートの古さや綻ほころびも、それぞれだった。共通していることは、全員が骨だということだけだった。

　京介の手を引っ張って、男の子が尋たずねた。

「ぼくたちも、こうなるの？」

　同じことを考えていた京介は、何も答えられなかった。ものを言わぬ複数の暗い眼がん窩かから、目が離はなせなくなった。

　京介の真向かいにいる死体は、それほど大おお柄がらではなく、京介よりも少し小さいくらいだった。両腕うでは比ひ較かく的新しめに見える白いコートに包まれていて、床の上に投げ出されている。京介の玲れい洗せん樹じゆの枝や男の子の玩具へ、手を伸のばそうとしているようにも見えた。男か女か、何歳だったのか、そしていつ死んだのか京介には見当もつかなかったが、死体の生前の職種が久画均精の構成員であったことは、疑いようもなかった。コートの色から、京介は礼子のことを思い出した。現在特とく殊しゆな場所にこもっているはずの礼子がここに並んでいるはずはないのだが、つい、いやな連想をしてしまう。

　目の前にいる骸骨が、小さく頭部を揺らした。あわせて床の上にある指の骨も、控ひかえめに揺れた。遠くから動いて見えたものは、壁紙ではなく骨だったようだ。風を受ければ軽い頭蓋骨くらい揺れるだろうが、京介はふと疑問を抱いだいた。今揺れたものは、目の前にいる一体だけだった。

「動いたよ」

　男の子が飾かざり気のない感想を述べた。白い頭蓋骨がまた揺れた。縦に揺れた。生きている人間であれば、頷うなずいたような動きだった。

　京介は眉まゆを寄せた。動いた──風に揺れたのではなく、動いた。まさかと思っていると、相手の腕うでが床の上から、わずかではあるが浮ういた。いくらすきま風が冷たくても、手が勝手に持ち上がるほどの強い風は吹ふいていない。偶ぐう然ぜんにしては、しっかりとした動きだった。

　頭蓋骨の下か顎がくが、震ふるえていた。喋しやべろうとしているのに、口が開かない。そんなもどかしさを感じさせる動きだった。呼びかけようとして、京介は言葉をのみこんだ。呼びかけていいのかどうか、判断がつかなかった。

　やがて骨だけになった指の先が、男の子のバッグを摑つかもうとした。正確には、バッグの中から零れている中身を握にぎろうとしていた。表紙に「らくがき帳」と記されたノートと、クレヨンの箱だった。

「ぼくの……」

　男の子が困こん惑わくした表情を浮かべた。判断を問うように男の子が見上げてきたが、京介はどう答えていいものか全くわからなかった。その間も、骨はノートに向かって動いていた。不気味さよりも懸けん命めいな印象が強い動きだった。男の子は一分近く迷っていたが、やがて小走りに白骨死体の方へ駆かけ寄り、ノートを開いて、クレヨンの箱から水色のクレヨンを引っ張り出した。それだけを済ませると、男の子は大急ぎでまた京介の隣となりへ戻もどってきた。

「ママが、思ったことはやれって……」

　洟はなを一度だけ強くすすり、男の子が言った。

「悪いことじゃなければ、やった方がいいって、言ってた」

　骨の指がクレヨンを摑み、ノートの表面に先せん端たんを走らせようとした。風が吹き、捲めくれたノートが筆記の妨さまたげになる。男の子は膝ひざを揺ゆすり、また躊躇ためらう素そ振ぶりを見せていたが、再び白骨死体の方へ走った。男の子は今度は死体のそばに座り、両手でノートを押さえた。男の子の緊きん張ちよう気味に赤らんだ頰ほおと、隣にいる乾かわいた骨を、京介はただ見つめることしかできなかった。間もなく、白い指と袖がぎこちない音を引きずりながら動き始めた。

　ここはこれから構成員になる人間が最初に時を過ごす部屋。水色の文字が、まずそう記した。あるいはこれから構成員をやめる人間が、動けなくなるまで時を送る部屋。薄うすくて細く描かかれた文字は、どことなく女性的な感じがした。

「やめるなんて、できるのか」

　文字と頭ず蓋がい骨こつを見比べ、京介はそっと尋ねた。相手の正体は摑みきれなかったが、相手が何かを伝えようとしていることは、何となく理解できた。

「構成員をやめることはできないって、おれは聞いた。やめる時は処分される時だって……違ちがうのか」

　クレヨンを握った骨が動きかけて、止まった。ノートに余白がないからだった。男の子が慌あわてて新しいページを捲った。

　やめさせられるという方が的確。文字が答えた。ここにいる者はみな、これまでの歴代幹部。役目を終えたり、継けい続ぞくを巡めぐる争いに敗れるとここで骨にされる。土に還かえらずここで砕くだける。指と文字の動きはそこで止まったが、頭蓋骨の顎あごは何か言いたげに、ずっと小刻みな痙けい攣れんを見せていた。

「あんたは、まだ……生きているのか」

　京介が尋ねると、白い頭がわずかに縦に揺れた。次いでノートには、だけどもうすぐ動けなくなる、と記された。あと本当に、もうすぐ。

　土に還れない理由は記き憶おく漏ろう洩えいの防止。水色の文字が、先ほどよりも少しだけ速い動きで刻まれた。歴代の最高位は、私たちの脳に残ったあらゆる情報を、外へ漏もらさないようにしている。死体を土に埋うめれば、いずれ記憶は土に移る。土は流れて大地を巡る、遊体精せい霊れいが情報を知る。光流脈に触ふれれば、光流脈使いが情報を得る。だから私たちはこの部屋に入れられる。骨になった指にはクレヨンの色が付着していたが、相手は構うこともなく文字を運び続けた。京介にはその動きが、どこか急いでいるようにも見えた。文字が進むごとに、男の子も必死になってページを捲っていた。

「そこまでして守られる情報って、どんな記憶なんだ」

　京介が尋たずねると、文字は即そく答とうした。団体の最終目的。

　久画均精の最終的な目的は、世の中から全すべての存在を消してしまうこと。代々の最高位が太古から続く意志を引き継つぎ、組織を動かしている。最初は力のあるもの。次に弱いもの。順序は時に変わることもあるけれど、少しずつ少しずつ、存在を減らしてゆく。いずれ世の中には誰だれもいなくなる。世界を滅ほろぼすのではなく、世界を美しい無の状態に保つことが目標。それには長い時間が必要。

「どうしてそんなことを……」

　京介が呟つぶやいている間にも、文字は走り続けた。真の理由は最高位しか知らない。目的が完全遂すい行こうされた時、この世に残る人間はあらゆるものを抹まつ消しようした構成員だけとなる。特異な力を有した生き残りが同じ世界を再建しないように、最後には最高位の指示で構成員も一いつ斉せいに死なされることになっている。全ての構成員の体内には、起き爆ばく装置が埋めこまれている。この部屋は、新たに構成員になる人間へ、装置を埋めこむ場所でもある。

　起爆装置という文字を見て、京介は思わず自分の体を見回した。頭蓋骨がまた小さく揺れた。あなたたちはまだ大だい丈じよう夫ぶ、と水色の文字が教えてくれた。七晩が経たち、過去を捨てきった者ではないと先には進まされない。それにあなたは勧かん誘ゆう員いんに連れられて来た人ではないはず、と、文字が続いた。もう片方の手が、京介の術具を音もなく指さしていた。

　何をしに来たのか。文字が尋ねた。眼球の存在しない視線が、京介を見み据すえていた。京介は音を殺して息を吐はき、答えた。

「ある構成員に、会いに来た」

　知りあいか。文字が動いた。京介が黙だまって顎を引くと、文字は告げた。残念だけれど、会っても無意味だ。この部屋で時を過ごして構成員になった人間は、そう簡単に以前の居場所への愛着は取り戻もどさない。だから、会っても無意味だ。

「……わかってる」

　自分の足元を見つめ、京介は答えた。喉のどの奥につかえるものを感じた。

　ここで生きる、前の世界に戻るつもりはないと、礼子には言われた。団体での生活を気に入っているとも言っていた。それが真実ならば認めるしかないと、当初は思った。自分も礼子もどちらも死なない方法が見つかれば、それで構わないと思った。二度と一いつ緒しよに過ごせなくても、どちらもこの先生きられるのなら。──だけど。

　京介は唇くちびるを嚙かんだ。だけど礼子と再会してから、自分はひたすら過去の記憶にしがみついている。過去を思い出せば思い出すほど、想おもいが募つのってゆく。礼子と戦いたくない。殺したくない。そして何より、彼女にこんな冷たい場所にいてほしくない。昔のようにいつも笑っていてほしい。そう願うことは、そんなにも愚おろかなことなのだろうか。

　空橋に来ることは、本当は怖こわかった。今もその気持ちは変わらない。礼子に会って処置を食い止めて、もう戦う必要がなくなったとしても、それで何が変わるのだろう。何も変わらない毎日に戻るのが怖い。いつ死んでも構わないと思っていた自分にはもう戻れないように、礼子の存在しない日常には、もう帰りたくなかった。

　もしかして。文字がゆっくりと言葉を運んだ。

　もしかして、あなたが会いたい構成員の名前は、名前は砂島礼子？




　京介は相手の眼がん窩かを見つめ返した。やっぱり、と、クレヨンが紙の上を滑すべった。

　礼子から、前に一度聞いたことがある。あまり喋しやべらない、不思議な力を持っている昔の知人のこと。そういえば、勧誘員は気づかなかったようだけれど、そこにある杖つえは光流脈使いの道具。

「礼子のことを、知っているのか……」

　京介の問いかけに、文字が答えた。何でも話せる仲間だった、私がこの部屋に入る前までは。

　さっき話した団体の最終目的も、起爆装置のことも、幹部クラスでないと知り得ない事こと柄がら。以前幹部だった私は、次期最高位候補に選ばれた。そして敗れた。この部屋に入る前夜、平常心を失っていた私は、他言無用の規則を破って礼子に機密事じ項こうを話してしまった。

　新たなページが捲めくられて、小さくなったクレヨンが白紙を埋めていった。礼子はいずれ来る世の破は滅めつを憂うれえていた。破滅が訪おとずれるのがどんなに先のことでも、構成員になる前に生きていた場所や、今もそこで暮らしている人たちを、礼子はずっと大切に思っているから。礼子はその気持ちを隠かくして構成員になり、幹部候補と言われるまでの実力をつけた。

　新しいページが開く音が聞こえた。心しん拍ぱくが乱れ始めたのを感じながら、京介は文字の動きを待った。

　久画均精の最終目的を阻そ止しさせるには、自分が最高位になって全てのプログラムを安全に解除させないとならない。水色の文字が言った。現在の最高位を倒たおす反乱を起こしたり、組織を潰つぶしただけでは、太古の昔から続いている動きそのものを止めることはできない。力を入れすぎたのか、そこでクレヨンが折れた。男の子が箱の中から別の色を取り出し、指に握にぎらせた。赤い色が続きを記した。最高位候補に選ばれるためには、構成員としての任務を着実に成功させ、優すぐれた成績を残し続けなければならない。礼子はそのためにどんな任務でも遂行させようと、心を鬼おににしている。私が巻きこんでしまった地じ獄ごくで、私が近づくこともできなかった目的を、礼子は叶かなえようとしてくれている。

「……大丈夫？」

　男の子が心配そうに京介を見上げていた。自分が今どんな顔色をしているのか、京介はわからなかった。自分の手が震ふるえていることだけはわかった。

　再度、クレヨンが動き始めた。礼子は今『牢ろう』にいる。『牢』に入る前に、一度ここへ来た。そして私に話していった。自分は卑ひ怯きようだと。

「卑怯って……」

　かすれる声で京介は問い返した。白い頭ず蓋がい骨こつがかすかに揺ゆれた。今の任務でかつての知人を殺さないとならない、そう教えてくれた。ここでしくじるわけにはいかないので、やり遂とげてみせる。だけど自分は卑怯だ、あの人を殺せてしまえば、あの人が死後の世界で待っていてくれると思えば、この先何でもできる気がしてしまう。本当は誰だれよりも生きていてほしい人なのに。そう、言っていた。

　男の子は、先ほどよりも心もとない顔つきをしていた。クレヨンも止まっていた。心拍の乱れが頭を痛ませ、痛みに耐たえきれなくなって、京介は目を閉じた。

　突とつ然ぜん再会をした日のことを思い出した。変わらないね、と小さく笑っていた。

　ひとけのない公園で斬きりつけられた苦しみを思い出す。あなたがこの世にいてくれなくてもいい。強く叫さけんでいた。

　夜の校舎で意識を朦もう朧ろうとさせながら、手を握ってきた。もう無人の古くて狭せまいアパートを見た。あの時の温ぬくもりも、あの時の冷たさも痛いほどに覚えている。剝むき出しの殺意は全て噓うそ。それが噓だと誰にも悟さとられないように、礼子は一人で頑がん張ばっていたのか。

「どうして……」

　京介は奥歯を嚙んだ。どうして気づいてやれなかったんだろう。傷つくだけで、何も察してやれなかった。中学の頃ころも、礼子は事あるごとに頑張りすぎてしまう性格だった。人間関係も、何もかも。一番近くにいて、一番それをわかっていたのは、自分だったはずなのに。

「『牢』がどこにあるのか、教えてくれないか」

　目を開き、京介は尋たずねた。今すぐ豊花に知らせてやりたくて、今すぐ礼子に会いたくて。胸の内側で心しん拍ぱく数すうは増し続けていたが、もう何も痛まなかった。

　京介の問いに、クレヨンが動き始めた。この建物の向かいに、池がある。池の先の細い道を行く。突つき当たりに小屋がある。中の階段を一番下まで進む。そこにいる。

　京介は頷うなずき、玲れい洗せん樹じゆの枝を手に取って部屋の中に視線を戻もどした。出入り口はどこにも見つからなかったが、術で壁かべを破は壊かいすれば何とかなる。

　が、術具を構えようとして、京介は動きを止めた。騒さわぎを起こして、構成員や勧かん誘ゆう員いんにまた見つかるわけにはいかない。迷う理由がなくなった今は、できる限り慎しん重ちように行動しなくてはならないと思った。

　白い指先が動き、大だい丈じよう夫ぶ、と赤い文字が告げた。道はある、あなたがまだ気づいていないだけ。京介は相手の顔を凝ぎよう視しした。言葉の内容よりも、筆記の速度が急激に遅おそくなっていることが気になった。男の子も同じことに気がついているらしく、文字と頭蓋骨の間で何度も視線を漂ただよわせていた。

　どうか

　更さらに速度を落としながらも、文字が何かを訴うつたえようとした。

　どうかこの

　地獄から

　せめて

　彼女だけでも

　救っ

　て

　そこで、クレヨンが床ゆかに落ちた。ほぼ同時に、白骨死体は糸が切れたように床へ倒れた。

　床ゆか板いたと上半身の骨が激しくぶつかりあい、男の子が悲鳴を上げる。白い埃ほこりと粉末が、冴さえた空気の中を舞まった。咳せきこみながら、京介は倒れた白い背中を見下ろした。真相を告げるために、礼子の仲間は最後の力を振ふり絞しぼってくれたのかもしれない。床に打ちつけられた指は、ばらばらになっていた。

　先に男の子が気づき、京介の腕うでを引いて視線を促うながした。白骨死体が今まで寄りかかっていた壁に大きな裂さけ目が走っていて、外側から月の光と緩ゆるやかな風が漏もれこんできていた。京介が壁に手をかけると、裂け目は簡単に広がって、人が楽に通り抜ぬけられるほどの穴になった。穴から強い風が吹ふきこみ、室内にいる全すべての骨が揺れた。先ほどまで動いていた白骨死体だけが、もう動かなかった。

　京介は男の子とともに、穴から外へ出た。最後に、床に倒たおれた白骨死体を振り返り、ありがとうと呟つぶやいた。




　苦痛の波の中に仲間の声が聞こえた気がして、礼子は目を開こうとした。だが目ま蓋ぶたは動かなかった。

　誰だろう。どこへ行くのだろう。私もそこへ行かなければならないのだろうか。まだ、死ぬわけにはいかないのに。

　私はここで生きるしかない。もう戻れない場所を思って生きるしかない。暗く歪ゆがむ視界に向かって、礼子は訴えた。あの場所に生まれた。あの場所で育った。私にとって大切な場所ならば、見知らぬ誰かにとってもそうだと思いたい。だからいつまでも残ってほしい。

　何でもない風景があった。当たり前の街並みがあった。嬉うれしいことがあった。いやなこともあった。そしてそれ以上に、たくさんの幸せがあった。

　全てを思い出せる力が、もう礼子の中にはなかった。意識がひび割れ、砕くだける瞬しゆん間かん、礼子はひとつだけ脳のう裏りに思い描えがく。

　何でもない世界。

　その中に、魔ま法ほう使つかいみたいなあの人がいた。




　教わった道を、京介は男の子を抱かかえて走った。指示された通りの建物に入り、長い階段を駆かけ下りた。激しい運動をしたせいか、肩かたの出血が勢いを増していたが、気にかけなかった。

　階段の先は、蠟ろう燭そくの明かりだけで照らされた暗い部屋に続いていた。一部が破損した鉄てつ格ごう子しの前に、豊花の後ろ姿があった。鉄格子の向こう側には得体の知れない機械類が並び、奇き妙みような物音と濃こい蒸気を吐はき出していた。機械にとりつけられた大量のランプが、毒々しい赤色を放ち続けている。どこか不ふ穏おんな光景を前にして、京介の腕の中で男の子が身を縮まらせた。

「豊花」

　京介が呼びかけると、豊花が振り返った。一秒でも早く、礼子の抱かかえた真相を話したかった。だが振り返った豊花は、なぜか困り果てたような顔で言った。

「京介……どうしよう、変なの。変なのよ」

　豊花の方が先に走り寄ってきて、京介の腕を強く引いた。肩の痛みがまた目を覚まし、京介は男の子を落としそうになった。

　男の子を床に下ろし、京介は豊花が示す方向へ目をやった。鉄格子の向こう側、立ちこめる蒸気の中に小こ柄がらな少年がいた。泉見だった。泉見は床にしゃがみこみ、多数のコードを引っ張っていた。その表情は、遊具で遊ぶ子供のごとく、楽しげなものだった。

　泉見がいじっているコードの先は、全て一いつ箇か所しよに集中していた。濃のう霧むに近い蒸気のせいでよく見えないが、コードは床に横たわった人間に絡からみついているようだった。蒸気の合間から、その人物の顔が一瞬だけ見えた。固く目を閉とざし、苦しげな呼吸を繰くり返している少女は、礼子だった。

　礼子のもとへ駆け寄ろうとした京介の前方を、鉄格子が塞ふさいだ。両手で摑つかんでも、冷たい金属はびくともしなかった。破損していた場所があったことを思い出し、壊こわれた一部分を押しやって内部へ入る。泉見が京介に気づいて、顔を上げた。点てん滅めつする赤いランプに照らされて、泉見の白目は深く濁にごって見えた。

「遅おそかったですね、一条さん」

「お前、何してるんだ」

　目の前に漂ただよう蒸気を吹き飛ばすように、京介は尋たずねた。蒸気は機械だけでなく、コードの節目からも強く噴ふき出していた。コードに巻きつかれた礼子の体が、激しい痙けい攣れんを続けている。礼子の身に異変が迫せまっているのは、明らかだった。

「怖こわい顔をして、どうしたんです。ボクは責められることは何もしていませんよ。それよりも、感謝して下さい」

　三本ほど、コードをまとめてちぎりながら、泉見が機き嫌げんのよさそうな声で言った。

「砂島さんに行なわれていた処理を、中断させてあげました。これで砂島さんは、一条さんを殺せるほどの力を手に入れることはできなくなりました。一条さんにとっては、めでたしめでたし、でしょう？」

　声を上げて泉見が笑う。その間にも、何本ものコードが礼子の体から引き抜ぬかれた。泉見の手つきが乱暴なせいか、それとも方法自体が間ま違ちがっているのか、その度たびに礼子の表情が大きく歪む。

「中断させたなら、どうして礼子がこんなに苦しがっているのよ」

　京介の隣となりへ駆けつけてきた豊花が、怒ど鳴なった。豊花の手には、男の子がしがみついていた。

「安全に停止させるって言ったじゃない。何をしたのよ」

「安全に停止させましたよ、ちゃんと」

　豊花を鬱うつ陶とうしそうに見上げ、泉見は額に張りついた髪かみを払はらった。

「ここにある機械って、見かけは派手なくせに、一度に一つの処理しか行なえないんです。だから今まで働いていた機能を停止して、別のスイッチを押しただけです」

「別のって、何よ」

　なおもコードを引き抜こうとしている泉見の手を摑み、豊花が再度声を張り上げる。

「あんた、礼子に何をしようとしているのよ」

「痛いな、やめてくれませんか」

　豊花の手を振ふり払い、泉見が立ち上がった。泉見は京介と豊花を順に見ると、歪ゆがんだ笑みを浮うかべて答えた。

「正直に言いますけれど、何かと聞かれてもボクにもわからないんです。この機械の説明書ってぶ厚いんですよ。読破するには相当な時間がかかりそうなので、途中で諦あきらめました。諦めて、適当にいじりました。ボクとしては、ただ誤作動が発生すればよかったのでね」

「誤作動……」

　呟つぶやいた京介の鼻先に、濃い蒸気が流れてくる。霞かすんだ空気の中には、きな臭くさいにおいが混じり始めていた。

「説明書によれば、誤作動が生じた場合、起きる現象は二パターンあるそうです」

　震しん動どうしている機械に寄りかかり、泉見が言った。

「処理途と中ちゆうにあった構成員が単に死ぬか、あるいは構成員の肉体に、計算不能な変化が生じるか。これまでの記録を読んでいたら、後者の場合に興味深い例がありました。誤作動によって化け物じみた変形を生じた構成員が、発はつ狂きようし暴走して、団体を全ぜん滅めつさせかけたそうです。人里に飛び出して、危害を及およぼそうとした人もいたみたいですよ。形はどうであれ、みんな破は壊かいや殺さつ戮りく衝しよう動どうに駆かり立てられるようですね。砂島さんはどうなるのかな……規模が大きければ大きい方が、ボクは嬉うれしいですけれど」

　寄りかかっていた機械を、泉見が後ろ足で強く蹴けりつけた。機械とコードから大量の蒸気が噴き出し、礼子の呻うめき声が響ひびく。白い靄もやにのみこまれて、礼子の姿は完全に見えなくなっていた。

　京介は進行方向にいる泉見を突つき飛ばし、礼子に手を伸のばそうとした。だが指先はただ湿しつ度どの高い空気を掠かすめるだけで、何も摑み取れなかった。焦あせる京介を、泉見が冷ややかな眼差まなざしで見つめてきた。

「一条さん、本当に砂島さんが大事なんですね。そういう気持ち、ボクは最後まで理解できなかったな。ボクには大切な人なんて一人もいませんよ。異性も同性も友人も親類も、誰だれもかれも」

「お前……」

「でも、一条さんが杉山先せん輩ぱいを殴なぐってくれた時、少しだけ胸がすっとしました。ほんの少しだけ、ですけれどね」

　京介の体を押し、泉見が歩き始めた。泉見は別の機械に手を伸ばした。

「怖い目と痛い目に遭あって、先輩もこれでおとなしくなるでしょう。でもいずれはボクのことは忘れて、また優ゆう秀しゆうな輝かがやかしい道を歩き始めます。あの人はそういう道しか歩けないんです、ボクがどうあっても虐しいたげられる側にしかつけなかったようにね。ボクはどこへ行っても弱いまま。先輩は優位なまま。そんな世界はね、もううんざりなんですよ。こんな世界はもう……」

　泉見が手のひらを機械に叩たたきつけた。機械の表面に亀き裂れつが走り、その裂さけ目から黒こく煙えんと火花が生じて、爆ばく音おんが上がった。火花は別の機械へ飛び移り、爆発が連れん鎖さして、室内が激しく揺ゆれる。豊花と男の子が同時に悲鳴を上げた。蒸気と炎ほのおの中、京介は礼子の姿を探したが、何も見えなかった。見えないまま手て探さぐりで進もうとした時、もう一度大きな揺れが全身を包んだ。足を取られて、冷たい床ゆかに投げ出される。四方から、震動とともに大きな破壊音が押し寄せてきた。

　長い揺れがおさまり、京介は目を開けた。周辺は低い火の手に覆おおわれていた。全すべての機械類は倒たおれ、細かな煤すすを噴ふき上げている。京介の視界を斜ななめに切るように、傾かたむいている一台もあった。押し潰つぶされずに済んだのは、単に運がよかったとしか思えなかった。

　焼けついた空気の中を、どこからか冷たい風が駆け抜けていった。頭上を見ると、天てん井じようが崩ほう壊かいし、地表まで穴が生じていた。吹ふきこんでくる凍いてついた風が、炎の威い力りよくを封ふうじこもうとしていた。

　蒸気や火花は全て消え、あれほど不気味な音を立てていた機械類も静まり返り、色を失ったランプの表面には、薄うすい霜しもが張りつき始めていた。京介から少し離はなれた場所に、豊花と男の子が白い息を吐はいて蹲うずくまっていた。礼子の姿はどこにもなかった。

　床の上に膝ひざをついて、泉見が何か呟いていた。くせの強い髪かみの上や、コートの背中には、小さな氷の粒つぶが積もっていた。泉見が摑つかんだコードの表面も、うっすらと凍こおりついている。気がつけば、京介の肩かたの傷の上にも、冷たい膜まくが張って血を凝ぎよう固こさせていた。

「これは何だ……こんな前例はなかったぞ、どういうことだよ」

　泉見は不可解な言葉を吐くと、コードを投げ捨て、階段に向かって走り出した。床に叩きつけられたコードは、ガラス細工のように粉々になった。いやな予感に突き動かされ、京介は泉見の後を追った。

　凍りかけている階段を駆け上がり、小屋の外に出た瞬しゆん間かん、京介は息をのんだ。辺り一面は大きな火柱で包まれていた。数メートル先で、高い建物が轟ごう音おんを上げて焼け落ちる光景が見えた。地下の爆発は地上までをのみこんだのだろう。火の手は敷しき地ちの全体に及んでいるらしく、どこを見回しても赤い靄しか目に映らなかった。

　その靄の上を、無数の小さな白い粒が舞まっていた。見上げると、月をちょうど覆い隠かくす位置に、薄い雲が立ちこめている。雪だった。雲は音もなく雪を地上に降らせていた。地上の炎に炙あぶられて、白いはずの雪が赤く染まって見えていた。

「何だよこれは……雪なんかじゃ、何にもならないよ」

　小屋の前で、泉見が髪を搔かきむしって叫さけんでいた。泉見の足元には、すでに雪が薄く降り積もっていた。

「お前、一体何をしたんだ」

　京介は両手で泉見の肩を摑んだ。泉見は京介を睨ねめ上げ、怒ど鳴なり返してきた。

「知りませんよ、こんなこと、ボクは望んでいません。こんなはずじゃなかったのに、雪なんか二度と見たくないのに」

「礼子は……礼子はどこに行ったんだ」

　暴れる泉見の肩を押さえこみ、京介は言った。泉見は京介の手を払はらい除のけると、足元にある雪を強く蹴りつけた。

「だから知らないって言っているでしょう。雪を降らせているのは、恐おそらく機械から生じた大量の水蒸気です。砂島さんの肉体は巻きこまれて、蒸気の一部になっているかもしれませんけれど、何の意味もありませんよ。雪くらいでは世界は壊こわせません。こんな雪じゃ……」

　そこで泉見が唐とう突とつに言葉を切り、顔をひきつらせた。泉見は自分の喉のどと胸を押さえ、荒あらい息を吐いて地面に両りよう膝ひざをついた。

　どうしたのかと訝いぶかる京介の背後から、足音が聞こえた。豊花が男の子を抱かかえて走ってくるところだった。豊花の腕うでの中で、男の子は泉見と同様に苦しげな息を吐いていた。

「この子、さっきの場所の冷気に当たってから、急に具合がおかしくなっちゃったの。いくら治ち癒ゆ術をかけても、全然治らないのよ」

　豊花の言葉が終わらないうちに、地面に蹲っていた泉見が笑い始めた。しかしけたたましい笑い声は長く続かず、にわかに強い咳せきへ変わる。

「何だ、これでいいんじゃないか。よかった、成功だ、よかった。これでこんな世界は終わってくれる。一条さん、訂てい正せいしますよ。これは成功です」

　泉見は涙なみだを流して京介を見上げ、また笑った。泉見は笑えみを空へ向けたが、雲を睨むと大きな舌打ちをした。

「……ああ、でも駄だ目めだ。あんな狭せまい雲じゃ世界は覆えない。だけど先輩がいる場所には充じゆう分ぶん積もるだろうな。あの後、空橋から逃にげ出したとしても、まだそう遠くまでは移動していないはずだ。……じゃあ、これでも充分じゃないか？　そうだよな……ははは……ボクの世界って、こんなにも狭かったんだな」

　嗄しわがれた声で泉見は笑った。そうしてすぐに苦しみの声を上げ、抗あらがうようにまた笑った。壊れたように感情を吐き出し続ける泉見を前に、京介は茫ぼう然ぜんとすることしかできない。豊花もただ、表情を凍らせていた。

　泉見の叫びに輪唱するように、どこかでまた、建物の崩くずれる音が鳴った。

　狂きよう気きじみた響ひびきを、薄うす紅べに色の雪が静かにかき消していく。




　空橋駅のタクシー乗り場で、杉山充則は長い間寒風に吹ふかれていた。

　この田舎いなか街では、夜間に動くタクシーの台数は極きよく端たんに少ないらしい。杉山が乗り場に着いた時、客待ちをしていた最後の一台が、赤いテールランプをひけらかしてちょうど走り去るところだった。バスも電車もとっくに終わっている時間で、辺りには通行人の姿もない。杉山一人きりだった。

　タクシーを待ち、杉山が冷えた肩をさすっている時、目の前に白い粒が漂ただよってきた。粒を手のひらに受けると、確かな冷たさを感じた。そうしている間に、もう一ひと粒つぶが舞ってくる。杉山は空を見上げた。いつの間にか、雪が降り始めていた。

　何年も前の、雪が降る夜のことを杉山は思い出した。屋根のある場所に避ひ難なんしようとも思いつけず、いつまでも雪にさらされた。雪は勢いを増し、杉山の目ま蓋ぶたや肩をあっという間に覆おおっていった。

　不意に、杉山の手から荷物が落ちた。苦しげに胸を搔きむしりながら、杉山は荷物の上に倒たおれた。

　もがく杉山の周囲には、誰だれもいない。




　旅館の窓ガラス越ごしに、塩原友子は空を見上げていた。背後から長谷常彦に声をかけられ、塩原は消灯時間が間近いことを知る。

　塩原が重い腰こしを持ち上げようとした時、窓の向こうに白いものが舞まっていくのを目にした。あ、と声を発した塩原に、近くにいた女子委員も雪の存在に気づいて、派手な歓かん声せいを上げた。

　はしゃいだ女子委員が、勢いよく窓を開ける。




　街灯のない暗い坂道を、光流脈統とう轄かつ管理本局の一行が歩いていた。先頭は家長の遠峰、次いで副家長の石田、護衛隊員が続き、最さい後こう尾びは女医だった。一番最初に雪に気がついたのは、遠峰だった。

「寒いと思ったら、やっぱり雪が降ったね。折り畳たたみ傘がさを持ってきて、正解だったかな」

　空を見上げ、遠峰は白い息を吐はいて傘を開いた。女医は持ち運んでいる機具が濡ぬれないよう、ハンカチを広げて被かぶせようとしていた。女医の頭上へ傘を掲かかげ、遠峰が言った。

「二本も持ってきちゃったから、ひとつは君に貸してあげるよ。まあ、女性優先ってことでね」

　遠峰の背後で、石田が険しい表情を浮うかべる。




　冷たい水の流れる狭い溝みぞの中に、鳩はとが浮かんでいた。降りしきる雪の下、腹部を上にして、鳩は死んだ魚のように浮かんでいる。




　色づいたイチョウ並木を、人ひと影かげがひとつ歩いていた。黄こ金がね色に似た木の帯の下、人影は不意に足を止めた。

　降り出した雪と、その質を知り、人影は小さな舌打ちをする。




　雪は降り続け、京介の目に映る全すべての景色を白く染め変えようとしていた。敷しき地ち内にある建物も、樹木も、池も、全てが雪に覆われてゆく。爆ばく発はつで生じた炎ほのおは雪によって完全に鎮ちん火かされ、もうどこからも火の爆はぜる音は聞こえてこない。道のところどころには、崩れた建物の残ざん骸がいと、名も知らない構成員が大量に倒れている姿が確かく認にんできた。

　京介と豊花は建物や木の下をできる限り選んで通り、出口を目指していた。雪や冷気に触ふれ続けると、異変を起こして昏こん倒とうしてしまう。わかっているのはそれだけで、治ち癒ゆ術も効果がないとなると、どうすることもできなかった。本家一行のところに戻もどって助けを求めるしかないと豊花が提案し、京介も賛同した。意識をなくしている泉見と男の子は小屋の中へ運び入れたが、症しよう状じようは悪化していく一方だった。

　すでに足首の辺りまで積もっている雪の中を、京介は息を弾はずませて進んだ。進みながら、豊花に礼子の話をした。後方をついてくる豊花は、何度か噎むせたように息をひきつらせるだけで、何も答えなかった。

　前方に大きな門が見えた。急ごうとした京介の背後で、鈍にぶい音が響いた。振ふり返ると、いつの間にか京介より十数歩遅おくれた位置にいる豊花が、雪の上に倒れていた。

　京介は豊花に駆かけ寄り、上半身を抱だき起こした。豊花は青白い顔で、荒あらい呼吸を繰くり返していた。豊花は薄うすく目を開いて言った。

「先に行って。早く行って、家長か誰かに助けてもらって。あたしたちだけで何とかするって飛び出してきたのに、悔くやしいけど、何の力もない。何もできない……だから、行って」

　咳せきこみそうになった豊花は、歯を強く食いしばって苦痛を堪こらえていた。歪ゆがんだ目め尻じりから、涙なみだが零こぼれた。

「礼子が、礼子が可哀かわい相そう。世界を守ろうとしていたんでしょう、それなのにこんなふうにされて可哀相よ。こんなことは礼子は望んでいないのに。あたしがあいつに言われて鉄てつ格ごう子しを破ったからいけないの。あたしが……」

　豊花のせいじゃない。そう返そうとした京介の喉のどを、冷たい痛みが通り過ぎた。痛みは気管支を抜ぬけて体の中央へ達し、心臓を容よう赦しやなく締しめつけた。全身の毛穴から冷や汗あせが噴ふき出し、目の前が真っ暗になった。気がついた時には、京介は豊花とともに雪の上へ伏ふしていた。

　まずい。冷たい粒りゆう子しに埋うもれながら、京介は止まりかけた息を無理矢理吸いこんだ。視界は霞かすみながらも何とか回復したが、心臓への冷たい圧あつ迫ぱく感は全く治まらなかった。一いつ瞬しゆんでも気を緩ゆるめれば、気管が閉とざされ、狂くるった冷気に意識をのみこまれてしまいそうだった。

　雪にまみれた玲れい洗せん樹じゆの枝を握にぎり、京介は起き上がろうとした。先日ひいた風邪かぜのつらさなど、比にもならない。背筋の辺りにもう静かな死が忍しのび寄っている。その気配を振り払はらうように体を動かすが、雪の上でもがくことしかできない。歯を食いしばり、京介は門に向かって這はおうとした。こんなことは礼子は望んでいない。豊花の言葉を嚙かみしめる。たった一人の感情で、世界はこんなにも簡単に歪んでしまう。深しん廉れん寺じ華か奈なも、多数の他人を巻きこんででも破は滅めつを導こうとした。人の恨うらみの感情は、そのくらい深くて強い。

　あの時おれは。頭を振ってまつげを覆おおう雪を払い、京介は腕うでに力をこめた。あの時おれは、深廉寺華奈に操あやつられた。目が覚めて、自分の意志で古代術を使い、争乱を終わらせた。自分の力は破は壊かいではなく、誰だれかのために使いたい。だからこんなところで死にたくない。かじかんだ手の中で、玲洗樹の枝が震ふるえていた。

　白ばかりの視界の先に、ふと別のものが現れた。最初は革かわ靴ぐつが見えた。京介は霞む視界に何とか意識を集中させた。門の向こうに、傘かさを差した人影がふたつあった。ふたつの傘の上には全く雪が積もっておらず、二人の周囲だけ、雪が避さけるように舞まっていた。

「君たちにあげた自由時間は、今をもって終しゆう了りようとするよ」

　傘の下から、遠峰が京介を見下ろしてそう言った。傘は結界効果のある術具なのだろうか、遠峰の口調と表情はいつもと変わらず、吐はく息が白く染まることもなかった。遠峰の隣となりで傘を差しているのはあの女医だけで、石田や護衛隊員の姿はなかった。

「さっさと対処しないと危ないから、さっさと命令するよ」

　スーツのポケットから片手を出し、遠峰が空を指さした。

「雪を降らせている雲を術で壊こわすんだ。この街と近辺の上空を覆う程度の大きさだから、古代術を使えば充じゆう分ぶん可能でしょう。だけどこのくらい、僕の指示がなくてもできると思うけれどな」

「雲の中に、礼子がいるの」

　京介の傍かたわらで、豊花がかすれきった声で言った。震える上半身を起こし、豊花は言った。

「礼子は、何も悪くないの。礼子は団体に従っているだけじゃなかったの。久画均精のプログラムを解除させるために、頂点に立とうとしていただけなの。あたしたちの敵じゃないの。だから……」

　咳きこんだ豊花は、それ以上喋しやべることができなかった。再度雪の中に埋もれた豊花を見て、遠峰は肩かたで大きく息をついた。

「なるほどね、君たちは自由時間にそれを調べていたわけだ。それで、『だから助けたい』と言いたいのかな」

　片手をまたポケットに戻し、遠峰が続けた。

「まあ、放ほうっておけばそのうち雲が消散して、中にいる人間も戻ってくるかもしれないけれどね。だけど放置された雲が発達しないとは言いきれないし、大体その前に君たちが死んじゃうよ。石田や護衛隊員も、それから他ほかの無関係な街の人々もね」

　遠峰は京介に視線を戻してきて、言った。

「もう一度だけ言うよ。雪を降らせている雲を術で壊すんだ、躊ちゆう躇ちよはせずに」

　豊花がか細い声で京介の名前を呼んだ。だが言葉はそれ以上続かなかった。京介は唇くちびるを嚙んで、上空を見上げた。雲が厚みを増し始め、月の姿は完全に隠かくされていた。宙を舞う雪も、白一色に変わっていた。

　傍らにいる豊花は、もう何も言わなくなっていた。血の気をなくした頰ほおの上に、雪が降り積もっている。豊花以外にも、この街のどこかにも、大勢の人間が苦しんでいる。こんなことは礼子は望んでいない──。きつく目を閉じて、京介は玲洗樹の枝にすがりつき、力を振ふり絞しぼって立ち上がった。激しい目眩めまいを堪こらえ、術具の先せん端たんを空へ向けた。

　雪は絶え間なく視界を横切っていた。白い欠片かけらは、震える意識に花びらを連想させた。春の日に、丘おかの上で礼子と見た白い花。それ以外、京介は何も思い出せなくなった。京介の持つ術者能力を、礼子は優やさしく受け入れてくれた。力だけでなく、他人から疎うとまれがちだった性格も、何もかも自然に認めてくれた。豊花やあなたに会って、もっと自分だけの感覚を大切にしようと思ったんだと、笑っていた。いつもそばで微笑ほほえんでくれていた。

　記き憶おくが途と切ぎれ、京介は現実に広がる雲を遠く見つめた。術具を支える力をなくし、項垂うなだれた。手の中を滑すべり落ちた術具は、音もなく雪に埋もれる。視界の端はしで、遠峰がため息をついているのが見えた。

「君の甘さは、命取りになるね」

　ひどく平へい坦たんに聞こえる声で、遠峰が言った。

「君は一体どうしたいんだい？　久画均精の最終目的を潰つぶすために、彼女は頂点に立とうとしていたって言っていたね。彼女に協力して、死んでやるつもりなのかな」

[image: ]

「違ちがう、そんなことをしたいんじゃない」

　京介は遠峰を見返して、首を振った。怒ど鳴なりたくても、もう満足な声は出なくなっていた。

「おれは死にたくない、礼子にも死んでほしくない。こんなことに力を使いたいんじゃない。これ以上一人で苦しんでほしくもない。一いつ緒しよに全すべてを救える方法を見つけたいんだ」

「そう。珍めずらしく本心を言ってくれたね」

　遠峰は傘を持ち直し、小さく微笑んだ。

「ご褒ほう美びに、その方法を僕が教えてあげようか」

　京介の視線を受けても、遠峰は表情を変えることなく続けた。

「久画均精を君が外側から壊すんだ、徹てつ底てい的にね。全力で発動された古代術に、壊せないものは何もない。久画均精のプログラムでさえも、きっと破壊できる。だからこそ、団体の最高位は君を消そうとしているんじゃないのかな」

　それだけ言うと、遠峰は隣にいる人物に目配せをした。女医が固く頷うなずき、片手に持っていたケースを開く。京介は無意識のうちに後退あとずっていた。

　しかしケースの内部に入っていたものは、京介の予想とは異なった。いつか見た注射器や薬品の代わりに、そこには用よう途とのわからない機具が詰つまっていた。

　機具の上に指先を走らせて、女医が口早に言った。

「この位置ならば、遠えん隔かく操作は充分可能です。一部が破損して片かた腕うで分しか残っていないため、効力は若じやつ干かん薄うすれますが……」

「若干なら、まあいいよ。始めて」

　遠峰たちが何を話しているのか理解できず、京介が眉まゆを寄せた時。突とつ如じよ、京介の左手首に激痛が生じた。

　目を走らせると、手首に残った手て錠じようの金具がひとりでに揺ゆれていた。本能的な危機感を抱いだき、京介は金具を外そうとした。だが金具は夥おびただしい熱気を生じていて、手を触ふれることもできなかった。金具全体が異常な高温を発し、手首を締しめつけている。

　この手錠は単なる拘こう束そく具ではなかったのか。今いま更さらながら疑う京介を嘲あざ笑わらうかのように、手首の激痛が上じよう腕わん部ぶに向けて一気に広がった。痛みはあっという間に肩と頸けい骨こつをも冒おかし、脳にまで侵しん食しよくしていった。

　何なんだこれ。京介は軋きしむ頭を抱かかえようとしたが、腕うでが動かない。疑心は焦あせりに変わり、焦しよう燥そうはすぐに恐おそれへ至る。底の見えない黒い感情に、意識が深くのみこまれる。

　女医が機具を操あやつっていた。遠峰がこちらを静かに見つめていた。雪が降っていた。礼子はどこにもいなかった。

　頭を満たす痛覚と絶望から逃のがれることもできず、京介はただ叫さけんだ。




　痺しびれ始めた指先で地面を搔かき、豊花は懸けん命めいに顔を上げた。京介が苦しんでいる声が聞こえた。

　幾いく重えにも霞かすむ視界の先に、双ふた子ごの兄はいた。右手で頭を抱え、左手で術具を摑つかみ、激しく震ふるえている。家長やあの女医が何かをしたんだ。豊花はやめてと怒鳴ろうとした。ほぼ同時に、京介の術具の先端から光の帯が[image: ]ほとばしり、地面を薙ないだ。

　雪に埋うもれた木や建物が崩ほう壊かいし、襲おそってきた地じ響ひびきに豊花は身を縮まらせた。そうしている間にも、二度目、三度目の術が発動されてゆく。その度たびに、少しずつではあるが、術は確実に上空に狙ねらいを移していった。

　止めないと。豊花は体を起こそうとした。京介が礼子を攻こう撃げきしそうになったら、その時はあたしが止めるって約束したんだ。地面についた腕に力が入らず、手を滑らせて豊花は雪の上に頰ほおを打ちつけた。再度放たれた術の閃せん光こうが、雪面を焼いて豊花の網もう膜まくに突つき刺ささった。豊花は呼吸をすることだけで精せい一いつ杯ぱいで、動けなかった。皮ひ膚ふが麻ま痺ひして雪の冷たさは感じなくなっているのに、涙るい腺せんが痛んで涙なみだが溢あふれた。

　涙の向こうで、京介の玲れい洗せん樹じゆの枝が、真まっ直すぐ空に向けられていた。雪を降らす雲の方角だった。京介はわずかな自意識をも失ってしまったのか、叫ぶことも震えることもなく、うつろな眼差まなざしで術具の示す方向を見つめていた。あんな横顔を豊花は以前にも見たことがあった。二年前、礼子の葬そう式しきの時だ。葬式の間、双子の兄は一ひと滴しずくの涙も零こぼさずに礼子の遺い影えいを眺ながめていた。周囲の同級生はその無表情を冷れい酷こくだと囁ささやいていたが、そうではないことを豊花は知っていた。

　京介の唇くちびるが音もなく動き、呪じゆ文もんを口にした。術具の先せん端たんに、今までで一番目映まばゆい光が集まり始めた。諦あきらめを抱いだいた自分が悔くやしくて、豊花は涙を流した。

　集結した光が破は裂れつを起こし、破は壊かい力を秘ひめた矢へ変わろうとする。矢が天を射ようとする。その瞬しゆん間かん、京介が術具を持ちかえて、先端を自分の方へ向けた。豊花は目を見開いた。

　光が弾はじけ、京介の体を穿うがった。突き抜ぬけた光は周辺の空気を振しん動どうさせ、木々や門を崩壊させた。崩くずれ落ちる門の真下で、遠峰が何かを言っている。豊花は京介の名前を何度も叫んだが、全すべて轟ごう音おんにかき消されてしまった。

　光が氾はん濫らんを起こし、視界を失った豊花の意識もやがて遠ざかる。




　耳元で雪のとける音が聞こえる。氷の粒つぶが砕くだけ、柔やわらかく流れる音がする。

　何かに似ているなと、曖あい昧まいな意識の中で京介は思った。固体が液体へ変わる響ひびき。涼すずしい音色。ああ、あれだ。シロップをかけたかき氷が、とける音。

　思いついたものの、かき氷なんてもう何年も口にしていないことに京介は気づいた。今年の夏は、事件に巻きこまれるやら減げん俸ぽうを受けるやらで、そんなのんきな風物詩を味わっている場合ではなかった。去年は去年で中学の補習や術者研修に追われ、暑さに打ちのめされているうちに夏は終わった。一昨年おととしは──二年前の夏を思い出し、ああここだ、と京介は力なく納なつ得とくする。二年前、砂島礼子と一いつ緒しよに夏祭りに行った。あの時だ。

　雪は耳元だけでなく、仰あお向むけに倒たおれた京介の下から周辺にかけて、とけ始めていた。とかしているものは、京介の体からとめどなく流れ出している血。どこにどれほどの傷があるのか把は握あくはできなかったが、全身が壊こわれてしまったかのようにただ痛かった。

　首から下にはそんな耐たえ難がたい痛みがのしかかっていたが、頭部を侵食していた激痛はもう消えていた。手首の金属はいつの間にか壊こわれて外れていた。自分自身を傷つけた玲洗樹の枝は、指先から数センチ離はなれた場所に転がっていた。摑もうとして、京介はもう指先すら動かなくなっていることに気づいた。

　目だけは何とか動いてくれた。少し離れた場所で、白い地面の上に豊花が倒れているのが見えた。門や周囲の建物が崩れているのも見えた。雪がやんでいるのもわかった。上空では雲が一部だけ晴れて、月が静かな半身をあらわしていた。

　月を見つめ、京介はぼんやりと考えた。おぼろげな意識の中、術の攻撃方向を咄とつ嗟さに変えたことは、覚えていた。どうやら術の効力は自分の体だけを直ちよく撃げきしたのではなく、あらゆる向きに分散したようだった。辺りのものが破壊されたり、雲の一部が消えているのは術の影えい響きようだろうし、大体直撃を受けていたら、こうして思考を巡めぐらせることはできない。また助かったらしいとため息をついた途と端たん、息の不味まずさに吐はき気がした。こんなに血なまぐさい息を吐いたのは、初めてだった。

　呼吸をする度たびに、喉のどから血が逆流してきた。気管も息も口の中も、全て赤一色で染まっている気がした。運よく即そく死しは免まぬかれたものの、自分自身の血の冷たさが、差し迫せまるものを声もなく教えてくれている。

　礼子はどこにいるのだろう。霞んでいく意識に、京介は必死に手を伸のばす。そんな時、傍かたわらから声がした。

「一条さん」

　小こ柄がらな少年が、京介を見下ろしていた。まだほんの少し青ざめた顔をしていたが、泉見順也はいつも通りの余よ裕ゆうに満ちた表情を取り戻もどしていた。

「何といいますか……痛々しくて、見ていられない姿ですね」

　泉見は軽く肩かたを竦すくめると、顎あごごと空へ視線を移した。

「雪がやんだ途端、体の異変は治まりました。あの子供も無事です。この分だと、杉山先せん輩ぱいも死に至ることはなかったでしょうね。今のものと同じ雪、もう一度降らせることはできるかな。これから部屋に戻って、学び直しますよ。砂島さんがまた協力してくれるといいんですけれど」

　泉見が笑った。礼子は無事なのか。京介は泉見に尋たずねようとしたが、唇からは声の代わりに血が零れるだけだった。泉見は京介の様子を察すると、眉まゆを下げた。

「一条さん、他人のことよりも、自分のことを心配した方がいいと思いますよ。砂島さんなら、すぐそこに倒れています。古代術の衝しよう撃げき波はを受けて、水蒸気の中から解放されたみたいですね。怪け我がもなく、無事のようです」

　礼子の姿を確かく認にんしようと、京介は起き上がろうとした。だが、腹部の辺りに亀き裂れつに似た軋きしみが生じただけで、やはり体は動かなかった。

　京介を見下ろして冷れい笑しようを浮うかべていた泉見が、ふと動きを止めた。泉見は京介の位置からは見えない方向に、目をやっていた。遠くの方から、雪を踏ふみしめてこちらへ近づいてくる足音が聞こえていた。

「お帰りですか、最高位」

　明るい声で泉見が言った。最高位という言葉に、京介の意識の端はしに、かすかな緊きん張ちよう感が生じた。久画均精の頂点に立つ者。自分が立ち向かわなければならない存在。現在の最高位の名前は泉見なつき。姓せいはこの人から借りたと、以前泉見が誇ほこらしげに言っていたことを、不意に思い出す。

「どうでしたか？　虹原は……」

　相手に問いかけた泉見の声を、何か鋭するどい音が止まらせた。どこか銃じゆう声せいを彷ほう彿ふつさせる響ひびきだった。残ざん響きようの中、泉見の小柄な体が大きく傾かしぎ、地面に倒れる。光の消えた瞳ひとみで、泉見は空を見上げていた。胸の辺りから、薄うすい煙けむりが細く漂ただよっていた。

　足音が更さらに近づいてきて、泉見の体を跨またぎ、京介のすぐ近くで立ち止まった。ブーツのつま先が、動かない泉見の頭部を軽く蹴けったのが見えた。

「もう少し使えるやつだと思っていたのに、失望したよ」

　降ってきた不ふ機き嫌げんそうな声は、若い女のものだった。

「私し怨えんなんか簡単に乗り越こえられるかと期待していたのにさ。人間の感情って恐おそろしいね。どれだけ押し潰つぶしてひた隠かくしにしたところで、本音は必ず姿を表すみたい」

　ブーツの底が、雪を強くすり潰した。声の主は、泉見から京介の方へ向き直ったようだった。京介がその姿を確認しようとした時、腹部に激痛が走った。黒いブーツが、京介の体を踏みつけていた。

「お客さん。私が留守の間に、ずいぶん色々とやってくれたみたいだね」

　ブーツが動き、何かが潰される音がして、京介は呻うめき声を上げた。歪ゆがむ視界の向こうでこちらを見下ろしているのは、京介とそれほど歳としの変わらなさそうな少女だった。特とく徴ちようのない紺こん色いろのダッフルコート姿は、どこにでもいる女子高生のようだった。両手には何の武器もなく、ポニーテールに結ゆった髪かみが、月光の下で風に揺ゆれていた。

「外出先から戻ってきたら、あちらこちらで部下が勝手に動いているし、敷しき地ちの中はめちゃくちゃだし……。まあ、別にいいんだけどね。ここには下っぱの構成員と、粗そ末まつな設備しか置いてないから」

　少女は口の端はしを上げて笑い、京介の腹部から足をどかした。そして特に躊躇ためらう様子もなく、京介の傷口の上へ腰こしを下ろしてきた。

「４０３００００２８の処理期間中、暇ひまだからさ、虹原へ行っていたんだよ。あ、４０３００００２８ってのは、お客さんが大好きな砂島礼子のことね」

　世間話のような口調で、少女が言った。言いながら、細い指先を京介の傷の中へ無ぶ遠えん慮りよに突つっこんできた。

「あいつが任務をしくじるほど好きなやつに、会ってみたくなってね。結局虹原でそいつと話せることはなかったけれど、個人的にはそこそこ楽しめたよ。古くさいアパートの近くを散歩した。あの辺は昔から変わらないね。道が狭せまいから、車に轢ひかれそうになっちゃった。それから、人気のケーキ屋にも入ったよ。あそこってさ、ずっと前は文ぶん房ぼう具ぐ屋だったよね。私が昔住んでいた家は綺き麗れいになくなって、駐ちゆう車しや場じようになっていたなあ」

　少女の指に何かを摑つかまれ、痛みが京介の脊せき髄ずいを走った。京介は少女の体を振ふり落とそうともがいたが、体は言うことを聞かず、傷口が広がるだけだった。

「ケーキも悪くなかったけれど、私はやっぱり、空橋の甘あま納なつ豆とうの方が好きかな」

　少女はのんびりと言い、ゆっくりと傷口をかき回した。

「そんなことを思って、少しだけホームシックにかかっていたらさ、兄貴が私の友だちを殺したのを気配で察した。それで帰ってきたわけ」

　兄貴って──。声の出ない京介の疑問に、少女が目を上げて微笑ほほえんだ。

「あんたの上司のことだよ。今は崩くずれた門の下にいるみたいだけれど、あれくらいじゃ死なないだろうね。昔から妙みように運の強い人だったから。まさかここまで出世するとは、思ってもみなかったけれど」

　視線を腹の中へ戻もどし、少女は噂うわさ話ばなしに興じるような無責任な顔つきで続けた。

「だけどきっと、兄貴は私のことなんか覚えていないだろうなあ。あの人ね、過去を捨てるのが本当に早いんだよ。子供の頃ころに死んだ両親でしょう、引き取ってくれた伯父おじ夫ふう婦ふの離り婚こんでしょう、伯母おばさんの無理心中に巻きこまれそうになった時でしょう……」

　赤く濡ぬれた指をひとつずつ折って、少女は笑った。

「すごいなあ、私が一いつ緒しよに住んでいた間だけでこんなにあるんだね。これ全部、兄貴は次の日にはすっかり忘れて、笑っていたんだよ」

「お前……」

　かろうじて出た声も、少女に傷の内側を摑まれたせいで、止められてしまう。問いの代わりに短く叫さけんだ京介に、少女が笑えみを返した。

「何？　名字が違ちがうって言いたいのかな。今の私の名字はね、先代の最高位からもらったんだよ。でもさ、下の名前は兄きよう妹だいっぽいでしょう。兄貴は秋に生まれたから秋一で、私は夏生まれだから、なつき。うちの親って単純なんだよ。お客さんの名前には、どんな意味があるの？」

　問われても、京介は苦しみに耐たえること以外何もできなかった。少女は「まあいいや」とあっさり言い、傷口にまた視線を戻した。おもちゃ箱を漁あさる子供にも似た顔つきで。

「私が泉見って姓せいをもらったら、ちょうど団体に入ってきた４０３００００１３も、真似まねをしてきた。あいつは私の後あと釜がまになるつもりだったのかな。そういう傲ごう慢まんなところは買ってやったんだけれど……ねえ、これさ、何の内臓？」

　京介の傷口から何かを引きずり出し、少女が無む邪じや気きに首を捻ひねった。

「私、小学校の途と中ちゆうまでしか通っていないからさ、難しいことってわからないんだよね」

　そう言って、泉見なつきは声を上げて笑った。笑って、臓器を次々にちぎった。教室の中で騒さわいでいる女子生徒と変わらない、全く罪を感じさせない笑い声だった。

　しばらくの間、泉見なつきは喉のどをさらして笑っていたが、不意に真顔で京介を見下ろしてきた。

「馬ば鹿かな部下とお客さんのせいで、設備は壊こわれて、構成員もほとんど使いものにならなくなってしまったよ。どんな下っぱでもね、いなくなると上はそれなりに困るんだ。ねえお客さん、私はどうしたらいいと思う？」

　答えられない京介の頰ほおに、泉見なつきが指を伸のばしてきた。

「そうだ。いいことを思いついた。使えそうなやつを、新しく構成員にすればいいんだ。団体の計画を妨さまたげる存在でも、自分の手て駒ごまにしてしまえば恐おそれる必要はないものね。最初からこうすればよかったのかな」

　泉見なつきの爪つめが、京介の頰を抉えぐった。痛みはもう感じなくなっていた。

「どうする？　このままだと、お前はもうすぐ死んでしまうよ。でもこんな時、近くに私がいるなんて、運がいいね。私は勧かん誘ゆう員いんをやっていたこともあるから、瀕ひん死しの人間を救うのは得意だよ。私に従うのなら、今すぐ助けてあげる」

　もう一度京介の傷口に両手を入れて、泉見なつきが言った。

「助けてやるから、構成員になるんだ。本家になんかいたって、お前は利用されていずれは潰つぶされるだけだよ」

　瞳ひとみに気力をかき集め、京介は泉見なつきを睨ねめ返した。泉見なつきは目を細めて「本当だよ」と言った。

「本家の公式な記録からは消されている事こと柄がらだけど、私は外側から調べたから知っている。古代術を扱あつかえる術者というのは、太古の頃、長おさの兵器として使うために無理矢理生み出されたんだ。だけど潜せん在ざい精神力は消しよう耗もうしやすいから、兵器はすぐに壊れてしまう。同じ能力の子を量産しようにも、血統遺伝もうまくいかなかった。今だって、高い潜在精神力を持って生まれてくる子供は稀まれだよね。いくら絶大な力を持っていても、扱いにくければどうしようもない。だから太古の長は、古代術を一時封ふう印いんした。近代になって、欲にまみれた光主が古代術に目をつけたのは、知っているよね。お前も、所しよ詮せんは兵器なんだよ」

　泉見なつきは唇くちびるを笑みの形にした後、肩かた越ごしに崩れた門の方を振り返った。

「そして兄貴も、太古の長と同じことをしている。兄貴は古代術の真の歴史は知らないはずだから、先代に倣ならってやっているわけじゃない。自然に同じことをしてしまっているのならば、やっぱりあの人は長の素質があるのかもしれないね。私欲のために力を独どく占せんしようとしていた光主なんて、可愛かわいいものだよ」

　視線を京介に戻してきて、泉見なつきが頭を横へ傾かたむけた。

「わかったでしょう。本家にいても明るい未来は待っていないよ。それよりも、私のところに来た方がずっといい。いにしえから続いている意志を繫つなぐのを、手伝ってほしい。４０３００００２８みたいに、深いことは考えなくていいんだ。世界が白紙になるのは、ずっと先なんだよ。どうせその頃ころには、私もお前もお前の親も妹も、知っている人間は生きていないんだから。私たちは命がある間、与あたえられた仕事を坦たん々たんと続けていれば、それだけでいい。過去にも未来にも、縛しばられなくていいんだ」

「おれは」

　血の味がする声で、京介は答えた。声はきちんと出た。

「おれは、そんなふうには生きたくない」

　泉見なつきは数秒間、表情もなく京介を見つめていたが、やがてあっさりと頷うなずいた。

「そう。じゃあ、ここで死ね」

　泉見なつきの手が、京介の中で動いた。体の中央を鷲わし摑づかみにされ、痛覚が暴れながら 蘇よみがえった。握にぎり潰されそうになっているのは、心臓のようだった。最高位が笑いながら、爪を立てた。冷たい指だった。

　不意に、泉見なつきの表情と動きが止まった。泉見なつきは、視線をゆっくりと自分の脇わき腹ばらへ移していた。泉見なつきの背中側から、棒状のものが体を貫つらぬいていることは、京介の歪ゆがんだ視界でもかろうじて確かく認にんできた。泉見なつきの背後に、白いコートを着た構成員が立っているのもわかった。礼子の顔はただ強こわ張ばり、自分が何をしているのか、あまり理解していないように見えた。

　礼子が泉見なつきの背へ、更さらに深く鉄パイプを突つき入れた。泉見なつきは目を閉じて、長い息を吐はいた。まつげが小刻みに痙けい攣れんを起こし、月光をはね返した。

　何十秒かが経過した。泉見なつきはゆっくりと瞳を開くと、礼子を振ふり返りもせずに低く呟つぶやいた。

「痛いよ」

　泉見なつきは京介から両手を離はなし、もう一度大きなため息をついた。

「痛いけど……大した力じゃない。４０３００００２８、お前は『牢ろう』の処置を最後まで受けられたとしても、きっと失敗しただろうね。あの機械では、過去に勝てないやつは成功しないんだよ。中断されて、かえってよかったじゃないか」

　髪かみを振って立ち上がり、泉見なつきが言った。

「だけどやっぱり痛いよ。この、裏切り者」

　礼子の顔がひきつった瞬しゆん間かん、白いコートの胸から煙けむりが噴ふき上がった。泉見順也と同じ反応を見せて、礼子の体が後方へ揺ゆらいだ。構成員の体内には、最高位の指示で動く起き爆ばく装置があることを、意識を凍こおりつかせながら京介は思い出した。礼子が地面に倒たおれた。

　京介の頭の中で、何かが切れる音がした。泉見なつきは腹部に刺ささった凶きよう器きを、面めん倒どうくさそうに抜ぬいていた。気がついた時には、京介は玲れい洗せん樹じゆの枝を摑つかんで立ち上がり、呪じゆ文もんを唱えていた。泉見なつきの姿が古代術の光にのみこまれた。

　光が消えると同時に、鉄パイプが京介に向かって突き出された。咄とつ嗟さに構えた術具が一いち撃げきで砕くだかれ、凶器が起こした風に京介は打たれた。とけ残った雪の上に倒れ、京介は血を吐いた。反撃しなければならないことはわかっていたが、どんなにあがいても、今度こそもう動くことはできなかった。

「ああ、全然力が出ない。裏切り者のせいだ」

　京介の頭の上で、泉見なつきは面倒くさそうに言っていた。

「とどめを刺したいけれど今は無理みたい。またいつか会いに行くよ。だからそれまで、ちゃんと生きていてよ」

　それだけ言い残し、泉見なつきが歩き出す。赤く染まった雪の上を、足あし跡あとが点々と遠ざかった。

　動かない体に、京介は言い聞かせた。あんなやつに言われなくても生きる。今いる場所で生き抜く。生きて、大切なものを守らないと。砕けた玲洗樹の枝に、京介は手を伸のばそうとした。それなのに、目の前の雪がとけてゆく様子を見つめることしかできなかった。

　雪──白い雪。積もる雪が見たいんだと言って、二年前、礼子は一人で旅立った。その先で事故に遭あった。あの事故さえなければ、こんなことにはならなかった。

　もしあの頃に戻もどれたら、おれは礼子を止めるだろうか。旅先に悲劇が待ち構えているとわかっていたら、止めただろうか。息を漏もらし、無理だろうなと京介は考える。北国の雪はすごいんだから、写真をいっぱい撮とってくるから見せてあげる。あんなに嬉うれしそうに笑っていたのに、止めることなんてできるはずがなかった。

　素す直なおに笑える彼女が好きだった。自分が少しも笑えなくても、彼女がそうしているのなら、この世界はきっと悪くないものなのだろう。

　そう確認できた気がしていた。




　十一月も残りわずかとなった、ある日の放課後。県立虹原高校風紀委員会準備室には、今日もいつも通り、委員長の長谷常彦と一年委員の塩原友子の二人だけが在室し、それぞれの作業を行なっていた。

　塩原がここのところかかりきりになっているのは、合宿に関するレポート作成だった。長谷に命じられた提出期限は、本日午後五時まで。現在、準備室の時計の針は四時四十分を示している。塩原は最近では珍めずらしく、余計なことは考えずにシャープペンを動かしていた。長谷の方は、やはりここ何日か色いろ鉛えん筆ぴつやマジックを振り回して、何かの作業に没ぼつ頭とうしている。塩原は特に確認はせず、また趣しゆ味みの地図作りでもやっているのだろうと見当をつけていた。

　午後五時のチャイムが鳴ると同時に、塩原のレポートもちょうど完成した。塩原は満面の笑えみを浮うかべ、レポート用紙十三枚にも及およんだ大作を長谷の方に押し出した。

「委員長、やりましたよ、ついに終わりました。間にあいました」

「おお、そうかね」

　塩原の歓かん声せいに、色鉛筆を握にぎる長谷は顔も上げずに答えた。

「こちらの方もあともう少しで終わるから、休きゆう憩けいをして待っていたまえ。甘あま納なつ豆とうでも食べながらな」

　塩原は上じよう機き嫌げんで返事をし、机の上に山積みになっている菓か子し袋ぶくろに手を伸ばした。大量の甘納豆は、合宿の土産みやげとして買ってきたものだった。

　達成感に包まれながら、塩原は大きく伸びをした。目が疲つかれていたので、外の景色でも見ようかと、塩原は窓の方へ移動をした。空はぶ厚い雲に覆おおわれていた。真冬の到とう来らいを告げる色だった。

　虹風連の合宿から、間もなく一週間が経たとうとしていた。全体的にはこれといった問題もなく進んだ合宿であったが、一いつ泊ぱく目の夜に、参加者全員が同時に体調不良を起こし、数時間後自然に回復したという奇き妙みような出来事があった。翌朝、参加メンバーが旅館の従業員と話したところ、その夜は空橋市内のほぼ全域で塩原たちと同様の症しよう状じように苦しむ人が続出したという。メンバーの一人が「気圧の急激な変化に伴ともなう呼吸器系の障害」という仮説を立てていたが、誰だれも納なつ得とくはしていないようだった。この一件は原因不明の珍ちん事じとして、地方紙の片かた隅すみを一日だけ飾かざった。

　塩原たちはその後、二泊はく三日のスケジュールを消化して、空橋をあとにした。同じ旅館に泊とまっていたはずの一条京介は、いつの間にか帰ってしまったらしく、妹の豊花共々、塩原の前に姿を現すことはなかった。

　そうして虹原に戻って来てから、およそ一週間。一条京介はずっと学校を無断欠席している。無断欠席は困る。生徒の出席状じよう況きようを管理するのは、風紀委員の仕事の一いつ環かんだ。私は別に心配をしているのではないのだと思いながら、塩原は連日一条京介の家に電話をかけていた。しかし誰も出なかった。窓越ごしに灰色の空を見上げ、塩原は口の中でそっと唸うなる。レポートが終わった途と端たん、また懸け念ねんが湧わいてきた。己おのれの感情をごまかすために、塩原は甘納豆を口に放ほうりこんだ。

「そういえば、知っているかね」

　色鉛筆を動かしながら、長谷が話しかけてきた。

「虹稜学園の杉山君が、何でも二学期いっぱいで学校をやめることになったそうだぞ。自主退学ということだが、何があったんだろうなあ」

「はあ……そうなんですか……」

　目を丸くし、塩原は曖あい昧まいな返答をすることしかできなかった。旅館の玄げん関かんで見た、杉山の背中を何となく思い出した。

「ほうほう、なかなか頑がん張ばったな、塩原君。急いでいたわりには、そこそこの内容になっているではないか」

　塩原が我に返った時、長谷は椅い子すの背にふんぞり返って、塩原のレポートを読んでいるところだった。

「それぞれの発言者への感想、異議もよくまとまっているが、この『クリスマス及び冬季休校期間中における特別風紀指導に対する提案と可能性』は、ちょっとした論議を巻き起こしそうだぞ。実に興味深い。ところで、この紙の隅すみに書いてある『謝り方シチュエーションその十八・帰り道で待ち伏ぶせをして、とにかく平謝りする。いっそのこと、なぜあんなことを言ってしまったのかも白状し、白状ついでに告白へ持ちこむ』とは何のことかね？」

　塩原は「ぎはー」と奇声を発し、長谷の手からレポート用紙を奪うばい取った。自分では一心不乱にレポートを作成していたつもりだったが、無意識のうちに脇わき道みちに逸それたことも記していたようだった。道理で時間がかかったわけだと心の中で嘆なげきながら、塩原は必死に消しゴムをかけた。

「さて塩原君、今年も残すところあと一か月あまりとなったな」

　消しゴムのかすにまみれたレポートを再度受け取り、長谷が感かん慨がい深げな表情で言った。

「そして私も、数か月後には卒業を迎むかえる。塩原君、今日は我が校風紀委員会の未来と展望に関して、君に大事な話があるのだ」

　眼鏡めがねを押し上げて、長谷が真しん剣けんな眼差まなざしを向けてきた。緊きん張ちようが体を駆かけ抜ぬけ、塩原はつい菓子袋を落とした。

　慌あわてて床ゆかへ屈かがみこみ、塩原は声には出さずにどうしようという言葉を連発した。ついに、ついに次期風紀委員長への指名が訪おとずれるのか。それとも有害ごみ的な恋こいに浮かれる不届き者は、未来には不要と退会を申告されるのか。震ふるえる塩原の手からは、拾ったばかりの甘納豆が次々に零こぼれていく。前者か、後者か。合宿にはきちんと参加した。きちんと様々なことを学んだ。でも時々「放心している」と注意を受けることもあった。レポートはきちんと書いた。きちんと提出し、内容もそこそこ認められた。でも余白に思いきり個人的なことを書いてしまった。前者か、後者か。可能性としては五分五分か。塩原はその場で膝ひざを抱かかえ、緊張を少しでも軽減しようと、再度菓か子しを口へ流しこんだ。

「塩原君よ」

　長谷が勢いよく椅子から立ち上がり、堂々たる声で言った。

「君を風紀委員会永久名めい誉よ委員長初代補ほ佐さに任命するぞ。謹つつしんで受け入れたまえ」

　塩原は口の中にあるものを飲み下し、長谷をまじまじと見上げた。

「今、何て言ったんですか」

「風紀委員会永久名誉委員長初代補佐のことかね」

「何ですか、それ」

「風紀委員会の、永久的に名誉ある委員長を務める者の、補佐役だ。しかも記念すべき初代だぞ、輝かがやかしいであろう」

　長谷は軽かろやかな足取りで歩み寄ってくると、塩原を強ごう引いんに立ち上がらせた。

「長い間考え続けて、ついに私は決意を固めた。私は卒業した後も、卒業生代表としてこの高校を見守り、指導していくことにした。進学しても、就職しても、社会の荒あら波なみに揉もまれようと何が起きようと、命ある限り信念を貫つらぬこう。私は私自身を、永久名誉委員長に任命したのだ」

　天てん井じようの蛍けい光こう灯とうの辺りを鋭するどく指差し、長谷は大きく頷うなずいた。

「そしてこの偉い大だいなる役職の、やはり偉大なる補佐に、君は選ばれたわけだ。塩原君、私は知っていたぞ。この頃ころ君に奇行が多かったのは、私が卒業を控ひかえていることに焦あせり、苦く悩のうしていたのだろう。しかしもう安心だ。そして喜ぶがいい。在校生にしてこの栄光、塩原君よ、大いに躍やく動どうしたまえ」

　塩原の肩かたを一回叩たたき、長谷はまた机の方へ戻もどっていった。そして机の上から大きな画用紙を取り上げた。そこに色いろ鉛えん筆ぴつで「認定書」と記されていることは、塩原の視力でも確かく認にんできた。長谷は認定書なるものを持って、再び塩原の前へやって来た。

「正式な就任は、私が永久名誉委員長に就ついてから──つまり来年四月からとなるが、今日からすでに準備期間として励はげむとよかろう。風紀委員との兼けん任にんとなるが、君なら問題はない」

　認定書を塩原の鼻先へ突つき出し、長谷は大声で言った。

「塩原友子殿どの、汝なんじを風紀委員会永久名誉委員長初代補佐に任命する。今後もより一層の精しよう進じんを期待する」

　塩原の目の前に、画用紙が迫せまった。塩原が思わず認定書を受け取ってしまうと、長谷は「おめでとう！」と叫さけんで、激しく拍はく手しゆをした。一方的な称しよう賛さんを浴び、塩原は放心するしかなかった。

　鳴りやまない喝かつ采さいの中、塩原は画用紙を改めて見つめた。気き恥はずかしくなるくらいにカラフルだった。

　未来は明るいのか、暗いのか。想おもいは燃えるのか、それともやはり有害なのか。

　よくはわからないが、とりあえずこの認定書は夢に見そうと、塩原はひとり言を言った。




　事件の間に何度も夢を見た。

　事件の始まりは、始まりを始まりと思いたくなかった。眠ねむりに就くのが怖こわくなり、不ふ眠みんが心を蝕むしばんだ。

　出口を探して、もがいて夜よ更ふけに走り、彼女と遭あった。心が砕くだけても、夢はただ現実を映し、正直だった。

　出口は見つからず、逃にげ場所もどこにもなかった。そんな時に見る夢は、むしろ楽だった。そこにいる彼女は優やさしかった。

　何度も夢を見て、何度も現実で傷ついた。手に入れたものは何もなく、失ったものばかりだった。他人から見たら、ひどく惨みじめで不器用で、後ろ向きな生き方しか、自分はできないんだと知った。

　それでもまだ生きられる気がした。生きないといけない気がした。生き続けて、もう一度立ち向かわなければいけない。あんな考えは、受け入れられない。

　だからまだ生きないと。

　泣くのは全すべてが終わってからでも遅おそくない。




「京介、わかる？　あたしのことわかる？」

　目を開けると、まず豊花の顔が飛びこんできた。豊花は目の縁ふちに涙なみだをいっぱい溜ためて、鼻の頭を真っ赤にしていた。花か粉ふん症しようでも患わずらったのかと思っている京介の胸に、豊花が赤い鼻ごと抱だきついてきた。

「よかった。今日目が覚めなかったら危ないって言われてたの」

　喉のどと鼻を盛せい大だいに震ふるわせて、豊花が泣き始めた。豊花の背後にある窓からは、曇くもり空と枯かれ木が見えた。空の色は京介の一番新しい記き憶おくにあるものと変わらない、晩秋のものだ。花粉症にはまだ早い季節だった。

　胸の上に豊花の体温を感じつつ、京介は自分がいる場所を確認した。白い天井と白い壁かべ、ベッドに点てん滴てきチューブ、その他、心電図のようなモニターや、口を覆おおう呼吸器。どうやらここは、どこかの病院の個室のようだった。部屋の広さから判断し、風邪かぜの治ち療りようで訪おとずれた医務室ではなく、夏にも入院させられた術者専用病びよう棟とうの一室かと思われた。

「あれから六日間、ずっと意識がなかったのよ」

　顔を上げた豊花が、責めるような口調で言った。豊花の鼻は更さらに赤みを増していた。

「怪け我がはひどいし、あんたは無効治ち癒ゆ体質だし、傷口は塞ふさがっても、もしかしたら意識は戻らないかもしれないなんてお医者が脅おどすから、あたしもずっと眠れなくて。でも、約束したでしょう。あたしが編んだマフラーを買うって。だから……よかった」

　それだけ一息に言うと、豊花はまた嗚お咽えつを上げて、掛かけ布ぶ団とんに顔を埋うずめた。詳くわしいことは京介にはよくわからないが、助かったことは確かだった。

　ふと視線を左側に移すと、全面ガラス張りの壁かべ越ごしに、隣となりの個室が見えた。病院側が管理や移動をしやすい造りになっているらしい。壁の一部には戸もついていた。左の病室の患かん者じやは小さな子供で、ベッドの上に起き上がり、玩具おもちやを手にして遊んでいた。見覚えのある男の子で、とても元気そうだった。

　何となく右側の壁にも目をやった瞬しゆん間かん、京介の頭の中はまっ白になった。右の病室のベッドで眠っているのは、礼子だった。

「礼子もね、助かったのよ」

　京介の視線の行く先を察したのか、掛け布団で涙と洟はなを拭ぬぐいながら、豊花が言った。

「礼子の中にある起き爆ばく装置とかいうのがね、正常に作動しなかったんだって。泉見って言う子が誤作動を起こした時に、礼子の体の中でいろんなものが歪ゆがんだりして、その時に装置も壊こわれたかもしれないって。それでね、あの後、家長が京介と礼子のことを助けてくれたの。礼子のことも本家で引き取ってくれたの。少しだけ、ほんの少しだけど、見直したわ。礼子もまだ意識は戻もどっていないんだけれど、命に別状はないって。よかったわよね。本当、よかった……」

　拭ったばかりの豊花の瞳ひとみから、また涙が溢あふれ出した。京介は呼吸器を外し、ベッドから起き上がろうとした。豊花が慌あわてて手を伸のばしてきて、すぐに肩かたを押さえつけられた。

「起きたら駄だ目めよ。意識が戻ってもしばらくは入院して絶対安静って、言われているんだから。無理をしたら絶対駄目。わかった？」

　泣き顔を怒おこり顔へ瞬間的に変えると、豊花は立ち上がった。

「先生を呼んでくるから、待ってて。父さんにも連れん絡らくしないと。父さんね、京介が目を覚ますまでギャンブルもお酒もやらないって、ずっと頑がん張ばってたのよ。缶かんビールの代わりに缶のおしるこばっかり飲んで、また太っちゃったんだから。あ、母さんもやっと実家から戻ってきてくれたのよ。別居も離り婚こんもとりあえず保留だって。本当の本当に、よかったわよね」

　豊花が表情を綻ほころばせ、部屋を飛び出していった。豊花の後ろ姿を見送り、京介は何度かまばたきを繰くり返した。豊花の心からの笑え顔がおなんて、ずいぶん久しぶりに見た気がした。

　もう一度礼子の病室に目をやろうとして、京介は枕まくら元もとにある小さな用紙に気がついた。この半年間でさんざん見慣れた、無効治癒体質証明書だった。用紙を手に取るために、腕うでを上げた。指の先まで包帯に覆われていた。第四段階だった体質は、第五段階に進行していた。

　もう片方の腕には点滴のチューブが刺ささっていた。それを抜ぬき、京介は体を起こした。途と端たんに貧ひん血けつが襲おそってきて、転げ落ちるようにしてベッドから降りた。

　一歩進むごとに、傷口が悲鳴をあげているのがわかった。心の中で自分の体へ謝りながら、足を運んだ。ガラス戸までのほんの数歩が、ひどく遠い。戸を開けてから隣りん室しつのベッドまでの数メートルは、今までの人生で歩いた距きよ離りの中で、一番長く感じられた。

　ベッドに手が届く位置まで来たところで、ついに立っていられなくなり、京介は床ゆかに両りよう膝ひざをついた。床に蹲うずくまりそうになったが、ベッドの縁ふちを摑つかんで堪こらえた。

　京介がすがりついたことでベッドが揺ゆれたが、礼子は静かに目を閉じていた。顔に外傷はなく、京介のように呼吸器や点滴も施ほどこされていなかった。布団の下で、規則正しく腹部の辺りが上下に動いているのがわかった。生きている。たったそれだけのことが、どうしようもなく心を締しめつけた。それだけのことが手の届く範はん囲いにある事実に、京介は気が遠くなるほどの安あん堵どを感じた。

　看護師が脈を取った後に布団を掛け忘れたのか、京介のすぐ目の前に、礼子の片手があった。白い指先へ、京介は自分の包帯まみれの手を伸ばす。

　そこで、覚かく醒せい直後の意識と体力の限界が来た。それ以上、体はもう言うことを聞いてくれなかった。ふらつく頭と上半身をベッドの縁に預け、京介は目を閉じる。

　憂うれいも悲ひ嘆たんもなく、静かに眠ねむりへ落ちていく。




　礼子が目を覚ました時、まず白い天てん井じようが目に入ってきた。模様はなく、真新しくもない壁かべ紙がみであったが、こんなに綺き麗れいな天井を見るのは久しぶりかもしれないと、礼子は思った。にじはら荘の天井は染しみだらけで、『牢ろう』の天井はどこまでも暗かった。

　ここはどこだろうと、礼子は視線を巡めぐらせた。病室のような場所だったが、全く覚えはなかった。久画均精の敷しき地ち内ではないことは確かだった。正面の窓の向こうに、灰色の空が見えた。秋の終わりの寒い空だった。あんな空の下で、居い眠ねむりをして風邪かぜを引いたのは誰だれだったか。無意識にそんなことを考えて、礼子は目を閉じる。私はいつもこんなことばかり考えている。答えのわかりきっている問いを投げかけて、記き憶おくを引き出しては、ぬるま湯に浸ひたるような日々を送っている。ため息をついて、目ま蓋ぶたを開けた。

　礼子はベッドの上に寝ねかされていた。体は綺麗な掛け布団で覆おおわれていた。暖かいなと当たり前に思えた。だが片かた腕うでの辺りだけが妙みように寒く、目をやった。そこだけ掛け布団が捲めくれていた。

　上半身を起こし、布団から出た自分の指先を眺ながめ、礼子は表情を翳かげらせた。何の損傷もない指。どうして私は無事なんだろう。どうして私は生きているのだろうと、今いま更さらながらに疑問に思った。最高位に処分されたのではなかったのか。

　冷えた指の先に、自分以外の手があることに礼子は気がついた。ベッドの脇わきに誰かがいた。礼子のベッドの縁に上半身を預け、眠っている人物がいた。ここが病院だとしても、医師や看護師がこんな奇き妙みような姿勢で付き添そってくれるはずはない。じゃあ、この人は誰なのか。

　肩の線。シーツに顔を半分だけ埋うずめ、閉じた目蓋の形。ささやかな息の音。ヒントはそれだけでも、これもまた、礼子にとっては答えのわかりきった問いだった。長い間強こわ張ばり続けていた自分の頰ほおが、自然に和やわらいでいくのを感じた。

　礼子の指の先に、包帯に覆われた相手の手があった。その手に思わず触ふれようとした時、礼子は強い眠ねむ気けに襲われた。覚醒直後の意識と体力の限界が来た。ふらつく頭をベッドの背に預け、礼子は目を閉じる。

　憂いも孤こ独どくも感じず、静かに眠りへ落ちていく。




　術者専用の病院施し設せつに、本家の責任者が訪おとずれていた。数日前の事件の際、奇き跡せき的な軽傷で済んだ責任者は、今日も穏おん和わな表情を浮うかべていた。

　責任者は廊ろう下かで顔見知りの看護師と会い、世間話をした。一人の女医に会い、厚い報告書を受け取った。個室病びよう棟とうで、身寄りと居場所を失った男児を見み舞まった。数分間、男児の人形遊びにつきあった。責任者は終始、笑顔だった。

　男児の隣室には、患かん者じやがいなかった。ベッドから滑すべり落ちている布団や、床に倒たおれた点てん滴てき一式が、患者の強ごう引いんな退室を物語っていた。責任者は部屋の奥へ進んだ。

[image: ]

　無人の病室の先に、もうひとつ部屋がある。そこでは一人の少女が眠っていた。少女のベッドにもたれかかるようにして、少年が一人、目を閉じていた。二人の安らかな寝顔を見て、責任者は笑みを深くした。

　ベッドの縁に、少年と少女の手があった。二人の間には、ほんのわずかな距離があった。

　責任者は笑みを浮かべ、ベッドへ歩み寄って両手を伸のばした。

　そして二人の手を取り。

　引き離はなした。




　　　　＊




　小さな街の小さな公園の片かた隅すみにある、小さなジャングルジム。その鉄パイプの枠わく組ぐみにビニールシートを引っかけて作った小さな「家」に、二人の人間が住んでいた。

　一人は一見してホームレス風の中年男。男の本職は神官だった。もう一人の住人は青年。来年の春には、神官と一いつ緒しよに日本を離れる予定でいた。「家」の中で、二人は風の音に耳をすませながら、淡あわい湯気を漂ただよわせる缶かん飲料を握にぎっていた。缶の中身は、つぶ入りのおしるこだった。

「今、素す晴ばらしいことを思いつきました」

　缶を凝ぎよう視ししていた青年が、言った。マフラーに覆われた赤い頰が、青年の興奮を表していた。

「最後に底に残ってしまったつぶが飲みにくいのならば、飲み口を上につけないで、下につければいいのではないでしょうか」

　青年は缶を持ち上げ、底の部分を指さして言った。

「そして、下から吸うんです。牛の乳ちち搾しぼりみたいですけれど、そうすれば最後に中身が残って困ることはなくなると思います」

「そうだね」

　神官が頷うなずいた。

「牛もそうだけど、点滴みたいでもあるね」

「いいと思いますか」

「画期的だね」

　照れ笑いを返し、青年が尋たずねた。

「この案をミソタラシ神が聞いたら、どう褒ほめてくれるでしょう」

　神官は木こ枯がらしの音を五秒ほど聞き届けた後、答えた。

「何がどれだけ残っているのかはわからない、けれどそういう楽しみもある……だろうなあ」







　あとがき







　学生の時、突とつ然ぜん友人が「しいのさんの部屋は潤うるおいがない気がするの」と言って、観葉植物を持って遊びに来てくれたことがありました。それまで干ひからびていたかどうか、自覚はありませんでしたが、その植物が来てからは、なんとなく部屋の空気が綺き麗れいになったような感じはしました。

　この出来事を最近不意に思い出した私は、今住んでいる部屋に、緑が全くないことに気がつきました。この部屋でのこれまでの日々が干からびていたかどうか、やはり自覚はありませんでしたが、「緑は大切だよね」とひとり言を言いながらお店に行きました。買ったのは、水と光が適当にあれば充じゆう分ぶんという、とても謙けん虚きよな植物。お茶ちや碗わんほどの鉢はちの中にきちんと収まり、葉が慎つつましやかに風に揺ゆれている様子は、好感が持てました。

　そうして季節は巡めぐり、現在。よほど家の光と水が気に入ったのか、植物はとんでもない大きさに生長してくれました。最初の鉢では間に合わず、買ったひと月後には、ラーメン大盛りサイズの丼どんぶりくらいの鉢に植うえ替かえを強しいられました。今もまだまだ生長中で、無数の葉がわあわあきゃあきゃあと外へ飛び出しているのを見ると、「彼らは部屋を占せん領りようしようとしているのではないか」と、心配になってくるほどです。それでも彼らを見ていると、私も頑がん張ばろうという気になってくるので、今日も巨きよ大だいな鉢に水を与あたえるのでした。




　そんな植物に見守られ（？）ながら、今回の小説を書きました。角川書店の主藤さんをはじめ、イラストレーターの原田たけひとさん、出版に携たずさわって下さる全すべての方々、いつもありがとうございます。今回も大変お世話になりました。

　そして最後に大きな感謝を、読者のみなさまにお送り致いたしたいと思います。読んで下さって、本当にありがとうございます。




　手元にある予定表ですと、次は長編九巻目の予定となっています。その際にまたお会いできるのを、心から楽しみにしております。





椎野美由貴　　


















本文中に、今日の状況に照らして不当・不適切と思われる語句や表現がありますが、作品発表当時の時代的背景を鑑み、底本のままとしております。
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